


[image: ]





[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]






スレイヤーズすぺしゃる⑪


激走！乗合馬車！





神坂　一














[image: ]





富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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すべては真実のために［前編］










　ちゅごごごごごごごおんっ！


　あたりのざわめきをかき消して、無数の小さな爆ばく炎えんが、あたしのまわりに炸さく裂れつしたのは、商店街のどまん中でのことだった。


「うああああああっ!?」


「ひぇおおおおおおおっ！」


　いきなりのことに、まともにパニックに陥おちいるまわりの通行人。


　──今の術は──爆炎舞バースト・ロンド!?


　威い力りよくのとぼしい火か炎えん系けいの攻こう撃げき呪じゆ文もんで、もっぱら威い嚇かくやデモンストレーションなどに使われる術である。


　気け配はいは後ろからした。あたしは後ろをふり向いて──


「ほーっほっほっほ！　ようやく気づいてくれたわね。リナ＝インバース！　さっきからずっと呼びかけてたのに全然気づいてくれないんだから……」


「ひとを呼び止めるのに町なかで攻撃呪文ぶっ放ぱなすなぁぁぁぁっ！」





　ぼぽぎっ！





　あたしのダッシュ蹴げりは、声の主ぬし──ナーガの顔面をまともにとらえたのだった。


「──ちょっとリナ!?　何するのよ!?　いきなりっ!?　ひとがせっかくおいしいしごとの依い頼らい持ってきてあげたのにっ！」


「それはこっちのセリフよっ！　だいたい……………………


　……しごとの依頼……？」


　ナーガのことばに、まともに顔が引きつったのが、自分でもはっきりとわかった。


　自じ称しようあたしのライバルこと、実質ただの金魚のうんち。季節を無視して年中悪の魔ま道どう士しルックに身を包み、機会があれば高笑い。


　ンな彼女が受けてくる依頼に、まともなものなどあろうはずもなく、かつてあたしは、それで、何度も苦く汁じゆうをなめさせられたことがあった。


「──ちなみに。私がその依頼主だ」


　答えて一歩歩あゆみ出たのは、三十がらみの細ほそ身みの男だった。


　マントこそつけてはいないが、黒を基調ベースにした、どことなく、魔道士を想おもわせる服ふく装そう。


　ブラウンの髪かみを後ろで束たばね、右目に片眼鏡モノクル。


「ドライアド・シティ魔道士協会広報部所属、メディオ＝グランシップだ」


　言った男の片眼鏡モノクルが、陽光にきらりっ、ときらめいた。





　ラルティーグ王国、ドライアド・シティ。


　四方を山に囲まれてはいるものの、温暖な気候と豊かな水源、そして交通の拠きよ点てんになりうるという好条件に恵めぐまれて、発展してきた町である。


　比ひ較かく的てき大きな魔道士協会があるのだが──ここの支部には、他にはない、とある特とく殊しゆな部ぶ署しよが存在していた。


　すなわち──メディオさんの所属する、広報部という奴やつが。


「魔道士というのは、一いつ旦たん研究に没ぼつ入にゆうすると、どうにも視し野やが狭せまくなる。


　それではいかん、と私は思うのだ」


　──あのあと──


　とりあえず、場所を変えようということになり、あたしたち三人は、やや離はなれた場所にある、一軒のメシ屋へと入ったのだった。


　──なぜわざわざ、離れた場所まで移動したかは言うまでもない。あの場所で、爆炎舞バースト・ロンドなんぞぶっ放したナーガと立ち話なんぞしてたら、まず間ま違ちがいなく警けい備びの兵士にしょっぴかれるからである。


　メシ屋の奥おくまったテーブルにつき、コニャックの入った小さなカップをかたむけながら、メディオさんはことばを続ける。


「世せ間けんでは大きな事件が起ころうと、他人がどんな研究をしていようとお構かまいなし。


　世間で起きるさまざまな事件に、魔道士協会の対応が、どうしても遅おくれがちになるのには、そうしたことが大きな要因だと私は考えている」


「……ま、確かにそれはあるわね」


　オレンジのスフレをフォークでつつきながら、あたしはこくこくうなずいた。


　実じつ際さい、魔道士というのは、大たい別べつして二種類にわけられる。


　すなわち、研究タイプと実じつ践せんタイプ。


　たとえばあたしのよーに、攻撃等の呪文に魅みせられた人間は、それの実践、実験のために、流れのなんでも屋のよーな生活を送る、というケースが多い。


　それに対して、研究タイプの魔道士は、ひとつところに引きこもり、文ぶん献けんあさりと地じ道みちな実験の積み重ねに日々を送る、というパターンがほとんどなのである。


　となるととーぜん、各地の魔道士協会の固定メンバーというのは、どうやっても、後者──研究タイプの魔道士が主力になる。


　その結果、世間を知らない研究バカ──もとい、研究熱心な魔道士たちが、協会の運営をとり行うこととなり、そこで、メディオさんの言ったような現象が、往おう々おうにして起こるのである。
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「──とはいえ。


　魔道の研究に日々没ぼつ頭とうし、世間でのことを『俗ぞく事じ』のひとことで片づけている連中に、『もっと世間に目を向けろ』などと言っても無む駄だなこと。


　そこでっ！


　我わが機関誌、『ドライアド・スポークス』では、この町近きん郊こうで発見・観測された、魔道的見地から一考の価値ありとみなしたさまざまな事象を、追つい跡せき・調査し、考こう察さつを加えて機関誌として発行する、という方針を採とっているのだっ！


　それによって、ともすれば引きこもりがちになっている魔道士たちに、もっと世間に目を向けさせよう、というのが、機関誌創立の目的なのだっ！


　──しかしもちろん、調査対象事じ項こうの中には、安全にレポートできるとは言い難がたいような事件等もある。


　そこで。


　あなたがたには、次の追跡調査に際して、私の護ご衛えいと、調査手伝いとを願いたいのだよっ！」


「ふっ。どう？　リナ。悪くない話だと思うけど？」


　言いながら、ナーガはジョッキ入りのブランデーをひと息に空けた。


　──たしかに。


　依頼料も決して悪くはないし、魔道士協会からの依頼という奴は、顔つなぎの意味もふくめて、受けておいても悪くはない。


「──わかりました。この依頼、お受けします」


　香こう茶ちやの残りを飲み干して、あたしは大きくうなずいたのだった。





「その時っ！


　森を抜ぬけた我われ々われ取材班の目の前に、深い霧きりに包まれた、巨きよ大だいな湖が、ついにっ！　その姿を現したのだった！」


　山の中にあるでっかい湖のほとり。


　そのがけっぷちに佇たたずんで、どこの誰だれに向かってなのかは知らないが、ひたすら声をはり上げながら、羊よう皮ひ紙しにペンを走らせる、メディオさん。


　そしてその後ろで──


「んっんっんっんっ。やっぱしあんたの取ってくるしごとって、いっつもこんなんばっかしねぇぇぇぇぇ」


　あたしは力いっぱい、ナーガの首をしめ上げていた。


　機関誌、ドライアド・スポークス。


　あたしがその実じつ態たいを知ったのは、依頼を受けたあとのことだった。


　ドライアドの魔道士協会に所属する魔道士たちの話によれば、発ほつ足そく当初は、わりと真ま面じ目めな記事を載のせていたらしい。


　──しかし、である。


　メディオさん言うところの、『魔道的見地から、研究に値あたいすると見られる事件』などというものが、そうそうぽこぽこ起こりまくるわけもない。


　だが機関誌は出し続けなければならない。


　で、結けつ局きよく。


　最近発行されたドライアド・スポークス、略してドラスポの記事を見てみれば、オレンジ色の発光体にさらわれて、頭の中に金属片を埋うめ込まれた話だの、吸血鬼ヴアンパイアが献けん血けつを求めている話だの、どこぞの王家が魔族と手を組み、軍事力増強を図はかっているだの、はっきし言ってまゆつばもいーところ、というシロモノばかりだったりするのだ。


　そして今回、あたしとナーガの受けた一件の記事内容は──


『追跡！　霧の湖に幻まぼろしの巨大怪かい魚ぎよ！　美人魔道士レポーターは見た！』


　……とかいう見出しになるらしい。


　うさんくさい上にセンスのカケラも見あたらない、という、涙なみだなくしては語れないシロモノで、これでは、ナーガの首のひとつも絞しめたくなろうというもんである。


「……さて、と……」


　メディオさんは、あたりのざっとしたスケッチと、記事書き込みとを終えると、くるりとこちらをふり向いて、


「それではそろそろ協力してもらうとするか。


　ちょっと湖の底にでも潜もぐって、あたりの様よう子すを見てきてくれ。魔法を使わずに素す潜もぐりでな」


「……は……？」


　彼のことばに、あたしは思わず眉まゆをひそめた。


「……あの……潜る、ってのはともかく、なんで術使っちゃあいけないわけ？」


「……ふっ……報道というものがよくわかっていないようだな……」


　メディオさんは、ペン先で、びしぃっ！　と湖の方を指さして、


「そのほうがウケるからに決まっておろうがっ！」


『……………………』


　きっぱりはっきり言い切られ、思わず絶ぜつ句くするあたしとナーガ。


「怪魚がいると噂うわさされる湖に挑いどむ、無防備なうら若き女性レポーター！　そーゆーのがハラハラドキドキ[image: ]　なのだよっ！　わかったかねっ！」


「……いや……あんまし……」


「──くくぅっ！　最近の若いもんはこれだからっ！　もっと『報道』というものを勉強したまえっ！」


「──けど、ここに本当に怪魚なんているわけ？」


　今さらながらに間まの抜けた質問をするナーガ。


　……まさかこの状じよう況きようで、怪魚とやらがいる、などと思ってるんじゃあないだろーな……こいつは……


「知らんっ！　だからこそ調査をするのだっ！


　噂の真相を確かめるためにっ！」


　返ってきたのは、やっぱし、あたしの予想通りの答えだった。


「……で？　その噂ってのは、一体どこから出てきた話なの？」


　投げやりに尋たずねるあたしに、メディオさんは大きく胸を張り、


「噂は私がバラ撒まいたっ！」





　ちゅぼぉぉむ！





　悪びれた様子など一片もないその答えに、さすがにあたしは自じ爆ばくする。


「……ち……ちょっと!?　それって単なるデッチ上げなんじゃあ……!?」


「デッチ上げとは失礼なっ！　噂と真実は、我々報道機関が作るものなのだっ！」


「……それって……デッチ上げって言うよーな気がする……」


「真実の報道の前には些さ細さいなことなど問題ではないっ！」


「どこに真実があんのよっ!?　どこにっ!?」


「私の報道こそが真実なのだっ！」


「あああああああああああああっ！」


　だめだぁぁぁっ！　こいつはぁぁっ！


　あたしは思わず頭を抱かかえてしゃがみ込む。


　機関誌を創立した、その理念は、なかなか立りつ派ぱなもんである。


　むろん情熱もあっただろう。


　しかし──


　けっこーよくあるパターンだったりするのである。時とともに、情熱が暴走したりカラ回りしたりする、ということが。


　……こーなると、正しよう直じきな話、『こんなしごとヤだ』とか言って、帰りたいところなのだが、それをやめると、違い約やく金きんを払はらわなきゃなんないし……


　……しかたない……とっととしごとを終わらせるっきゃないか……


　あたしはなんとか立ちなおり、ナーガの肩かたをぽんっ、ぽんっと叩たたく。


「……じゃ、そーゆーことでナーガ、がんばって潜ってきてね」


「ふっ！　笑わせてくれるわね！　リナ＝インバース！　なんだってこの私、白蛇サーペントのナーガがそんなことを……」


「あんたの受けてきた依頼だろーがっ！」





　ばげしっ！





「をひぇっ!?」


　あたしの放はなったまわし蹴げりが、ナーガをガケからたたき落とした。


　ざばしゃぁぁぁっ！


　盛大にふき上がる水柱。


　しかし、強制的にナーガに潜ってもらおうというあたしの緻ち密みつな計画は、残念ながら成功しなかった。
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「──こらっ！　潜れと言っとろうがっ！　それじゃあレポートにならんぞっ！」


　もはやぴくりとも動かずに、うつぶせに、ぷこぷこ浮ういたナーガに向かって、メディオさんは、ひたすら罵ば声せいを浴あびせつづけたのだった。





「ふっ。もう少し日ひ頃ごろの行い悪かったら死んでたわね」


　かわいたマントを無意味にばさぁっ！　とひるがえし、ナーガは全然自じ覚かくのないセリフを吐はいた。


「ま、無ぶ事じでよかったじゃない、ナーガ。


　これならネクスト・チャレンジ行けそーねっ！」


「何言ってんのよっ！　今度はあんたが行きなさいよっ！」


「服濡ぬれるからやだっ！　あんたと違ちがって、あたしはちゃんとした服着てるんだから、かわくまで時間かかんのよ」


「ほーっほっほっほ！　読めたわよ！　リナ！


　そんなことを言って、本当はあんた、湖の怪魚とやらが怖こわいんでしょうっ!?」


「……だから……怪魚なんているはず……」


「もめる必要はないぞっ！　二人ともっ！」


　二人の会話に、メディオさんが横から口をはさむ。


「湖には、二人同時に潜ってもらうっ！　それで文もん句くはあるまいっ!?」


『あるに決まってるでしょーがっ！』


　みごとにハモる、あたしとナーガ、二人の声。


「……まあ……潜る、ってのはしごとの一いつ環かんだから、それはいいとして。


　魔法を使わない、ってのは聞けないわね。


　依頼外の、言っちゃえば、単にあなたの趣しゆ味みの問題なんだから。


　それに。


　実際は魔法使って潜っても、記事にする段階で『素もぐりした』ってことにすればいーじゃないの」


　あたしの提案に、しかしメディオさんは渋しぶい顔で、


「……うーん……しかしなぁ……事実と違う報道をするとゆーのはいささか抵てい抗こうが……」


　うそをつけ。うそを。


「……しかしまあ……いいだろう！


　こんなくだらんことにこだわって、貴き重ちような取材時間を無駄にするわけにはいかんっ！」


　……こだわってたのはあんただろーが……


　などとツッコミを入れたいところだが、それでまたまた話をややこしくしてもしかたがない。


「──じゃ、ナーガ、行くわよ」


　言って二人は呪文をとなえ、風の結界をつくり出す。


　そしてそのまま──


　あたしたちは、いまだ霧きりの立ちこめる湖の中へと、潜せん行こうを開始したのだった。





「……けっこう暗いわね」


　ナーガの漏もらしたつぶやきが、みょうに大きく耳に響ひびいた。


　澄すんだ湖の底深く──


　そこは、透とう明めいな闇やみに満たされていた。


　水の透明度はかなり高いのだが、霧がかかっているせいと、かなりの深さがあるせいで、陽ひの光はほとんどここまで届とどいてこない。


　風の結界に閉とざされているせいもあってか、あたりには何の音も存在しない。


　闇の端はしに、時々、思い出したかのようにちらりと閃ひらめく銀色の光は、おそらく何かの魚だろう。


「さ。ナーガ。そこらへんてきとーに動きまわって、とっとと水う上えへ戻もどるわよ」


　あたしは術をコントロールして、ゆっくりと移動を開始した。
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　──ちなみに今、風の結界をナーガが、移動をあたしが担当している。


　ま、あんまし早く上がると、メディオさんがまたまた何やら言い出すだろうから、てきとーに時間をつぶして……


「……あれ？　ちょっとリナ、今、あっちで何か動いたわよ」


　あさっての方を向きながら、ナーガがそう言ったのは、動きだして、いくらもしないうちだった。


「魚かなんかでしょ」


「……うーん……」


　あたしにかるくいなされて、ナーガはごにょごにょ呪文を唱え──


「明かりライテイングよ！」


　魔法の明かりを生みだし、放つ。


「あ。ほんと。魚だったわ」


「でしょ？」


　言ってあたしはふり向いて──


　ひききききっ！


　あたしの顔がまともにこわばった。


　──たしかに──


　ナーガの放った明かりに照てらされ、あたしたちのすぐ近くをゆらゆらと漂ただよっているのは、鮭さけに似た頭を持った魚だった。


　ただし。


　大きさはちょっとしたドラゴンくらい。


「っんどぅあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　あたしは必死で術をコントロールし、あわてて水面に浮ふ上じようする。


「……っぶはぁぁぁっ！　のひぇぇぇぇっ！」


「……何をあわててるのよ？　リナ？」


「何落ち着いてんのよっ!?　ナーガっ!?」


「何をやっとんのだ、おまえたちっ!?　調査はどうしたっ!?　まさか、『もう終わった』なんぞと、いいかげんなことを言うつもりじゃあないだろうなっ!?」


　なんとか岸辺にたどり着き、肩でぜはぜは息してるあたしに向かって、やって来たメディオさんは、予想通り文句をたれた。


「さっ……魚がっ！」


「魚くらいいるに決まってるだろう。湖なんだから」


「そうじゃなくてっ！　ドラゴンほどもあろーかっていう、でっかい奴がっ！　まさに怪魚って奴がっ！」


　あたしのことばを耳にして、しかし彼は、へっ、と鼻先で小さく笑い、


「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。怪魚なんて、そんなものがいるわけないだろうが。ナンセンスな」


「……おっさん……自分で何言ってるかわかってる……？」


「おっさんとは何だ!?　おっさんとは!?


　こう見えても二つ引いて、ひとけた台を切り捨てすればまだ二は十た歳ちなんだぞっ！」


「……じゅーぶんにおっさんでしょーが……って、ンな話してる場合じゃなくってっ！　　ほんとーに、やたらでっかい魚がいたんだからっ！」


「──本当か？」


　言って、ちらりっ、と、ナーガのほうへ視線を向ける。


「ふっ。たしかに大きい魚だったわね。


　──けど、あの程度のもので動どう揺ようするとは、あなたもまだまだ子供、ってことね。リナ＝インバース。ほーっほっほっほ！」


「うぅむっ！　しかしそうなるとっ！」


　メディオさんは、羊皮紙に何やらペンを走らせつつ、熱い口く調ちようで、


「これはひょっとしたら、ひさしぶりに真実の報道ができるかもしれんぞっ！」


「……今まで真実報道しとらんかったのか……あんたは……」


「噓うそも方ほう便べんと言うではないかっ！


　とにかくっ！　このスクープをモノにできれば、協会のまわりの連中の、私を見る目も変わろうというものっ！　我がドラスポもこれでメジャー化っ！　よぉぉぉしっ！　やるぞっ！」


　……どーでもいーけど、このおっさん、今までまわりにどーゆー目で見られてたんだろーか……？　……ま、大体想像つかんこともないけど……


「そーいうことでっ！」


　彼は、びしいっ！　と湖の方を指さして、


「さっそくその魚を生け捕どりにしてきてもらおーかっ！」


「……ちょっと待て。おっさん」


　ずずいっ、と、あたしはメディオさんにつめ寄よって、


「話が違うでしょーがっ！　しごとは『調査協力』だったはずよっ！」


「『調査と協力』だっ！」


「勝手な解かい釈しやくしないでっ！」


「文句を言うなっ！　私はすでに『湖の死し闘とう！　美人魔道士記者対謎なぞの巨大怪魚！』などという見出しまで考えているのだぞっ！　それを今さら変えるなどとっ！」


「知るかぁぁぁっ！　ンなことっ！」


「──ふっ。いいじゃないのリナ」


　にらみあう二人の間に、余よ裕ゆうの口ぶりで割わって入るナーガ。


「たしかに、いけどり、っていうのは無む理りかもしれないけど、要は、あの大きい魚が実際にいた、って証明できればいいんでしょ？


　なら、攻撃呪文で片づけて、その死し骸がいを持って帰ればすむんじゃない？」


「……死骸か……うーん……


　インパクトはいまひとつ足りないが……」


　メディオさんは、しばし腕うでを組み、考えて、


「──まあいいだろう！　それでいこうっ！


　考えてみれば、生け捕りにしても、そのまま町まで持って帰る手段はないからなっ！


　それではさっそく、さくさくやってもらおうかっ！」


「ふっ！　なら、すべてこのわたしにまかせてもらおうかしら!?


　あの魚が水面に出てきたところで、この白蛇サーペントのナーガの攻撃呪文をたたき込めば、それですむことっ！


　それこそこのわたしにとっては、造ぞう作さもないことねっ！　ほーっほっほっほ！」


「……で？　どーやってあの魚、水面までおびき寄せるわけ？」


「……っほっ……」


　ぴぴきっ！　と顔を引きつらせ、ナーガはそのバカ笑いを中断した。


　頰ほおに流れる一すじの汗あせ。


　……はぁぁぁぁ……


　あたしは思わずため息ひとつ。


　……ったく……水中の敵のやっかいさ、とゆーのをちっともわかっとらんなー……こいつは……


　素もぐりや、水中呼吸の術を使えば、もちろん呪文は唱えられない。


　水中で呪文を使うには、さっきのような潜りかたをして、風の結界の中で呪文を唱える、という方法を採るしかないのだが、なにしろ結界をコントロールしながら、ということになる。そうなると当然、あまり大きな技わざは使えない。


　かといって水上から、水底深くの敵にダメージを与あたえる術、というのも存在しないのだ。


　つまり、水底深くに潜った相手に、一いち撃げきで決定的なダメージを与えることは、不可能と言ってもいいのである。


「──とにかく──」


　メディオさんは、ナーガにずずいっ、とつめ寄って、


「やる──と言ったからにはとーぜんやってくれるんだろーな？」


「……ほ……ほほ……ほほ……」


　そのプレッシャーに圧あつ倒とうされたか、ナーガはあわててこくこくうなずいたのだった。





　──湖の底は……説明するまでもなく、あいもかわらずの情景がひろがっていた。


　何はともあれそーいうことで、あたしとナーガの二人は、ふたたび湖の底へと潜ることになったのだった。


　単に巨大魚を倒たおす、というだけならば、あたしがじみちに竜破斬ドラグ・スレイブを連打して、湖を片っ端ぱしから爆ばく破はする、という手もあるのだが、それでは、魚そのものが、一片残らず吹ふっ飛ぶ可能性もあった。


　かくて、こういう方法を採ることになったのだった。


　今度はあたしひとりで、風の結界維い持じと移動を担当し、ナーガが攻撃担当である。


　………………


　もちろん、ナーガに攻撃を任まかせる、とゆーのはとことん不安ではあるが、風の結界とその移動をナーガに任せる、というのも、それはそれで不安である。


　それにあたしは、水を利用した攻撃呪文というのは、せいぜい水面に大波を立てる程度の術しか使えないのだ。


　この状じよう態たいで、ンなものが何の役にも立たないことは、説明するまでもないだろう。


　あたしたちは湖の底を、ふよふよと探たん索さくしはじめた。


　照明は、ナーガが時々生みだし、放つ魔法の明かり。


「……けどたいへんよー……これで、もう一回あの魚探すのって……」


　湖の底をふよふよ移動しながら、あたしはぼそりとぐちをこぼした。


　たしかに、探すべき魚はデカい。


　しかし。この湖は、その魚が隠かくれるにじゅーぶんすぎるほどバカでかいのだ。


　なおかつ相手は生き物である。ひとつところにじっとしているとは限らない。


　実際、あたしとナーガの二人が、ふたたび湖の底に潜ったときには、すでにそこには、例の魚の姿はなかった。


「……ふっ。まあ……そうかもしれないわね」


「ンで、かりに見つけたとしても、よ。ちゃんと原形残してしとめなくっちゃなんないのよ。それはわかってるんでしょーね？」


「もちろ……」


　言いかけて、ナーガはそのまま凍こおりついた。


　──出たかっ!?


　ナーガの視線が指す方に、あたしも目をやり──


　やっぱしそのまま凍りつく。


　さっきは、いきなり至近距きよ離りで、ドラゴンほどの大きさの魚に出くわし、パニックこいて逃にげ出したが、今回は、心の準備はできていた。


　──できてはいたが──


　それがまとめて五、六匹ぴき、こっちに向かってやって来る、という事じ態たいは予想していなかった。


『んにょわぁぁぁぁぁぁっ!?』


　思わず声を上げたのは、二人全まつたく同時にだった。


「……ナ……ナーガっ！　早くなんとかしなさいよっ！」


「わ……わかってるわよっ！　焦あせらないでっ！」


　言ってナーガは呪文を唱える。


　その間にも、巨大魚たちは、だんだんと、こちらに向かって……


　………………


「……って、ナーガ、その呪文は……！」


　あたしが止めるより早く。


　焦ってトチ狂くるったナーガの呪文が炸さく裂れつする！


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」





　ぶばぼぅん！





　──こんなところで風の攻撃呪文ぶっ放してどうするぅぅぅぅっ！


　などとツッコミを入れる暇ひますらなく。


　ナーガの放った一撃は、あたしたちを覆おおう風の結界を吹っ飛ばした！





　──頰ほおに当たるつめたい感かん触しよく──


　あたしが目をさましたのは、それのせいだった。


「……を……？」


　一いつ瞬しゆん、自分の置かれた状況が理解できず、反射的にその場に身を起こす。


　そこはどうやら、洞どう窟くつか何かの中のようだった。


　天てん井じようから、床ゆかから伸のびる鍾しよう乳にゆう石せき。したたり落ちる水の音が、どこからともなく響いてくる。


　そして、壁かべを覆うヒカリゴケ。


　……えーっと……


「……あ……そーか……」


　あたしはしばし考えて、ようやっと、それまでのことを思い出していた。


　魚の群むれに迫せまられて、混乱したナーガが、広こう範はん囲い用の、風の攻撃呪文をぶっ放したのだ。


　それが、あたしの張っていた、風の結界におかしなぐあいに反はん応のうして──


　気がついたらここにいた、というわけである。


　洞窟のすこし奥、つき当たりが、水辺になっているところからすると、湖の底につながっていた洞窟──とでもいったところだろうか。


　とりあえず、あたりにナーガの姿は見えないが、まあ、あれは、殺しても死ぬよーなモノじゃあないから、ほっぽっといても問題はなし、として。


　問題は、ここからどうやって脱だつ出しゆつするか、なのだが……


「──お気づきになりました？」


　すき通るような女性の声が、どこからともなく聞こえてきたのは、その時のことだった。


「──誰だれ!?」


　あたりをざっと見み渡わたしても、ここから見えるかぎりでは、人の姿などはなく、立ち並ぶ鍾乳石と、たゆたう黒い水みな面もがあるのみ。


　──そら耳──などではなかった。決して。


　しかし、会話の通じる相手がここにいる、ということは──


「──ひょっとして、あなたなの？　あたしを助けてくれたのって？」


「ええ……まあ……


　──正確に言うと、実はあなたにご相談したいことがありまして……」


「相談？　なんであたしに？」


「……その……失礼ですけど、もうおひとかたの方は、相談ができるタイプの人のような気がしませんでしたので……」


　なるほど。


「……このようなことをお願いできる立場ではない、ということは重じゆう々じゆう承しよう知ちしてはいるのですが──


　そこを曲げて、お願いしたいのです」


「……お願い……って言われてもねー……」


　あたしはぽりぽり頭を搔かきながら、


「姿も見せないで一方的に『お願い』するよーな相手の言うこと、聞く気にはなんないわねー」


「………………」


　あたしのことばに、相手はしばし沈ちん黙もくしていたが、


「──そう……ですね。失礼しました。


　わかりました。今からそちらに参ります」


　──ぴちゃりっ。


　水たまりを踏ふむ足音が、だんだんと近づいてきて──


　──後ろ？


　ふり向いたあたしのすぐ目の前に、彼女はいた。
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（すべては真実のために：つづくっ！）
























　次回予告





　湖の底の洞窟で、リナの目の前に姿を現した相手は!?


　すっかり忘れ去られている、メディオの立場は!?


　そしてやっぱり、今回も、ナーガの活躍の場はないのかっ!?


　次回、『すべては真実のために』後編。


　期待せず待て！　（こらこら。）









すべては真実のために［後編］
















　あらすじ





　ドライアド・シティ魔ま道どう士し協会機関誌の、調査協力を求められたリナたちだったが、一見マトモそうなその依い頼らいの実じつ態たいは、うさんくさい記事の片かた棒ぼうかつぎ！


　しぶしぶながらも、記者メディオの手伝いをするリナたちの目の前に現れたのは、湖に棲すむ巨きよ大だい魚ぎよの群むれ！


　トチ狂くるったナーガの術に巻き込まれ、湖の奥おく、地底洞どう窟くつへと流れ着いたリナの目の前に姿を現した相手は……!?















「……あ……あなた……!?」


　つぶやいた声がかすれているのが、自分でもわかった。


　あたしの前に姿を現したのは──彼女は、人間ではなかった。


　たしかに、姿すがた形かたちは、人間の女性にそっくりなのだが──


　その全身は、ヒカリゴケの淡あわい光に、翡翠ひすいの色に輝かがやいていた。


　腰こしまで伸のばした長い髪かみもまたしかり。


　詩人が見たら、水の妖よう精せい──とでも表現するだろう、そんな姿の彼女の正体に、あたしは心当たりがあった。


「……ひょっとして……!?　でもまさか!?」


　驚おどろきの色を浮うかべるあたしに、彼女はこっくりとうなずいて、


「ご想像の通り──あなたがたが、『水霊族ニルフア』と呼んでいた者です」


「にょえぇぇぇぇぇぇっ!?」


　彼女のことばに、あたしは思わず声を上げていた。


　──水霊族ニルフア──


　ものの本によれば、湖などの淡たん水すいの中に棲すむ種族で、性格はいたって温おん厚こうだったらしい。
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　だったらしい──というのはほかでもない。


　この水霊族ニルフア、実は、とっくの昔に姿を消した種族のはずなのである。


　少なくとも、あたしが魔道士協会で読んだ本には、はっきりと、『絶ぜつ滅めつ』の文字が記されていた。


　滅ほろびた理由は──耳に痛い話ではあるが、人間による虐ぎやく殺さつだった。


　特とく殊しゆな肉体構造を持つ水か霊れ族らは、魔道士にとっては、貴き重ちような魔道材料の塊かたまりだったのだ。


　特に、その肝きもだったか心しん臓ぞうだったかは、人間に、確実な延えん命めい効こう果かを及およぼした。


　自分の長生きのためになら、金と他人の命を惜おしまない、などという腐くさった連中は、いつの時代も存在する。


　それこそが、水霊族ニルフアを滅ぼした原因だったのだ。


　……と、いうことになっているのだが……


「……生き残ってたのね……どこかに身をかくして……」


　あたしのことばに、彼女はこっくりとうなずいた。


「──はい。


　この湖を、隠かくれ場所にして。


　──ひょっとしたら他の場所にも、生き残った仲間たちがいるのかもしれませんが──それを確かめる方法はありませんでした。


　私たちにできることは、ただ──ひっそりと、時を過ごすことのみ──」


　言って、虚こ空くうに遠いまなざしを送る。


　……う……うーむ……こーいう雰ふん囲い気きは苦にが手てだなー……


　あたしは、こほんっ、とひとつ、せき払ばらいをして、


「……ところで、あたしに相談したいこと、って？」


「──あ。はい。


　──さきほど──


　あなたがたに、大きな魚が向かって行きましたけど……怒おこらないでくださいね……あれを操あやつっていたのは、私たちなのです。


　私たちの領りよう域いきに、誰だれも近づけないために」


　なるほど。いわば番犬ということか。


「信じてはいただけないかもしれませんけれど──危き害がいを加えるつもりはありませんでした。


　ただ──この場に、人間を近づけたくなかったものですから……


　仲間の一人が、あの魚たちを操って、あなたたちを驚かせる──それだけのつもりでした。


　ところが──あなたのお連れのかたが放はなった術で、魚を操っていた仲間の一人が、どうやら水の上に、地上に流されてしまったようなのです……」


「──で、それを、あたしに見つけてほしい、と？」


「勝手なお願いだということは、重じゆう々じゆう承しよう知ちの上です。


　──けれど、もしもあの子が人間にでも見つかって、私たちの存在がわかったら──私たちは、ふたたび、滅びの時を迎むかえます──」


「……つまり、あんたたちの存在が、人間にバレないよーにしたい、ってわけね。早い話が」


「はい」


　あたしのことばに、彼女はこっくりとうなずいた。


「けど、ンなことを、なんだって人間のあたしに頼たのむわけ？


　当のあたしの口から、あんたたちのことがひろまっちゃうかもしんないのよ？


　たとえば、あたしの口を封ふうじて、あんたたちで、いなくなった仲間捜さがした方が、やりかたとしては確実だと思うんだけど？」


「……あまり……そういうやりかたは、好きではありませんから……


　それに上には、あなたのお仲間がいらっしゃいました。


　私たちが、仲間を捜しに地う上えに上がれば、そのかたに見られることになるでしょう。


　その時、私たちがあなたに危害を加えていれば、あなたのお仲間は、私たちを許ゆるさないでしょう」


　……上にいるのといえばメディオさんだが……あのひとなら、たとえあたしがどーにかなっても、喜んで記事にするよーな気はするぞ……


『美少女レポーター怪かい死し！　謎なぞと恐きよう怖ふが潜ひそむ霧きりの湖！』とかなんとかタイトルつけて。


　しかしここで、ンなことを言って、彼女に気を変えられるととことん困こまる。


「……なるほどー……」


　言ってあたしは腕うでを組んだ。


　──まあ──人情的に言えば、引き受けたいところではあった。


　助けてもらったから──というのも多少はあるが、何よりも、断ると、あとあと寝ねざめが悪そうだからである。


　──もしもあたしがこの話を断って、彼女たちの存在が、人間の知るところとなれば、一体そのあとどうなるか。


　──ま、発見者として、あたしやメディオさんの名前が、多少有名になるかもしれないが、間題は、彼女たちの方。


　数少ない幻まぼろしの種族、ということで、危害を加えることは禁止されるだろう。


　ただし──あくまでたてまえ上は、の話である。


　長生きに目がくらんだ金持ちと、金に目がくらんだ連中が、彼女たちを密みつ漁りようしはじめるだろうということは、想像に難かたくない。


　そうなれば、よくても、彼女たちは、この地を追われて流る浪ろうの身。悪ければ今度こそ本当に絶滅、である。


　つまんない名声なんぞのために、ひとつの種族を絶滅の危険にさらす、などという気は、あたしにはもちろんなかった。


「……あの……」


　あたしの沈黙をためらいと見てとったのか、彼女はおずおずと声をかける。


「もちろん、多少のお礼はさせていただきます。


　これは、あなたがたの間でも、かなりの値打ちがあると聞き及およんでいるのですが……」


　言って彼女がさし出したのは、にぎりこぶしほどの大きさの、エメラルドの原石！


　正確な価値はわからないが、おそらく捨すて値でさばいても、メディオさんからの依頼料の、数倍にはなるだろう。
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　義理と人情と依頼料。この三つがそろった話を、断るいわれなどはない。


　それに、彼女の願いは、別に、メディオさんの依頼と矛む盾じゆんするわけでもないし。


「……で？　その、行方ゆくえのわかんなくなった子の名前はなんていうの？」


「クレミアといいます……それじゃあ!?」


　表情を輝かせる彼女に、あたしは大きくうなずいて、


「そーいうことっ！　このあたし、リナ＝インバースが、なんとかしよーじゃないのっ！」


　言ってあたしは、とんっ、と胸を叩たたいたのだった。





　ざばしゃあっ！


　波を蹴け立たてて水面みなもを割って、あたしが湖の上に浮ふ上じようしたのは、それからほどなくのことだった。


　浮き上がったのは、メディオさんがいるあたりからは、かなり離はなれた岸辺だった。


　まだ立ちこめている霧のせいで、彼のいる場所からは、あたしの姿は見えないはずである。


　……ひょっとしたら……この霧も、彼女たちがつくり出してるんじゃないだろーか……？


　しかしまあ、ンなことはさておいて。


　ナーガやメディオさんに気づかれる前に、なんとかクレミアを捜さがし出すべしっ！


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


　だがしかし。それが完成するより早く。


「きゃーっ！」


　遠い、女の悲ひ鳴めいは、霧の向こう──メディオさんのいるはずの方から聞こえてきた。


　──まさかっ!?　遅おそかったかっ!?


「翔封界レイ・ウイング！」


　唱えていた、高速飛行の呪文を完成させて、あたしは宙ちゆうに舞まい上がる。


　空くうを裂さき、霧を突つき抜ぬけ、飛びゆく先に、やがてほどなく見えてきたものは──


　丸まる太たにくくりつけられた、一人の水霊族ニルフアを、かついで歩くナーガとメディオさん、二人の姿！


「ちょっと待ったぁぁっ！」


　あたしは二人の前にまわり込み、術を解といて立ちふさがった。


「おうっ！　無ぶ事じだったか!?　ずいぶん心配したぞっ！」


　丸太をかつぎ、にこにこ顔のまま、説得力のないセリフを吐はくメディオさん。


「あんたたちを待ってたら、いきなり水面が波立って、こいつとナーガ殿どのが近くに浮かんできたんだっ！


　わかるか!?　これが何か!?」


　言ってメディオさんは、丸太にくくりつけた彼女に、ちらりっ、と目をやった。


「もちろん知ってるわよ。


　水霊族ニルフアの──クレミア、ね」


「──なんで──わたしの名前を──？」


　顔を上げ、驚きの表情を浮かべる彼女に、あたしが答えるより早く。


「そのとぉぉぉぉぉおりっ！」


　額ひたいに青スジ立てんばかりのいきおいで、メディオさんは力いっぱい、


「これこそがっ！　あのっ！　幻の水霊族ニルフア！


　もはや伝説の中にしか存在しないと言われていたその一族が、実は今もなお、この湖に生きていたことの確かな証あかしっ！


　つまり！


　これ以上はないというくらいのスクープの証しよう拠こなのだっ！」


　うーむ。やっぱしこーゆー展開になったか……ならば──


「──そのスクープ……なかったことにしてもらいましょーか」


　──ぴくんっ。


　あたしのことばに、メディオさんの顔に、敵意の色がひろがった。


「──ほう？　それは一体どういうことかな？」


「そうよリナ！　このわたし、白蛇サーペントのナーガとその他一名の活かつ躍やくで、思いもしなかったスクープがモノにできた、って、ボーナスを出す、なんて話も出てるのよっ！


　それをむざむざフイにするなんて、どうにかしてるんじゃなくって!?」


　……[image: ]っ……!?　ボーナスかっ……心洗われる響きである。


　横から口をはさんだナーガのことばに、一いつ瞬しゆん気持ちがぐらつくが、約束はやはり約束である。


　後ろ髪引かれる気持ちをふり切って、


「考えてもみて。彼女の──水霊族ニルフアのことが世せ間けんに知れ渡わたったらどうなるか!?


　今度こそ、彼女たちは全ぜん滅めつさせられちゃうわよっ！」


「……ふっ……わかってないな……」


　あたしのことばにも動じず、メディオさんは、右の片眼鏡モノクルを指先でずり上げ、


「真実を報道するためになら、種族の一つや二つ、滅びたところで構かまいはせんっ！　それが真の報道というものだっ！」


「ンなメチャなりくつがあるかぁぁぁぁっ！


　……あたしね、その娘この仲間に頼まれたのよ。助けてくれ、って。


　だから──


　このまま黙だまって見過ごすわけにはいかないのよっ！」


「ほほぉう……契けい約やく違い反はんだということはわかっていようなっ!?」


「じょーだんっ！　あたしが頼まれたのは、湖の調査協力よっ！『つかまえた水霊族ニルフアを逃にがしちゃダメ』とは聞いてない以上、契約違反にはなんないわっ！」


「そんな無む茶ちやな理り屈くつがあるかぁぁぁっ！」


「そっちのりくつよりはマトモよっ！」


「……どっちもじゅーぶん無茶だと思いますけど……」


『やかましいっ！』


　おずおずツッコむクレミアに、あたしとメディオさんの声がハモった。


「とにかくっ！　彼女は湖に帰してもらうわよっ！」


「笑わせるなっ！　ナーガ殿っ！　あいつを頼むっ！　うまくやればボーナスははずむぞっ！　私はひと足先に、これを町まで運ぶっ！」


　丸太にくくりつけたクレミアに、ちらりっ、と目をやり、言い放つメディオさん。


「ほーっほっほっほ！　まかせてもらおうかしらっ！」


　ボーナスのひとことにつられてか、大きく胸をそらせつつ、ずずいっ、と、あたしの前に立ちはだかる彼女。


　あたしとナーガ、二人の視線が火花を散らしたその一いつ瞬しゆん、クレミアを吊つるしたメディオさんが、ひと息に、あたしの横をかけ抜ける。


　追いすがりたいところだが、もし今ナーガに背を向ければ、背中から攻撃されることはわかりきっている。


「ナーガっ！　お願い！　そこをどいてっ！　などと言いつついきなり火炎球フアイアー・ボールっ！」





　きゅばごぉぉん！





「のひゃぁぁぁぁぁぁっ!?」


　あたしの不ふ意いの一いち撃げきを浴あび、いともあっさり吹っ飛ぶナーガ。


　ふっ！　正義は必ず勝つっ！


　さっそくメディオさんを追撃して、クレミアを助け出すべしっ！


　マントをばさりとひるがえし、きびすを返したあたしの目に、遠ざかるメディオさんの背中が見えた。


　ちょいと走ればじゅうぶん追いつく距きよ離りである。


　おしっ！　楽勝っ！


　思ってかけ出そうとしたその瞬しゆん間かん！


　あたしの背後に生まれる殺気！


　ふり向く間すら惜しんであたしは横に跳とぶ！


　同時に。


　すこききききいんっ！


　たった今まであたしの立っていた空間を、無数の冷気の矢が薙なぎ過ぎた。


　放った相手は──言うまでもない。


「ほーっほっほっほ！　あの程度の攻撃で、この白蛇サーペントのナーガを倒たおしたなどと思っていたなら大おお間ま違ちがいよっ！」


　ちちぃっ！　もう復活したかっ!?


　しかしこいつ、最近特に復活スピードが早くなってるよーに感じるのは気のせいだろーか……？


　ま、そーゆーことはさておいてっ！


「お願いナーガ！　あたしの話も聞いてっ！」


「何言ってんのよっ！　そもそもいきなり問もん答どう無む用ようで火炎球フアイアー・ボールなんか……」


「さらに火炎球フアイアー・ボール！」





　ぶごぉぉぉぉんっ！





　ナーガのことばを遮さえぎって、あたしの火炎球フアイアー・ボール第二弾が炸さく裂れつした！


「きゃえぇぇぇぇぇっ!?」


　爆ばく風ふうに悲鳴を混じらせ、ナーガはまたまたひるひる宙を飛んでゆき──


「──ををうっ!?」


　あたしは思わず目をみはり、驚きの声を上げていた。


　吹っ飛んだナーガが、空中でくるりと半回転。そのまま、したっ！　と、みごとな着地を決めたのだっ！


　うぉのれっ！　爆圧を受け身でしのぎ切るとはっ！　あたしの郷く里にの姉ちゃんかっ!?　おまいはっ!?


「……やるじゃない……ナーガ……！」


「ふっ。ダテにいつもいつもあなたに吹っ飛ばされまくっていたわけじゃあない──そういうことよ」


　言ってナーガは、ふぁさりっ、と髪をかき上げる。


「それじゃあリナ！　こんどはこっちから行くわよっ！」
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「やだっ！」


　きっぱり言ったあたしのことばに、ナーガは余よ裕ゆうの笑みを浮かべ、


「ほーっほっほっほ！　やはりこの白蛇サーペントのナーガのことが恐いとみえるわねっ！　どうやらあなたにもようやく、実力の差、格かくの違いというものが……」


「氷結弾フリーズ・ブリツド」


　っかきぃぃぃぃん。


　たわごとをほざくいとまもあらばこそ。


　両手を腰こしに当て、大きく胸をそらしたそのまま、ナーガはその場で氷づけになった。


　ふっ。まだまだ未み熟じゆく。あたしの郷里の姉ちゃんなんぞ、竜破斬ドラグ・スレイブあたりでもあっさりかわすぞっ！　マジでっ！


　……まあ、姉ちゃんみたいなのが、あちこちにぽこぽこいたりした日にゃあ、それこそたまったもんじゃあないけど……


　それはさておきっ！　メディオさんの追撃をっ！


　今ので時間を食ったぶん、さすがにもう、彼の姿は見えなくなってはいるものの、その行く先はただ一つ、ドライアド・シティだということはわかっている。


　それに、クレミアをかついでいる以上、そう速くは走れないはずである。追いつくのはじゅーぶん可能っ！


「翔封界レイ・ウイング！」


　あたしは高速飛行の呪文を唱え、宙に舞った。





　──見えたっ！


　あたしがメディオさんの姿をとらえたのは、予想通り、それからいくらも行かないうちのことだった。


　風切る音を耳にしたか、はたまた気け配はいを察さつ知ちしたか、メディオさんは、近づくあたしに気づいたらしく、こちらをふり向くと、クレミアをくくりつけた丸太をその場にほうり出し、何やら身ぶりをまじえて呪文を唱えはじめた。


　あたしをとり巻く風の結界に阻はばまれて、呪文の声は聞こえないが──あの身ぶりからすると──


　覇王氷河烈ダイナスト・ブレス!?


　相手を魔ま力りよくの氷に封じ込め、粉こな々ごなに粉ふん砕さいする術である。


　何考えとんのだっ!?　こいつはっ!?　ンなもん食らったら死ぬぞっ！　冗じよう談だん抜きでっ！


　この状じよう況きようで防ぐ方法はただ一つ。


　すなわち、呪文を完成させないことっ！


　あたしは気力をふりしぼり、翔封界レイ・ウイングの飛行速度を上げ、そのままメディオさんにぶちかましをかけた！





　どがっ！





　さすがにこれはひとたまりもなかったか、まともに吹っ飛ぶメディオさん。


　あたしは術を解とき、大地へ降り立つ。


「……っ……くうっ……！」


　倒れたときに打ちつけたか、腰のあたりをさすりつつ、彼は身を起こした。


　どうやら呪文の阻そ止しには成功したようである。


「きさまっ！　どういうつもりだっ!?　いきなり体当たりなどとっ!?」


「それはこっちのセリフよっ！　メディオさんっ！　今、いきなり覇王氷河烈ダイナスト・ブレスかけよーとしたでしょっ!?」


「それがどーしたっ!?　スクープの前には臨りん時じ雇やといの一人や二人、貴とうとい犠ぎ牲せいにすることなどいとわぬわっ！」


「おにょれっ！　そっちがそーいうつもりならっ！　こっちにも考えがあるわっ！　こーなったら、どうあっても、クレミア奪うばいかえしてみせるわっ！」


「面おも白しろい！　見せてもらおうか、その『考え』とやらをっ！


　言っておくが、私に危害を加えたら、『護ご衛えい』の任に反したことになることはわかっていようなっ!?


　しかし私は、お前を倒したところでどうということはないっ！


　それにどうやら、お前を倒さない限り、私は前には進めんらしいからなっ！。


　報道の恐おそろしさ、とくと思い知らせてくれるわっ！」


　あたしとメディオさん、二人の視線が火花を散らす。


「火炎球フアイアー・ボール！」


　先にしかけたのはメディオさんの方だった。


　そこそこの魔法は使えるようだが──まだまだ狙ねらいが甘あまいっ！


　放たれた赤い光球から、あたしは余裕で身をかわし、唱えた呪文を解き放つ！


「眠りスリーピング」


　ぱて。


「……んぐー……ぐー……」


　あたしの術に、いともあっさり倒れ伏ふし、メディオさんはいびきを立てはじめた。


　きゅごぉぉぉぉんっ！


　彼の放った火炎球フアイアー・ボールが、あたしのはるか後ろで炸さく裂れつしたのはこの時だった。


　──眠りスリーピング──


　たしかに見た目の派は手でさはないが、使いかた次し第だいでは、へたな攻撃呪文よりもよっぽど役に立つ。


　ともあれこれで、メディオさんは『危害を加えることなく』排はい除じよした。


　おしっ！　契約違反はしてないぞっ！


　……まあ……だからといって、あとで素す直なおに依頼料払ってくれるとは思えないけど……


　あたしは腰のショート・ソードを引き抜くと、クレミアをくくりつけていた縄なわを切りほどく。


「だいじょうぶ!?」


「……はい。おかげさまで……」


「とりあえず、湖に帰るわよ。このひとが目をさまさないうちに」


　縛られていたせいか、やや足もとのふらつくクレミアに肩かたを貸し、あたしたちは、湖へと向かったのだった。





「もうすぐよ！」


　あたしが声を上げたのは、森の向こうに、湖の水面が見えてきた頃ころのことだった。


　すこし先には、依い然ぜん凍こおりついたままのナーガがころがっていたりする。


　ふっ。さすがのナーガも、やっぱし、全身氷づけにされてては、即そく時じ復活は不可能のようである。


　これであとは、クレミアが湖に帰れば──


「──!?　伏ふせてっ！」


「えっ!?」


　声を上げ、あたしはクレミアをその場につき倒した。


　瞬間、頭上を光の球が行き、過ぎる！





　ごがぅおおぉん！





　爆ばつ光こうがひらめき、爆ばく音おんが大気をゆるがした。


　今のは火炎球フアイアー・ボール!?


　殺気と術とは後ろから来た。──となると、まさか──!?


「くっくっくっ……あの程度で私を倒したつもりだったか!?　リナ＝インバース!?」


「──メディオさんっ!?」


　そう！　ふり向いたその先には、あたしの術で倒れたはずの、彼の姿があった！


「……な……なんでっ!?　あたしの眠りスリーピングで寝込んだはずなのにっ!?」


「ふっ！　睡すい魔まに弱くて記者がつとまると思ったかっ!?　あの程度の術、少し眠ねむれば気分もすっきりだっ！」


「……な……なるほどっ！」


　彼のことばに思わず納なつ得とくするあたし。


　しかしっ！


「甘いわねっ！


　いくら復活したからといっても、あなたの腕じゃあ、あたしをどうこうするのは不可能ねっ！


　ケガしないうちにあきらめた方がいいわよっ！」


　あたしは、びしいっ！　と彼を指さし、きっぱりはっきり言い放つ。


　実際彼は、そこそこの術は使えるようだが、単純な使い方しかしてこない。


　これならば、対たい処しよのしようはいくらでもある。


　こちらの対応策としては、もう一度眠りスリーピングをかけて、今度は、目覚めるより早く、動けないようしばり上げ、さるぐつわでも嚙かませばそれでオーケーっ！


　しかしあたしのことばにも、メディオさんは全く動じず──どころか、口の端はしに、余裕の笑みすら浮かべつつ、


「……たしかに……あんたの噂うわさが本当なら、私では歯が立たんだろう。


　──私一人でなら、な」


　──!?──


　あたしが思わず眉まゆをひそめたその時。


「──っきゃぁぁぁぁぁぁっ!?」


　後ろから上がった悲鳴はクレミアのものだった！


「──っなっ……!?」


　ふり向いたそこには──


　クレミアを、後ろから羽は交がい絞じめにしたナーガの姿があった！


　しまった！　さっき、メディオさんの放った火炎球フアイアー・ボール、あれは、あたしたちを狙ったのではなく、ナーガを封じた氷を溶とかすためだったか!?


「ほーっほっほっほ！　さっきはよくもやってくれたわねっ！　リナっ！


　けど、あなたのだいじなおともだちは、この通りつかまえたわよっ！


　──さて……どうするのかしら!?」


「……くっ……」


　あたしは、ぎりっ、と奥おく歯ばを嚙んだ。


　クレミアを人質に取られたままではどうしようもない。


　とはいえ──ここでメディオさんやナーガの言いなりになれば、クレミア自身にも、そして水霊族ニルフアそのものにも危害が及ぶことになるだろう。


　ならば──いちかばちかっ！　多少危険でも、ナーガのスキをついて、クレミアの奪だつ回かいを図はかるのみっ！


「クレミアっ！　なんとかふりほどいてっ！」


　ナーガがひるんだそのすきに、あたしがそこに突っ込んで──


　しかし、あたしの立てたその計画は、いともあっさり瓦が解かいした。


「わかりましたっ！」


　ぱぺんっ。


「っきゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　ぼごぎっ。


　応こたえたクレミアの腕のひとふりで、ナーガはいともあっさり吹っ飛ばされて、近くの木こ立だちにたたきつけられ、動かなくなる。


『……へ……？』


　あたしとメディオさん、二人の目が点になった。


「ふりほどきましたっ！」


「……そ……そぉ……


　……ご……ごくろーさま……


　……思ったより……力……強いわね……」


「普ふ通つうですよ。水霊族わたしたちは、人間たちに比べると、二、三倍の力があるみたいですから。


　……さっきは、気がついた時にはもう縛られてましたから、どうしようもありませんでしたけど」


　すずしい顔で言う彼女。


　……な……なるほどー……


　ものの本には『温おん厚こう』などと書いてあったのと、きゃしゃな見かけとで、勝手に非ひ力りきだと思い込んでたけど……誰もそうとは言ってないわな……


　……って、ぼーっと感心してる場合じゃないっ！


「クレミア！　逃げてっ！　湖へっ！」


「はいっ！」


　あたしのことばにすなおに答え、くるり、と背を向け、湖に向かって走りはじめる！


「──おのれっ！　逃がすかっ！」


「させないわよっ！」


　追いすがろうとするメディオさんのその前に、あたしは立ちはだかった。


　メディオさんは、そのあたしの後ろの方に目をやって、


「ナーガ殿っ！　頼んだぞ！」


「──へっ!?」


　──やっぱし、もう復活したかっ!?


　思ってふり向いた先には──やはり木立にぶつかったまま、いまだ目をまわしているナーガの姿。


　瞬間、あたしのすぐ横を、すり抜けてゆくメディオさん！


　しまった！　ナーガの名を出し、あたしの注意をそらしただけかっ！


　しかしおそらく、湖の岸に着くまでに、メディオさんがクレミアに追いつくことはまず不可能のはず。


　──だが。


　その時、風に乗って聞こえてきたのは、メディオさんが呪文を唱える小さな声！


　これは──火炎球フアイアー・ボール!?


　まさか、クレミアを殺してでも連れてゆくつもりかっ!?


　ンなことさせるわけにはいかないっ！　あたしはいそぎ呪文を唱え──


「火炎球フアイアー・ボール！」


　メディオさんが術を解き放つ。


　同時に──


「氷結弾フリーズ・ブリツド！」


　その一撃を追うかたちで、あたしも唱えた術を放った！


　っきぃぃんっ！


　火炎球フアイアー・ボールと氷結弾フリーズ・ブリツド、赤と青、二つの光球は、相そう互ご干かん渉しようを起こし、たがいに引きあい、ぶつかり、消しよう滅めつした。


　っざばぁぁぁぁぁん！


　──しぶきを上げて、クレミアが湖に飛び込んだのは、まさにその時のことだった。





「──終わったわね──」


　膝ひざをつき、がっくりとうなだれたままのメディオさんを、視界の端に捕とらえつつ、あたしはぽつりとつぶやいた。


　こうなってはもはや、このだだっ広い湖の中、クレミアたちをふたたび探し出すことは不可能に近いだろう。


「……終わった……だと……？」


　あたしのことばに、しかしメディオさんは、かすかな笑みすら浮かべつつ、あたしの方をふり向いた。


「笑わせるな！　たしかに今の水霊族ニルフアには逃げられたが、この湖に水霊族ニルフアが棲すんでいることはまぎれもない事実っ！


　私はそれを記事にするっ！


　リナ＝インバース！　お前にそれを止めることができるかっ!?」


　──たしかに──


　あたしに、それを止めることはできない。


　やろうとすれば、メディオさんの口を封じるしかないのだが──いくらなんでも、そんなことができるわけはない。


「くっくっくっくっ！　どうだっ!?　できまいっ!?


　やはり正義の報道は、最後に必ず勝つものなのだっ！」


　──この時あたしにできたのは、勝ちほこった笑い声を上げながら、去りゆくメディオさんの後ろ姿を、ただ黙だまって見送ることだけだった──





　こうして──


　数日後に発行された、ドライアド・シティ魔道士協会機関誌『ドライアド・スポークス』の一面を、メディオさんの記事が飾かざったのだった。


『生きていた水霊族ニルフア！　霧の湖に幻の種族を見た！』──と。


　そして。


　あたしの予想した通り、それ以上のことは何も起こらなかった。


『おー。またドラスポが寝ね言ごと書いてるなー』


『いつも笑わしてくれるよなー。このデッチ上げ記事』


　それが、記事を読んだ人間たちの反応だったのだ。


　……ま……当然といえば当然だが……


　かくて、水霊族ニルフアの秘密は無事に保たれることになったのだった。


　……まあ……結局とーぜんメディオさんは依頼料払ってくんなかったし、ナーガがぶちぶち文句をたれたりもしたが、そこはそれ、水霊族ニルフアからもらったエメラルドで解決。


　──こうして──


「本当なんだぁぁぁっ！　今度の記事は本当なんだぁぁぁぁ！」


　街角で力説する、メディオさんの涙なみだ声ごえに背を向けて、あたしたちは、ドライアド・シティをあとにしたのだった。





　教きよう訓くん・人間やっぱし、日ひ頃ごろの行いとゆーのは大事である。清く正しく生きましょう。







（すべては真実のために：おわり）










脱だつ出しゆつ！十じつ把ぱ一ひとからげ［前編］










　月の光を照てり浴あびて、闇やみ夜よを埋める無数のきらめき。


　それらはすべて、あたりにひしめく兵たちの、武器や鎧よろいの輝かがやきだった。


　彼らがとり巻いているのは、巨きよ大だいな一いち枚まい岩いわのガケの上に建つ、小さな城。


　城の後ろは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。その下には、深い水の流れがある。


　その反対がわ──城から街へと続く道に、幾いく千せんもの兵士たちの姿があった。


　ほかでもない。この国──ラルティーグ王国、国王軍の兵士たちだった。


「ほー。なかなかの大軍だわ。こりゃ」


　浮遊レビテーシヨンの術で夜空に浮うかんだそのままで、あたしはのんきにつぶやいた。


「ほーっほっほっほ！　ひょっとして、おじけづいたのかしら!?　リナ＝インバース!?　この程度の……」


「この状じよう況きようで高笑い上げるなぁぁぁっ！」


　めりりっ！


　あたしの腰こしにしがみついたまま、わめくナーガのどたまのてっぺんに、あたしのひじうちが直ちよく撃げきした。
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　──とある領主ロードを救ってくれ──


　あたしとナーガにその依い頼らいを持ってきたのは、デミダス・シティの魔道士協会だった。


　なんでも、街のはずれに城をかまえるロード・カイラスが、国王から、反逆の疑いをかけられて、城を国王軍に包ほう囲いされているという。


　しかし、反逆の話はあくまで誤ご解かい。


　さらに言うならこのロード・カイラス、もともとが魔道畑の人間で、魔道の別べつ途と応用などをいろいろ研究しており、協会にとっても、失うには惜おしい人物だった。


　そんなこんなで、魔道士協会としては、カイラスを死なせたくはない。


　そこで──


　包囲された城の中から、彼を救出してほしい。


　それが、ざっとした依頼の内容だった。


　──はっきし言って、とことん楽な依頼だった。


　全身を、暗い色の服で包み、夜の闇にでもまぎれて、浮遊レビテーシヨンの術か何かを使い、川を渡わたって城に入り込み、同じ方法で、そのカイラスさんとやらを助ければそれでオッケー、である。


　──むろん、魔道士協会にも、浮遊レビテーシヨンの術くらい使える者はほこほこいるし、あたしが思いついたその方法を同様に思いついた者もいただろう。


　しかし、相手が国王である以上、魔道士協会が直接動くわけにはいかない、ということで、あたしたちに話がまわってきたのである。


　そーいうことで、あたしとナーガの二人は今、ロード・カイラスの城に潜せん入にゆうするべく、空から浮遊レビテーシヨンでゆっくりと近づいているのだった。


　……まあ……この計画でいくのなら、翔封界レイ・ウイングは使えても、浮遊レビテーシヨンの使えないナーガを連れていってもしかたない、という説もあるのだが……


　依頼を受けたその場に、こいつがいたのだからしかたない。


　もうけ話に一枚嚙かませろ、断れば、国王軍に言いふらす、と、こうである。


　こうなればもはや、何を言ってもムダである。たとえ口くち封ふうじにと竜破斬ドラグ・スレイブかなにかで吹ふっ飛ばしても、ナーガなら絶対復活する。


　復活して妨ぼう害がいされるよりは、連れて行って、多少の足あし手でまといになった方が、多少マシ、というものである。


　とはいえ、こーいう状況で高笑いなど上げられた日には、困こまりまくることはうけあいである。


　あたしは、ぐったり動かなくなったナーガの頭を抱かかえたまま、ゆっくりと城へと降りて行った。





「悪いが──それは断る」


『……へ……？』


　あたしとナーガ、二人は思わず、同時に間まの抜ぬけた声を漏もらしていた。


　城の一室──小さな客間で、あたしたちからの事情説明を受けた後、ロード・カイラスが開口一番言ったことばがそれだったのだ。


　としの頃ころなら四十すぎ。もともと黒い髪かみと髭ひげとに、やや白いものが混じりはじめた、なかなかハンサムなおっちゃんである。


　……しかし……まさか、脱だつ出しゆつの手伝いの話を、ひとことのもとに断られよーとは……


「ふっ！　何を言い出すかと思えば……」


　しばし続いた沈ちん黙もくの後、ナーガは、ふぁさりっ、と髪をかき上げて、


「依頼料のことなら心配する必要はなくってよっ！　もう魔道士協会の方からちゃんともらっているし。


　──もっとも、あなたの方からそれとは別に礼金を出したい、というのであれば、断る理由はないけれど」


「誰だれが礼金の話をしておるか。誰が」


　ロード・カイラスは困った表情で、ぱたぱた手を振ふってから、


「わしが『断る』と言うたのは、そんな理由からではない。


　協会の──おぬしたちの心づくしはありがたい。たしかに、おぬしたちが今話してくれたように、浮遊レビテーシヨンの術でわしをこっそり連れ出す、という方法なら、まず、表の国王軍の連中にも気づかれまい。


　しかし──じゃ。


　もしそれでうまくいったとしても、この城に残された兵たちはどうなる？」


「──あ──！」


　ロードのことばに、あたしは思わず声を上げていた。


　──たしかに──


「わしがひっそり逃にげ出し、国王軍がそれに気づかなんだとすれば──国王軍は、やはりこの城に攻こう撃げきをしかけるじゃろう。


　よしんばそれで、この城に残された兵たちが降こう伏ふくしたとしても、じゃ。


　わしがこの城におらんとわかれば、そのいどころを探さぐるために、兵たちが拷ごう問もんにかけられる、などというおそれもある。


　つまりは結局──


　わし一人が逃げれば、それは、この城にいる兵たちを見み捨すてることになる。


　そんなことは──できん。


　じゃから、わし一人を逃がす、というのは断る。


　断るが──」


　ロード・カイラスは、わずかに身を乗り出して、


「この城の全員を救い出す、というなら話は別。──いや、むしろ、それができるなら、礼はいくらでもする」


『礼はいくらでもっ!?』


　ロード・カイラスのことばに、あたしとナーガの声がハモった。


　──礼はいくらでも──


　人間として、この世に生を受けた以上、一生に一度は聞いてみたい、そのことばを、まさか、今この場で聞けようとは……


「まあ、『いくらでも』と言ったところで、持っておるより多くは出せんが……それでも金貨にすれば一万枚や二万枚ぶんほどの財産はあるはずじゃ」


「いちまんまいやにまんまいっ!?」


「ほーっほっほっほっほっほっほっほ！」


　スゴいぞっ！　そりはっ！


　……とはいえそれはあくまでも、あたしとナーガがこの依頼を受け、成功させての話である。くわしいことを聞きもせず、今から舞まい上がるわけにはいかない。


「ほーっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっ！」


　……まあ……隣となりで舞い上がりまくって、高笑いが止まんなくなっちゃった奴やつはほっといて……


「それで……城の全員、とおっしゃいますけど……全部で何人くらいいるんです？」


「うむ……それほどの数の兵士がおるわけでもないが……それでもざっと、百二、三十人はいたはずじゃ」


「ひゃくにさんじゅう!?」


　またまたおうむ返しに声をあげるあたし。


　……うーむ……人数が少なければ、一人か二人ずつ、浮遊レビテーシヨンか何かで地じ道みちに運び出す、というテもあるにはあるのだが……


　たしか、城の裏の川は、ちょっと大きな街がすっぽり入るくらいの幅はばがあった。


　移動速度の遅おそい浮遊レビテーシヨンでふよふよ渡ることを考えれば、全員を運ぶのに、一体どれほどの時間がかかるか……


　時間がかかれば、むろん、国王軍に見つかる可能性も高くなるし、夜明けまでに全員を運び終えることができなければ、間ま違ちがいなしに発見される。


「そーすると問題は……方法ね……」


「ほーっほっほっほ！　何を迷う必要があって!?　リナ＝インバース！　あなたにそれができないなら、この白蛇サーペントのナーガ一人に任まかせてもらおうかしらっ!?　そうと決まれば善ぜんは急げっ！　今から早さつ速そく表に出て、国王軍の一つや二つ、このわたしが片づけてあげるわっ！」


「こら待てぇぇぇぇぇいっ！」


　言うだけ言って身をひるがえしかけたナーガに向かって、あわてて声をかけるロード・カイラス。


「国王軍には手を出すなっ！　出したら依頼料なしだぞっ！」


　ぴたっ。


　さすがに『依頼料なし』のひとことは効きいたのか、ナーガはその場に足を止めた。


「たしかに今、わしは、国王から、反逆の意志ありとの誤解を受けておる。


　それがゆえのこのありさまじゃ。


　しかし──ここで窮きゆう地ちに立たされたからといって、国王軍に弓を引けば、今度こそ本当の反逆者となる。


　わしだけではなく、今、この城にいる全員が、じゃ。


　皆みなを謀む反ほん人にんにすることはできん。


　じゃからっ！　国王軍には一いつ切さい手を出さんでくれっ！」


「……けどそーいえばカイラスさん、『誤解』だっておっしゃいますけど……一体どーいういきさつで、ンな誤解を受けることになったんです？


　もしも、その誤解を解くことができたら、それですべてオッケー、なわけですけど」


「──うむ──実はな──」


　ロード・カイラスは、遠いまなざしをあさっての方に向け、


「こう見えてもわしは、若い頃ころ、少々魔道を学んだことなどもあってな。


　魔道というのは、いろいろできて楽しいことは楽しいのじゃが──


　いかんせんあれは、本人の資質、というものに左右される部分が大きい。


　たとえば、明りライテイングの術程度ならば、呪じゆ文もんさえ唱となえられれば、誰にでも使えるが、これがもう少し難度の高い呪文になってくると、そうもいかん。


　たとえば、魔道の才長たけた達人の放はなつ火炎球フアイアー・ボールなら、岩をも溶とかすと伝え聞くが、普通の魔道士が同じ術を放ったところで、岩に焦こげ目をつけるのがせいぜいじゃろう。


　そこでっ！


　わしが研究しておったのは、魔道と、物理技術の融ゆう合ごうじゃっ！


　──あの日──


　わしが、国王の御ご前ぜんで披ひ露ろうしたのは、そういった研究成果の一つじゃった」


　言ってロードはため息ひとつ。


「片方を塞ふさいだ鉄の筒つつに、丸い鉄球を入れ、鉄球と、塞がれた筒の間の空間で火炎球フアイアー・ボールを発動させる。


　その爆ばく発はつで鉄球が飛び出し、目標物を粉ふん砕さいする、というしかけじゃ」


「へー。けっこー面おも白しろいですね」


「じゃろ？　じゃろ？


　わしもこーいうのは大好きでのぅ。


　これで、弾だん丸がんが国王の部へ屋やを直ちよく撃げきしたりしなければ……」


「をい……」


　……したのか……直撃……


「あ。いやいや。


　むろん国王陛へい下かやそのご家族はご無ぶ事じじゃったが……


　さすがに、これはちょっとマズかったかなー、と……」


「ちょっと、じゃなくて、じゅーぶんマズいですよ……それは……


　はっきし言って、その場で処しよ刑けい、なんてことになっても文もん句く言えませんよ……それ……」


「うむ。実はわしもそう判断しての。


　部下を引き連れ、ダッシュで逃げた」


　……………………


　ま……そりゃ、反逆者扱あつかいされても文句は言えんわな……


　こーいういきさつならば、誤解を解く、などというのはほとんど不可能だろう……


「──なんとか──なるじゃろうか？」


「うーむ……」


　不安げな表情のロードの問いに、あたしはしばし、腕うでを組む。


「……ま、なんとかやってみましょーかっ！」


「おおっ！　そうかっ！　やってくれるかっ！」


　あたしの答えに、ロード・カイラスの表情が輝く。


「ふっ！　そうと決まれば早速、この白蛇サーペントのナーガが国王軍を……」





　かぱこぉぉぉぉんっ！





「倒たおすなと言うとろーがっ！　聞けよっ！　ひとの話をっ！」


　ロード・カイラスの投げつけた冠かんむりは、まともにナーガの顔面を直撃した。


「……それでリナ殿どの、どのような方法で？」


「……ふむ……」


　身を乗り出して問うロード・カイラスに、あたしはしばし考えたのち、右の人さし指を、ぴっ！　と立て、


「まずは──時間かせぎ、ね」





「みなのものぉぉぉぉぉっ！　よぉぉぉぉぉぉっく聞けぇぇぇぇぇっ！」


　ロード・カイラスの城へと続くガケの上。


　まだ朝もやも消えやらぬ、澄すんだ空気のその中に、朗ろう々ろうたる男の声が響ひびき渡った。


「我われ等らが国王陛下、ラルティーグ十一世陛下に仇あだなす逆ぎやく賊ぞく、ロード・カイラスを、今こそ討うち果たす時が来た！」


　兵たちの前で声をはり上げているのは、銀の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ一人の男。


　おそらくこれが将軍か何かだろう。


「相手は城の中、かてて加えておかしな魔道の技術を操あやつると聞く！


　決して油ゆ断だんのできる相手ではないっ！


　しかしっ！


　敵は少数！　我等が勇気をもって当たれば、決して後れを取る相手でもないっ！」


「勇気だけじゃあ勝てないわよ！」


　……ざわっ……


　将軍のことばを遮さえぎり、上がった声に、兵たちの間にざわめきが生まれた。


「──何者だ!?　貴き様さま!?」


　ガケの下から、ゆっくりと歩あゆみを進める声の主ぬし──あたしに向かって、将軍の誰すい何かの声が飛ぶ。


「むやみに突つっ込むのは危険よ。なにしろあっちには、とんでもない魔道士が一人いるから」


「何者だ──と、聞いておるのだが？」


　近くにいた兵士の数人が、わらわらっ、と、あたしをとり巻き、身み構がまえた。


　ひたりっ、とあたしは足を止め、


「リナ＝インバース……と言えば、ひょっとしたら、知ってるひともいるかもしれないわね」


「なにぃぃぃぃぃぃっ!?」


　どよどよどよどよっ！


　やたらおーげさな将軍の声に続いて、兵士たちの間でも、かなりのどよめきが起こる。
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「……と、いうと、あんたがあの!?」


「エンガチョ魔道士！」


「平面胸のリナ＝インバース!?」


「おおっ！　噂うわさに違たがわぬその容姿！」


「……待て。あんたら」


　勝かつ手てなことをぬかす兵士たちに、思わずツッコミを入れるあたし。


　……こいつら……やっぱしこの場で竜破斬ドラグ・スレイブあたりで吹っ飛ばしてやろーか……


「……そ……それで……？」


　やや顔色を変えながら、将軍は、あたしに向かって問いかける。


「その平面胸が、なぜこんな所に？」


「はり倒たおすわよ。いくらなんでも」


「あ！　いやいや。悪意あってのことばではないのでな。ご容よう赦しや願おう」


　あたしのことばに、あわてて言いい訳わけをする将軍。


「そ……それよりも。


　あの城には、とんでもない魔道士がいる、とおっしゃっていましたな？」


「ええ……今までに、このあたしを、一番手こずらせた相手が、ね……」


　将軍の問いに、あたしは沈しずんだ口く調ちようで答えた。


　──少なくとも、ここまでは、あたしは噓うそは言っていない。


　なにしろあの城にはナーガがいるのだ。


　間違いなく彼女はとんでもない魔道士だし、味み方かたとして、今までに一番あたしを手こずらせた。


　もちろん、わざと誤解を招まねく言い回しをしていることは事実だし、これから噓をつきまくるのだが。


「あたしはそいつを追ってここまでやって来た……


　そして……知ったのよ」


　あたしは、ロード・カイラスの城を、びしぃっ！　と指さして、


「あいつが──


　あの城にいることをっ！」


　兵士たちの間を、動どう揺ようの色が走り抜けた。


「……わ……我われ々われでは勝てない、とでも言いたいのか!?」


　おびえ半分、意い地じ半分で言う将軍のそのことばに、あたしは静かに左右に首を振ふり、


「そうは言わないわ。


　けれど──


　まともに戦やれば、かなりの被ひ害がいが出ることは確実ね……」


「……う……うぅむ……」


「そこで──提てい案あんがあるのよ。


　つまりは──


　手を組まないか、ってこと」


　むずかしい表情で唸うなる将軍に、あたしはおもむろにそう切り出した。


　──そう。


　これこそが、今回の作戦の第一段階。


　味方のフリをしてもぐり込み、城への攻撃を遅おくらせる。


　ここで、間違っても、『あんたたちだけじゃあ勝てない』などとは言わぬこと。


　ンなこと言って、相手のプライド逆ナデすれば、ムキになって、協力を拒きよ否ひされるだけである。


「手を貸す──なんて、恩おん着きせがましいことは言わないわ。


　あたしとしても、あいつを相手にするならば、城の兵士たちの方まで手はまわらないわ。


　あたしはその魔道士を、あなたたちは城の兵士を倒す。


　それでどう？」


「ふぅむ……」


　将軍は、顎あごに手をやり、小さく唸り──


「お悩なやみになる必要などありませぬぞ！　将軍！」


　これまたやかましい声を響かせて、一群の中から、ずいっ、と歩み出たのは、やはり甲冑に身を固めた、一人のひげづら中年男。


　将軍に、直接意見したりするところを見ると、参さん謀ぼうか、隊長クラスといったところだろうか。


「悩む必要がない──というのは、どういうことだ？　エゼイル隊長？」


「国王陛下は、反逆者の討とう伐ばつを、他ならぬ我々に命じられました！　ならばっ！　他の者の力など借りず、我々だけで任務を遂すい行こうすることこそが、陛下の信にお応こたえすることではないでしょうかっ!?


　たかだか兵百人程度の小こ城じようを陥おとすのに、他者の力を借りたとあらば、それこそ国王軍の名折れ！


　第一、魔道士ならば、軍の中にもおります！」


　たしかに、この規模の軍隊なら、敵に魔道士戦力があることを見み越こして、攻撃呪文の使える魔道士を同行させるのが常識である。


　しかし──


「聞くけど──


　その魔道士さんって、ドラゴン……とまでいかなくても、ヒドラのでっかいやつ、呪文一発で倒せる？」


「呪文一発で!?」


　あたしの問いに、声を上げるエゼイル隊長。


　彼に代わって将軍が、


「……うぅむ……呪文一発で、というのは無む理りだろうな……」


「あいつなら……それくらい楽勝よ」


　そこでさらりと言い放つあたし。


「それがまことなら……たしかに恐おそるべき相手……」


　半ばひとりごとのように、ぶつぶつつぶやく将軍。


　おーし。心がかたむいとるかたむいとる。


「お待ちください！　将軍！」


　そこにまたまた待ったをかけるエゼイル隊長。


「あの城に、果たして本当にそのような魔道士がいるのかどうか、疑わしい話です！


　──いや、そもそも──」


　隊長は、ちらりっ、と、あたしの方に、敵意を秘めたまなざしを向け、


「この者が、本当にリナ＝インバースなのか。


　もしかりに当人だとしても、敵の送り込んだ間かん者じやではない、という保証はどこにもありませんからな」


　ぎぎぎぎくぅぅぅっ！


　こいつ……なかなかスルドい。


　とはいえ、ここでむやみに取り乱したり、あわてて言い訳したりすれば、ますます疑われることうけあいである。


「──どう受け取ってくれても、それはそっちの自由よ」


　あたしはむしろ、泰たい然ぜんたる口調で言った。


「信じてくれ──なんて言ったところで、疑うたがわれる時には疑われるもんだし。


　ま、どう判断するかは、将軍さんに任せるわ」


「……ふむ……」


　将軍はしばし沈黙し、


「──わかった。リナ殿。是ぜ非ひともご助力願おう」


「将軍!?」


「──よいか、エゼイル──」


　抗こう議ぎの声を上げるエゼイル隊長に、将軍は、諭さとすかのような静かな口調で、


「もしこの者が間者だとしても、だ。そのような者の一人に潜もぐり込まれようとも、我わが軍の勝利が揺らぐことはあるまい。間者とわかれば、その時に、斬きって捨てればそれで済むこと。


　逆に──この者の言うことが本当だったとすれば。


　我が軍は、多大な犠牲を生むこととなるだろう。


　さきほどお前は、陛下への面めん目ぼく云うん々ぬんと言っておったが、他者の手を借りることよりも、陛下よりお預かりしたこの軍に、無用の犠牲を出すことの方が、よほど面目が立たぬのではないか？」


「……そ……それは……！」


　エゼイルが、ことばを詰つまらせた、まさにその時。





　づがぁぁぁぁんっ！





　ド派は手でな爆ばく発はつ音おんがあたりにこだました。





「ほーっほっほっほ！　ようやくこの場所をつき止めたようねっ！　リナ＝インバース！」


　風をふるわせ、脳ミソゆさぶり、あたりに響く高笑い！　一同が、声の方へと目をやれば、近くにそびえる杉すぎの梢こずえに、すっくと立った影かげ一つ！


　悪あくの使いか地じ獄ごくの使者か。黒いマントと髪をなびかせ、とことん怪あやしいコスチューム！


　一体どーいうつもりなのか、今回は、怪しい仮面マスクなんぞをつけてはいるが、知ってる者には正体バレバレ！　言わずと知れた白蛇サーペントのナーガ！


「……なっ……何だっ!?　あれはっ!?」


「面めん妖ようなッ！」


「一体いつの間にっ!?」


「けど、あなたもとうとうヤキが回ったようねっ！」


　混乱に陥おちいり、ざわめく兵士たちの声を圧あつして、ふたたび響くナーガの声。


「こんな馬の骨たちに手を貸してもらわなければ、このわたしと戦うこともできないとは……ずいぶんと臆おく病びようになったものねっ！」


「馬の骨、だとっ!?」


　ナーガのことばに、怒いかりの声を上げるエゼイル。


「ええいっ！　我等が軍を愚ぐ弄ろうするとはっ！　将軍！　あのような……」


「待って！」


　エゼイル隊長のことばを遮さえぎり、あたしは言う。


「へたに手を出すと反撃を食らうわ！　ここはあたしに任せて！」


「任せろだと!?」


　反論・抗議は一切無視し、あたしは呪文を唱え──


「翔封界レイ・ウイング！」


　高速飛行の術を使って、ナーガのいる場所を通り越し、ガケの下の方へと向かって飛んでゆく。


　──ふっ！　臆おくしたの!?　リナ＝インバース！


　風の結界に阻はばまれて、あたしの耳には届とどかないが、そーいった意味のセリフを、ここでナーガが吐はいているはず。そういうすじがきになっているのだ。


　あたしに続いて、ナーガも同じ高速飛行の術を使って、こちらを追いかけてくる。


　しばらくそのまま飛びまわり、やがて、国王軍の姿が見えなくなった頃。


　術を解とき、あたしは大地に降り立った。


「──どう？　うまくいってる？」


　近くでやはり術を解いたナーガがあたしに問いかける。


「ま、なんとかなりそうよ。


　……って、それはいいけど。


　なんだってあんた、ンな怪しい仮面なんてつけてるわけ？」


　まあ……もともとじゅーぶん怪しいところに、ンな仮面一枚ぶんの怪しさがプラスされたからといって、気にするほどのことはない、とゆー説もあるのだが。


「ふっ。この仮面の意味がわからないとは。


　あなたもまだまだ未み熟じゆくね。リナ＝インバース。


　顔を知られないための変装に決まってるじゃない」


「……へ……へんそう……？」


　思わず眉まゆをひそめるあたしに、ナーガは、自じ慢まんたらたら、


「今回は、このわたしが国王軍に歯は向むかう魔道士役。


　もしもここで、顔をさらして、この一件が終わったあとで、国王軍の人間と、何かの拍ひよう子しに顔を合わせることになったら、正体がばれることになるでしょ？


　それを防ぐために、こうしてわざわざ仮面をつけてるのよ」
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　……いや……もともとンなかっこうしてる以上、仮面なんぞつけてもつけんでもいっしょのよーな気はするが……


「……ま……まあいいわ……


　とにかくそれじゃあ──」


「ふっ。派手にいくわよ」


　あたしとナーガは、同時に呪文を唱えはじめ──


「火炎球フアイアー・ボール！」





　っぐごぉぉぉぉんっ！





「地霊咆雷陣アーク・ブラス！」





　ばぢばぢばぢばぢっ！





　あたしとナーガ、二人のド派手な攻撃呪文が、誰もいない場所に向かって連打で炸さく裂れつする。


　秘技！　遠目から見れば激げき闘とうがくりひろげられているように見える攻撃っ！


　やがて。


「そいじゃあナーガ、そろそろ、とゆーことで。手はず通り、ね」


「ふっ。わかったわ」


　あたしのことばにナーガは呪文を唱え──


「翔封界レイ・ウイング！」


　ふたたび高速飛行の術を使って宙に舞う。


　少し遅れて、あたしも同じ術で彼女のあとを追った。


　そしてナーガはロード・カイラスの城へ。あたしは国王軍のもとへ。


　戻もどってみれば、こちらの計画した通り──


　あたしたちのぶっ放ぱなしあった術にビビってか、国王軍の面めん々めんは、まともに顔色を失っていた。


「……リ……リナ殿、あれが……？」


　おびえた声で問う将軍に、あたしはこっくりうなずいて、


「そう。あたしが追ってる魔道士よ」


「なら……なぜ、追って倒さん!?　いや、あんな術が使えるなら、城ごと吹っ飛ばせばいいではないか？」


　さすがに多少顔色を変えながら、それでもまだ、瞳ひとみの奥に、疑いの色をたたえたまま問いかけるエゼイル隊長。


　あたしは、静かに左右に首を振ふり、


「たぶんあいつも、それくらいのことは考えてるわ。


　おそらく城には、魔道の技術を駆く使しした罠わなが張ってあるはずよ。


　長距離からの、派手な呪文の攻撃も、きっと無む駄だね。


　──第一、そんな手でなんとかなるような相手だったら、とっくの昔にぶち倒してるわよ。


　……あなた、まだあたしのこと疑ってるみたいだけど……


　あたしが敵なら、軍にもぐり込んでどうこう、なんてめんどくさいことやらずに、それこそ遠くから、この軍に向かって、攻撃呪文の派手なの、ぶっ放しまくってるわよ」


「……う……む……」


「たしかに──道理ですな」


　将軍は、言って、あたしに右手をさし出した。


「リナ＝インバース殿。ご協力の段、なにとぞよろしくお願いしますぞ」


「──こちらこそ──」


　言ってあたしは、その右手を握にぎりかえした。


　──かくて──


　ロード・カイラスご一行様丸ごと救出作戦の第一段階は、無事に成功したのだった。


　……もっとも、あのエゼイル隊長とやらが、こちらを全面的に信用しているなどとは思えないが……





　むくりっ。


　小さなテントのその中で、あたしは静かに身を起こした。


　翌日の朝──というか、東の空が、ようやく白しらみはじめた、そんな時刻のことである。


　あのあとあたしは、将軍に、作戦を練ねる必要がある、と、無意味な会議を開かせて、あーでもない、こーでもない、と、ムダな時間をひたすら使わせ、一日を潰つぶしたわけである。


　国王軍は、一いつ旦たん城から距離を置き、城が見渡せる、ふもとの森の近くで野や営えいすることになったのだった。


　将軍のはからいで、軍から借りた小さなテント。


　その中で、あたしは一人、眠ねむっていたのだ。


　外に、人の気け配はいはない。


　こっそりと入り口を開けてあたりをうかがう。


　ところどころに、歩ほ哨しようが佇たたずんでいるが、眠くて注意力が散さん漫まんになっているのと、まだあたりが暗いのとで、こちらの動きには気づいていないようである。


　──おーし。


　あたしはテントを抜け出すと、森の奥おくへと分け入った。


　この奥にある、小さな湖のそのそばで、ナーガと落ち合い、計画の打ち合わせと確認をする予定なのだ。


　──が。


「……まずいわね……」


　歩きはじめて、いくらもいかないうちに、あたしは、口の中で小さくつぶやいた。


　森に入って以来、歩みゆくあたしのそばに、つかず離れず気配が一つ。


　──尾つけられている──


　おそらくは、エゼイル隊長あたりのさしがねなのだろうが……


　まさかこのまま、ナーガとの待ち合わせ場所に、尾行者を連れてゆくわけにもいかない。


　かといって、尾けて来ている相手をどつき倒せば、『実は敵です』と宣言するようなもんである。


　ならば──


　どうするっ!?







（脱出！十把一からげ：つづくっ！）
























　次回予告





　尾行の相手をどうかわす？


　そして、城ぐるみでの救出作戦は、果たして成功するのだろうか!?


　力ずくではどうにもならないこの依頼、どう解決する!?　リナ＝インバース！


　次回、「脱出！十把一からげ！」後編。


　読んでくれないと暴れちゃうぞっ！（ををっ。このへんＴＶの影えい響きようっ！　映らない地方のひと、すまんっ！）









脱だつ出しゆつ！十じつ把ぱ一ひとからげ［後編］
















　あらすじ





　国王軍に包ほう囲いされた、ガケの上にそびえる城。


　その城内の人間全員の脱だつ出しゆつを頼たのまれたリナとナーガは、早さつ速そく計画の実行に移ったのだった！


　味み方かたのフリして国王軍にもぐり込み、時間かせぎにつとめるリナ。


　しかし、こっそりナーガとの連れん絡らくに向かったリナを誰だれかが尾つけてくる！


　彼女をスパイと疑うたがう、エゼイル隊長の手の者か!?


　しかしここで尾行者を倒たおせば、疑われるのは間ま違ちがいなし！


　ならばどうする!?　リナ＝インバース!?















　ナーガとの待ち合わせ場所の湖は、もう目と鼻の先だった。


　──おしっ！　こーなったらっ！


　あたしは決心すると、しげみの奥おくへと飛び込んだ。


　それからほとんど間まを置かず。


　がさりっ。


　すこし離はなれたしげみが揺ゆれて、現れ出たのは、まだ若い男が一人。


　鎧よろいや剣けんこそ身につけていないが、着ている服とそのものごしから、素す性じようを想像するのはそう難しくない。


　エゼイル隊長配下の兵士の一人、とでもいったところだろう。


　兵士としての力量のほどは知らないが、尾行者としてはまだまだ未み熟じゆくっ！


　彼は、あたしの姿を探して、あたりをきょろきょろと見回す。


　──そこに──


「氷結弾フリーズ・ブリツド！」


　飛来したのはあたしの一いち撃げき！


「なっ!?」


　しかし。


　思っていたより俊しゆん敏びんな動きで、彼はとっさにその場を跳とんで、近くのしげみに身を隠かくす。


　ふっ！　甘あまいっ！　その程度でこのあたしから身を隠せると思うとはっ！


　あたしは口の中で小さく呪じゆ文もんを唱となえ、たんっ！　と木の幹みきに手をついて、


「氷結蔦ヴアン・レイル！」


　あたしの手から伸のびた氷の螺ら旋せんの一条が、身を隠したつもりの男に触ふれたそのとたん。


　かきぃぃぃぃぃんっ！


　男は一いつ瞬しゆんにして、氷づけとなった。


　──おーし。オーケー。


　あたしは、男をその場に残し、ナーガが待っているはずの湖に向かって、ふたたび歩ほを進めたのだった。


「──ふっ。遅おそかったじゃないの。リナ＝インバース」


　朝もやと緑の木々に覆おおわれた、小さな湖のそのそばで。


　木に背をあずけ、腕うでを組み、ナーガはあたしを待っていた。


「やー。まだあたしのこと疑ってるひとがいてね。そいつの部下か何かの男に、ちょっとそこまで、尾けられちゃって」


「──で、その、尾けてきた奴やつは？」


「あ。心配しないで。あっちで、死なない程度に凍こおらせてきたから」


「ふーん」


　ぱたぱた手を振ふり、気楽な口く調ちようで言うあたしに、ナーガは気のないあいづちをうった。


「──で、ナーガ、そっちの方の進行状じよう況きようはどうなの？


　こっちも、あんましいつまでも時間かせぎはできないし」


「ふっ。それなら心配いらないわよ」


　言ってナーガは、ばさぁっ、と、大きくマントをひるがえし、


「作業は完かん了りよう、いつでも準備オーケーよ」


「準備オーケー!?」


　ナーガのことばに、おうむ返しに問うあたし。


「……ま、おかげで昨日は徹てつ夜やだったけれど。


　あの程度の単純作業、この白蛇のサーペントナーガにかかれば、ひと晩もあればじゅうぶんよ。


　ほーっ……」


「高笑いはやめて」


　高笑いの出るタイミングを読みとって、あたしは右手でナーガの口を塞ふさいだ。


　……しかしこいつ……徹夜した、とゆーわりには、いつもとちっともテンション変わらんなー。


　さすがはナーガ。人間じゃないぞ。


「……けどナーガ。あんた、ちゃんとやったんでしょーね？


　実じつ際さいにやってみて、やっぱしダメだった、じゃあすまないわよ」


「ふっ。リナ、あなたどうやら『挑ちよう戦せんすることに意義がある』ってことばを知らないようね」


「だぁぁかぁぁらぁぁぁっ！　意義があろーがなかろーが、成功しなけりゃ報ほう酬しゆうもないのよっ！　わかってんでしょーねっ!?」


「……ふっ。そういえばそうだったわね」


　気取って髪かみなどかき上げながら、答えるナーガの頰ほおに流れる汗あせひとすじ。


　……だいじょーぶか……？　ほんとにだいじょーぶなのか……？　こいつは……？


「……ま……まあ……準備ができた、っていうのなら、さっそく今日にでも決行よ！


　夕方ごろ、打ち合わせ通りに──ってことでどう？」


「ふっ。わかったわ。


　あとは……


　打ち合わせ通り──


　二人はこっくりうなずきあうと、ナーガはくるりときびすを返し、森の中へと去って行く。


　一方、あたしには、まだ少し、ここでやっておかなければならないことがあった。


　あたりに誰だれもいなくなったのを見計らい、あたしは剣とマントを外した。





「──どういうことですかな？


　リナ＝インバース殿どの？」


　──あたしの予想した通り──


　国王軍のキャンプ地に帰ってきたあたしを待っていたのは、将軍と兵士たち、そして、得意満面の笑えみを浮うかべたエゼイル隊長だった。


　その中にはやはり、あたしを尾つけて来た、若い男の顔もあった。


「──どういうこと──って？」


　しかしあたしはあわてず騒さわがず、逆に、堂々と問い返す。


　それがよほど気に入らなかったか、エゼイル隊長は、まともに額ひたいに青スジ立てて、


「とぼけるなっ！　この兵士の顔、知らんとは言わせんぞっ！」


　言って、びしぃっ！　と、例の男を指さした。


「……あー。


　さっきあたしを尾けてた奴ね。


　──それで？」


「『それで』ではなぁぁいっ！」


　余よ裕ゆうの色を崩くずさぬあたしに、エゼイル隊長は、顔を怒いかりの色に染め、


「こいつはなっ！　私の部下なのだっ！


　わかるか!?


　つまりあんたは、私の部下を、いきなり襲おそって氷づけにしたわけだ！


　なんだってそんな真ま似ねをしたのか、ちゃんとした理由を聞かせてもらおうではないかっ！


　──それとも──」


　にまりっ、と、彼は勝ちほこった笑みを浮かべて、


「この場では言えんような理由でキャンプを抜け出したのかな？」


　……はぁぁぁぁぁぁ……


　対してあたしは、不ふ機き嫌げんな顔で重いため息ひとつつき、


「──あなたがあたしを疑ってる、ってことは知ってるわ……


　たぶん、そのひとがあたしを尾けたのって、どーせあなたの命令なんでしょーね……


　けどっ！


　だからって、水みず浴あびするのをおとなしく覗のぞかせるいわれはないわよっ！」


「……み……!?」


　あたしのことばに、一瞬鼻はな白じろむエゼイル隊長。


「そーよ！


　お風ふ呂ろ、とまでは言わないけど、せめて水あびでもしよう、って思ってこっそり出てきたのよっ！


　そこにこそこそついて来たんだから、ぶっ飛ばされても文もん句くは言えないでしょーがっ！」


　相手がひるんだその一瞬、あたしは一気にまくし立てた。


「……水浴び……だと？」


「そーよ」


「ふむ……確かに髪が湿しめっているようだな」


　将軍が、あたしの髪を見てうなずいた。
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　湿っていてとーぜん。あたしは、ナーガとの打ち合わせが終わったあと、汗あせを流すのと、このいいわけをするのと、二つの目的で、実際水浴びをしたのだから。


「……そ……それならそうと言えばいいではないか……」


　やや気弱な口く調ちようで言ったエゼイルのことばに、あたしは、尾けていた兵士の方に目をやって、


「──聞くけど──


　もしあたしがあなたに、『今から水浴びに行くからついて来ないでね[image: ]』って言ったら、あなた、ついて来なかった？」


「……そ……それは……その……」


　兵士は、気弱げな視線を、ちらりっ、と一瞬エゼイル隊長に送り、


「……命令……でしたから……」


「──でしょうね」


　言ってあたしはふたたび視線を戻もどし、


「そういうことよ。


　彼を止めるには、あーでもするしかなかった、ってわけ。


　──それとも何？　おとなしくのぞかれていろ、とでも言うわけ？」


「……お……おうっ！


　本当に疑いを晴らしたかったら、それくらい我が慢まんしろっ！」


　ひらきなおった勢いか、ムチャを言い出すエゼイル隊長。


　むかっ！


「デリカシーのカケラもないセリフ吐はいてくれるじゃないっっ!?


　そんな無神経でよく『隊長』なんてつとまってるわねっ！


　……どーせ、戦うしか芸がないところを見込まれて隊長とかに抜ばつ擢てきされたんでしょーけど、そのぶんじゃあ、家に帰っても奥おくさん子供からは邪じや魔ま者もの宿やど六ろく扱あつかいされてんじゃないのっ!?」


「きっ……！　きさまっ！　ひとが気にしていることをずけずけとっ！」


　……図ず星ぼしなのか……ひょっとして……


「お前の水浴びなんかそこいらのタライか何かで十分だっ！」


「じょーだんっ！　まわりじゅう男ばっかしのところで水浴びなんかできるわけないでしょーがっ!?」


「やかましいっ！


　そんな男とも女ともつかん胸なんぞ、誰が覗のぞいて喜ぶかっ!?」





　ぷちっ。





「爆裂陣メガ・ブランド！」





　ちゅごどぉぉぉぉん！





「……エゼイル……今のはお前が悪いと思うぞ……私は……」


　あたしの術で、天高く舞まうエゼイル隊長に向かって、将軍は、ぽつりとつぶやいたのだった。





『ほーっほっほっほ！　ずいぶんとお困こまりのようね！　リナ＝インバース！』


　朗ろう々ろうたるナーガの声が、あたりに響ひびき渡わたったのは、その日の夕方──


　あたしと、国王軍の幹かん部ぶ連中が、本部テントの中で、あーだこーだと不ふ毛もうな作戦会議を開いている時のことだった。


「あの声はっ!?」


　あたしは叫さけんで席を立ち、本部テントから外に出る。


　つられてついて来るその他おおぜい。


『このわたしに恐おそれをなして手が出せないというのなら、最初から追ってなど来ないことねっ！


　──それとも、恐れをなして動けないのは、国王軍の方かしらね!?』


　声はすれども姿は見せず、ナーガの声だけが木々の間にこだまする。


　森の中にひそんだナーガが、あたしの教えた『風』の系列の術を使って、あたりに声を響かせているのだ。


「……な……なんだとっ!?」


「姿を現せ！　卑ひ怯きよう者もの！」


　彼女のことばにいきり立つ国王軍の面々。


『……ふっ。臆おく病びよう者ものに卑怯呼ばわりされては、出ていくしかないわね。


　……まあ、こちらもいいかげん、にらみ合いには飽あきてきた頃ころよ。


　そろそろ決着をつけるのもいいかもしれないわねっ！』


　言って、そこでナーガの声が途と絶だえた。


　そして──


　──ご……ごごごごごごごっ！


　響きを上げて大地が揺ゆれる。


「な……なんだぁっ!?」


「地じ震しんかっ!?」


　兵たちがあわてふためきまくるその中、大地がうねり、たゆたうと、石と土とが寄り集まって、一羽の巨大な鳥の姿を形作る！


　くおおおおおおおおおっ！


　ナーガの術が生み出した鳥人形バード・ゴーレムは、天に向かってひと声吠ほえた。


　──打ち合わせでは、ここであたしがナーガのゴーレムを一いち撃げきのもとに粉ふん砕さいし、そこに出てきたナーガ本人と対決する、という予定になっている。


　今までにナーガは、あたしの前で、デッサン狂くるった石人形ゴーレム出したり、やっぱしデッサン狂った石竜ゴーレム・ドラゴン出して、暴走させちゃう、なんぞという芸を見せてくれたことは何度かあったが、この場面で暴走なんぞされてはたまったもんではない。


　くれぐれも、暴走するようなモノなんぞ呼び出すな、と、クギを刺さしておいたが──鳥の石人形ゴーレムというのははじめてである。


　しかもっ！　今度のは、ちゃんとデッサン整ととのっていて、なかなかかっこよかったりするのだっ！


　うーむ。少しは成長したかなー。ナーガ。


　などとあたしが内心感心しているうちに。


「て……敵てき襲しゆうぅぅぅぅぅっ！


　剣や弓では無む理りか!?


　魔ま道どう士しを呼べっ！」


　将軍の声があたりに響き、部隊の動きがあわただしくなる。


「──その必要はないわっ！」


　言って、あたしはずいっ、と一歩前に出て、ナーガの鳥人形バード・ゴーレムと対たい峙じした。


　くぉるぅぅぅぅぅぅぅぅっ！


　鳥人形バード・ゴーレムは、あたしを威い嚇かくするかのようにひと声吠えて、翼つばさをひろげ、足を踏ふみ出す！


　刹せつ那な！





　ばぼきっ。





　やたらと派は手でな音を立て、鳥人形の足がいともあっさりへし折れた。


　くぉくぉくぉるるるぉっ!?


　ずずずずぅぅんっ！


　そのままトリは、あっさりその場に倒たおれ伏ふし、ぱたぱた羽根をぱたつかせる。


　……………………


　まっ白な空気があたりに流れた。


　……ま……考えてみれば、家ほどの大きさの鳥を、岩や土やらでデッサン正しくつくったら、細っこい足がもつわけないわな……


　とーぜん重くて飛べるわけないし……


　やがてトリは、一同の見守る中、倒れたまんま、しばらくぱたぱた羽根を動かしていたが、やがてほどなく、勝手に壊こわれて動かなくなる。


　……んーっと……


「……聞くが……ほんとーにそんなに手ごわい相手なのか……？　あんたが追ってるあの魔道士は……？」


「……う……うーむ……」


　エゼイル隊長のツッコミに、あたしはただ、唸うなるしかなかった。


　──そこに──


「ほーっほっほっほ！　このわたしの術をあっさり破るとは、どうやら少しはやるようねっ！　リナ＝インバース！」


　響きわたったのは、台本通りのナーガのセリフ！


　……状じよう況きよう見てちっとはアドリブ効きかせろよ……おまいは……


　とはいえここで演技指導などしている場合ではないっ！


　しかたなく、あたしも台本通り、


「この程度のモノであたしを倒せると思っているならおーまちがいよっ！


　遊んでないで、すこしは真ま面じ目めにかかってきたらっ!?」


「……ふっ……　それじゃあ、そうさせてもらおうかしら……」


　声とともに、森の端はしに、姿を現す影かげ一つ。


「……やっと出てきたわね……」


　国王軍の見守る中、あたしと、仮面をつけたナーガは真っ向から対峙したのだった。


「氷フリーズの・矢アロー！」


　戦い（でもヤラセ）の口くち火びを切ったのは、ナーガの放はなった一撃だった。


　きゅきゅきゅきゅきゅぃっ！


『だあああああああああっ!?』


　飛び来る十数本の冷気の矢に、蜘く蛛もの子を散らす兵士たち。


　その中で、ただ、あたしだけが、平然とその場に佇たたずんでいた。


　ナーガが氷の矢を放った時には、すでにあたしの方も、打ち合わせ通り、風の結界を張りめぐらせていたのだ。


　冷気の矢を吹ふき散らし、あたしは風の結界を解とく。


　あたしとナーガ、二人の呪文を唱える声が、夕日の色に染まりはじめた空の下に流れて響く。


　そして──二つの呪文は同時に完成した。


「火炎球フアイアー・ボール！」


「氷結弾フリーズ・ブリツド！」


　赤と青、二つの光球は二人の中間でぶちあたり、


　ぱきぃぃぃぃぃぃんっ！


　相そう互ご干かん渉しようを起こして虚こ空くうへと滅めつす。


　同時にあたしは呪文を唱えつつ、ナーガに向かってダッシュをかけた！


「振動弾ダム・ブラス！」


　あたしが一撃を放つと同時に、彼女は大きく後ろに跳とび──


　べしっ！


　木の根か何かにでもつまずいたか、後ろむきにコケて尻もちをつく！


　んあああああっ！　当たるぅぅぅっ！


　思わず叫さけびそうになったその一瞬。


　ぎゅいんっ！


　とっさにナーガは、腰こしの後ろから引き抜ぬいたナイフで、あたしの術をはじき散らしていた。


　……おー。すっかり忘れまくってたけど、そーいえば、こいつの持ってるナイフって、何かの魔力剣だったっけ。


　しかし……今のはちょっとこっちも心しん臓ぞうに悪かったぞ。


「ふっ！　そそそそそっちこそそんな攻撃でこのわたしを倒せるとでも思って!?」


　立ち上がって言うナーガの、声と膝ひざとがふるえていたりする。


　……やっぱしコワかったんだな……こいつも今のは……


　などと思いつつ、その時にはすでに、あたしはナーガのすぐ目の前まで迫せまっていた。


　腰のショート・ソードを抜き放ち、ナーガに向かって斬きりつける。


　……本来なら、ここでナーガがナイフを抜くはずだったのだが……


　ぎんっ！


　ともあれ、あたしの一撃を、ナーガのナイフが受けとめた。


　鍔つばぜりあいの形のまま、ナーガが呪文を唱えはじめる。


　呪文が完成したのを見計らい、ウインクひとつ。


　剣は合わせたそのままで、あたしは圧おされるようにその場にしゃがみ込む。


　同時に──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ナーガの『力あることば』に応こたえ、あたしの頭上に出現する十数本の冷気の矢。


　それはそのまま、あたしの後ろにいた、国王軍の方に向かって飛んでゆく。


『うわわわわわわっ!?』


　またまた起こる兵たちの悲ひ鳴めい。


　あたしの援えん護ごをするつもりだったか、じりじりと近づきつつあった、兵士たちの包囲の輪がふたたびひろがった。


　きんっ！


　そのことを確かめてから、あたしは剣で、ナイフを押おし上げ、立ち上がる。


　──あたしが常に、ナーガと国王軍との間に入っていなければ、弓兵が、ナーガに矢を射かけてくるおそれがある。……まあ……弓矢の十本や二十本、突き立てられたところで死ぬよーなナーガではない、とゆーよーな気もするが、万一、ということもある。


　そうなっては、計画はすべて水の泡あわ。
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「……どう？　そろそろ？」


　鍔ぜりあいの真ま似ねごとをしながら、小声で問いかけるナーガに、あたしは、西の空にちらりと目をやって、


「……そーね。そろそろ移動しましょーか。できるだけ派手に、ね」


　あたしの答えに、ナーガは呪文を唱えはじめた。


　やがて、大きく後ろに跳んで、


「翔封界レイ・ウイング！」


　きのうと全く同じように、高速飛行の術で森の木々にそって飛んでゆく。


　目ざすは──ガケの上に佇む、ロード・カイラスの城。


「逃がすな！　倒せ！」


　将軍の命令で、弓矢が、そして魔道士の放つ炎ほのおの矢が、ナーガに向かって飛んでゆく。


　しかし大半は狙ねらいを外れ、当たったものも、彼女が纏まとった風の結界に阻はばまれ、吹き散らされる。


「手を出さないで！　あたしがやるわっ！


　まきぞえ食うのがヤだったら、みんなはここにいてっ！」


　言ってあたしは、同じく高速飛行の呪文を唱え、ナーガのあとを追った。





　きゅごぉぉぉぉんっ！





　攻撃呪文の赤い炎が、夕日の紅あかを圧あつして閃ひらめく。


　あたしとナーガ、二人の攻撃呪文合戦の舞ぶ台たいは、ロード・カイラスの城の間近へと移っていた。


　かなり離れたガケのふもとでは、国王軍の面々が、あたしたちの戦いの様よう子すを見守っていたりする。


　──おーし。そろそろ……


　あたしはナーガに目で合あい図ずする。


　二人は離れて対峙し、呪文を唱え──


「烈火球バースト・フレア！」


「氷魔轟ヴアイス・フリーズ！」


　あたしとナーガ、二人の放った、炎と氷、二つの術が炸さく烈れつする！





　がごぉぉぉぉぉぉん！





　光が閃き風が舞う。熱気と冷気がぶつかり合って、一瞬にして、あたりに濃こい霧きりを生む。


　──火か炎えん系けい最強の攻撃呪文と、氷系最強の攻撃呪文。この二つがぶつかり合った時、ド派手な音と閃せん光こうと、やたら濃い煙けむりが生まれるだけで、破は壊かい力りよくそのものは相そう殺さい消しよう滅めつすることを知る魔道士は、おそらくほとんどいないだろう。


　煙のせいで、離れた場所にいる国王軍からは、こちらが見えなくなる。


　そのスキに、ナーガは城に向かってダッシュ。逆にあたしは、ゆっくりとした足取りで、ガケの下に向かって歩いて行った。


　──国王軍の面々から見れば、あたしとナーガが対峙して、強力な呪文を放ちあい──


　煙の中で、一体何がどうなったか、不安を抱いだいているところに、煙を割って、悠ゆう然ぜんとあたしが歩あゆみ出てきたのである。


　おおおおおっ！


　小さなどよめきが兵士たちの間に起こる。


「終わったのか!?」


　問う将軍に、あたしは左右に首を振り、


「逃げられたわ。あの城に。


　あと一歩のところで」


「ならば、今こそ全軍をもって……」


「その必要はないわ」


　あたしは、くるりっ、と、きびすを返し、城の方を向く。


「あいつはだいぶ弱っているわ。


　そしてたぶん──あいつが張った魔力の結界も。


　──今なら──


　終わらせられるっ！」


　言って、あたしは呪文を唱え──


「竜破斬ドラグ・スレイブ！」





　っがぁぁぁぁぁんっ！





　一撃は煙を吹き散らし、ガケの上に佇んだ小さな城を、爆発・四散させた。


『おおおおおおおおおおおっ！』


　轟ごう音おんに、兵士たちのどよめきが混じる。


　そして──


　ず……ずずずずずず……


　ガレキとなった城を上に乗せたまま、重い地じ響ひびきを立てて、土台のガケは、裏の河へとずり落ちていった。





「──ごめんね。


　なんか、そっちのエモノまでいっしょくたに吹っ飛ばしちゃって」


　沈しずみゆく夕日の中、将軍さんのさし出した右手をにぎりかえして、あたしは言った。


「いや……おかげで我わが軍は、一人の死者も出さずに済すんだ。


　それに勝ることはない。


　礼を言わねばならんのは、こちらの方だ」


　彼はふところから、小さな革かわ袋ぶくろを取り出し、あたしにさし出した。


「──少ないが、我々からの心ばかりの礼だ。


　よければ受け取ってくれ」


「──なら──


　えんりょなく」


　あたしはにっこりほほえんで、革袋を受け取った。


　……ふむふむ。重さからして金貨、枚数ざっと二十枚と見たっ！


　……まー、ロード・カイラスが言った『好きなだけ』に比べると、微び々びたるもんかもしれないが、もらえるものはもらっておく、それが人間としての義務であるっ！


「……なあ……」


　あたしがごそごそ金貨をふところにしまっているところに、横から声をかけてきたのはエゼイル隊長だった。


　彼は、きまり悪そうにそっぽを向いたまま、


「……その……悪かったな……あんたのこと疑って……」


「──いいわよ。気にしてないから」


　言ってあたしは笑みを浮かべた。


「──そう言ってくれると助かるよ。じゃあ、縁があったらまた会おうぜ」


　そして──


　国王軍、総勢約二千名は、夕日の中へと去っていったのだった。





「──さーてと……」


　あたしが行動を開始したのは、国王軍が去ったのを見み届とどけたあとのことだった。


　もはや陽ひは沈み、空を覆おおった蒼あおい闇やみ色が、黒へとうつろいつつある頃のことだった。


「翔封界レイ・ウイング！」


　高速飛行の術で宙に舞まい、ロード・カイラスの城があったガケから裏の河へと向かう。


　むやみやたらと幅はばのある河の上を、川下に向かって飛ぶことしばし。


　月と星との明かりの下に、ぼんやりと、川かわ面もに浮かぶ巨大なものの影が見えてきた。


　一見、小さな島のようにも見えるが、そうではない。それは、ゆるやかな大河の流れに乗って、河を下りつつあった。


　──事情を知らない人間が見たら、さぞかし驚おどろくことだろう。


　なにしろ、城の残ざん骸がいを上に乗せた大岩が、河を流れてゆくのだから。


　あたしは、術を解除して、岩の上へと降り立った。


「──オーケーよ。みんな行っちゃったから」


「……どうやらうまくいったようじゃな」


　あたしの前に、ガレキの陰かげから月明かりの中に姿を現し、言ったのは、ほかでもない、ロード・カイラスその人だった。


「みんな無事？」


「……落ちた時の衝しよう撃げきで、多少のケガをした者もおるが……とりあえず、たいしたことはない。


　もののみごとに脱だつ出しゆつ成功じゃ」


　言って、満面の笑みを浮かべる。


「ま、とーぜんの結果ね」


　おーいばりで言いながら、あたしは内心、ほっ、と胸をなで下ろしていた。


　──地精道ベフイス・ブリング──トンネル掘ほりの呪文をナーガに教え、あたしが国王軍にもぐり込み、時間を稼かせいでいるうちに、城の下、巨大な一枚岩にトンネルを掘りまくって、でっかい地下空くう洞どうをつくり出す。


　全員地下に避ひ難なんして、あたしが、もぬけのからになった上の城を吹っ飛ばすのに合わせて、ナーガが術でガケを、河の中へと斬きり落としたのだ。


　早い話が、城の土台の大岩を使った即そく席せきの船をつくって、それで河を下って脱出を図はかったわけである。


　理論面では、まず成功するはずだったが、地下室づくりの作業をするのはあのナーガ。


　それが最大の心配だった。


　かといって、彼女を国王軍の足止めなんかに送りつければ、逆に説得か懐かい柔じゆうかされて、いっしょくたになって攻せめて来ないとも限らなかったし……


　しかしなんとか、うまくやってくれたようである。


「ほーっほっほっほ！　これもひとえに、このあたしのおかげねっ！」


　一体いつの間にどこから出現したのか、ふと気がつくと、あたしのすぐ隣となりで、いつものバカ笑いを上げているナーガ。


「そういうことで、報ほう酬しゆうのわけまえは、あたしが六、リナが四でよくってよっ！」


「……ま……バカのたわごとはほっとくとして……」


「……リナって最近冷たい……」


　つめたく受け流すあたしに、みょーにさみしそーにつぶやく彼女。


　あたしは視線をロード・カイラスに向けて川下を指さし、


「──このまま行けば、夜明け前には、国境を越こえてライゼール領に入ります。


　魔道士さんたちに手伝ってもらって、岸につけて上陸してください」


　──この方法ならば、落ちのびてゆくところを、たまたまラルティーグ王国の兵士に見とがめられる、などという事態を防げる。


「あとは──魔道士協会に保ほ護ごしてもらうなり、素す性じようをかくしてどこかに定住するなり、ほとぼりがさめるのを待って戻ってくるなり、ご自由に──」


「──うむ──


　このわしの無茶な願い、よくぞ聞き届けてくれた。


　世せ話わになった。


　礼を言うぞ。


　──礼金の話じゃが……」


『はいっ！』


　声をハモらせ、身を乗り出すあたしとナーガに、ロード・カイラスは、きっぱりと、


「城といっしょに吹き飛んだ」





　ぴしっ。





　思わず硬こう直ちよくするあたしとナーガ。


「……城の宝ほう物もつ庫こにあったんじゃが、あんたの呪文の一撃で──な」


「──な──って……？


　なんで地下に運び込むとかしなかったんですかぁぁぁぁっ!?　それくらいの時間あったでしょっ!?」


　かみつくあたしに、しかしロード・カイラスは、逆に、困ったような顔で、


「何を言うとる？　どうやって脱出するのか、くわしいことも聞かされずに、あんたたちだけでいろいろやって……


　いきなりナーガ殿どのがやって来て、『地下室を造ったからいそいで入れ』と、こうじゃ。


　金を運び込むヒマなどなかったぞ」


　……………………


　あたしは、ぎぎぎぎぃっ、と首を巡めぐらせ、ナーガを見つめる。


　ナーガもまた、絶望的なまなざしを、あたしの方へと向けていた。


「……ナーガ……あんた……計画の説明しなかったの……？」


「……リナ……あんたが説明してたんじゃなかったの……？」


　………………………………


　長い──


　長い沈ちん黙もくののち──


「うどわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　あたしとナーガ、二人の悲ひ鳴めいが、夜の川面に響いたのだった。







（脱出！十把一からげ：おわり）










激走！乗合馬車！［前編］










「炸弾陣デイル・ブランド！」


　づどぉぉぉぉぉぉんっ！


　響ひびいた爆ばく音おんとともに、ごろつきふうの男三人が、ひるひる宙ちゆうに舞まい上がる。


　かくて──町なかで、あたしに声をかけてきた、ごろつきふうの男たちは、短い出番を終えたのだった。


　──ここまでは、日にち常じよう茶さ飯はん事じ。よくある季節の風ふう物ぶつ詩し、という奴やつである。


　しかし──


「あんたっ！」


　いつもと少し違ちがったのは、マントをひるがえし、立ち去りかけたあたしの背中に、声をかけてきた者がいる、ということだった。


　──まだ仲間がいたか──


　などと思いつつ、肩かた越ごしに、ちらり、とそちらに目をやれば──


　そこには、としの頃ころなら三十すぎ、赤毛のがっしりしたおっちゃんが、こちらに向かっていきなり頭を下げていた。


「頼たのむっ！


　金は出す！


　金は出すから、うちの客になってくれっ！」


「……は……？」


　わけのわからんそのことばに、あたしは間まの抜ぬけた声を出したのだった。





「──まずはやはり、自己紹しよう介かいだな」


　あたしを居い間まへと案内し、おっちゃんは、開口一番そう言った。


　──道ばたでいきなり声をかけてきたおっちゃんの家は、この町──デラザック・シティの町はずれにあった。


　そこそこの財産家なのか、家も大きく、庭先には、馬車が何台も停とまっていたり、使用人らしきひとたちがうろついていたりしたのだが、どこかいまひとつ活気がなかった。


「私の名はロバーツ＝ディンボルト。この町と、ザニールの町とを結ぶ乗合馬車組合の元もと締じめをしている」


　──なるほど。それで表に馬車があったわけか。


「見たところあんた、旅の魔ま道どう士し、といったふうだが……


　ごろつきどもを一発で吹ふっ飛ばした、その腕うでを見込んで頼みがある。


　頼む！　客としてうちの馬車に乗ってくれっ！


　もちろんちゃんと礼金は払はらう！」


「……馬車に乗れ……って……？」


　やっぱり意味がわからずに、思わず眉まゆをひそめるあたし。


「実はこの町には、もう一つ、乗合馬車の組合があってな。ランバード、という奴が、そっちの元締をやっている。


　──しばらく前まで、組合は一つだったんだが、先代の元締がおなくなりになってから、よくある内部分ぶん裂れつという奴で、二つに分かれてしまってな……


　まあ、こちらとしては、それはそれでしかたない、と、普ふ通つうに営業を続けるつもりだったのだが……


　どうやら向こうの方は、こちらを無視しようとは思わなかったらしくてな。


　こちらに、つまらんいやがらせをしかけて来たわけだ。


　おかげで、馬車は壊こわれるわ、馬は走れなくなるわ、と、大弱りだ」


「なるほど。


　けどそれなら、役人とかに訴うつたえる、ってテもあると思うんだけど」


　出された香こう茶ちやのカップをかたむけながら言うあたしに、しかしロバーツさんは、ゆっくり左右に首を振ふり、
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「……それができれば苦労はしない……


　連中の手口はこうだ。


　私たちの馬車が走っていると、いきなり後ろから、連中の馬車が走ってきて、横に並んで走りはじめる。


　相手の馬車の座席には、人が乗っていて──その乗っている奴が、いきなりこっちの馬車に攻こう撃げきをしかけて来るのだ。


　それでこちらの馬車は大破。


　あとで文もん句くを言っても、『客が勝手にやったこと。どうせお前らが、あの客を怒おこらせるようなことを以前にやったんじゃないか？』と、こうだ。


　──連中が雇やとったごろつきどもに、客のふりをさせてこっちを襲おそわせてるのはわかりきってるが、たとえ役人に訴え出ても、のらりくらりと言い訳されて、うやむやになるに決まってる！


　ならばっ！　目には目を！　ごろつきにはごろつきをっ！」


「待てぃ。おっさん。」


「──あ。いやいや失礼。


　別に、旅の魔道士なんぞ、そこらのごろつきと変わりない、とか、そういう意味で言ったわけではないからな」


「………………」


　ロバーツさんは、ぜんぜんフォローになってないフォローをすると、こほんっ、とひとつ、せき払い。


「ともかく。


　そういうことで、あんたには、客としてうちの馬車に乗ってもらって、相手の馬車がやって来たら、いきなり攻撃する、ということで……」


「……ふぅむ……」


　ロバーツさんのことばに、あたしはしばし、あごに手を当てて考え込む。


「もちろん金は十分に払うつもりだ。


　金貨五十枚──というところなら、文句はないと思うが？」


　たしかに、悪くない値段である。が……


「問題は方法ね。


　そのやりかただと、相手が引っかかるまで何もできない、ってことでしょ？」


「それはそうだが……なら、何かよい方法でも？」


「てっとり早いところでは……相手の本部がわかってるなら、いきなり乗り込んで攻撃魔法ぶち込む、ってことで……」


「テロリストか。あんたは」


　なかなかシビアなツッコミを入れるロバーツさん。


「第一っ！　町なかでそんな大おお騒さわぎ起こしたら、あなたも私たちも一発で役人に捕つかまるんですよっ！」


　──だいじょうぶ。依い頼らい料りようもらったら、あたしはとっととこの町とんずらするから。


　のどもとまで出かかったそのことばを、あたしは危あやういところで呑のみ込んだ。


　ロバーツさんは、こほんっ、と小さくせき払いをして、


「ご心配に及およばずとも、連中は、必ずこちらのしかけた罠わなにかかって来ます。


　連中としても、一刻も早く、こちらを潰つぶして利り益えきを独どく占せんしたいところで、持じ久きゆう戦せんをするつもりはないでしょうからな」


「問題がもう一つ。


　相手を罠にかけてぶっ飛ばしたとして、それで相手がこりて反省すればよし。


　逆に、ムキになって、またまたやり返してきたりしたら、とことん不ふ毛もうな争いが続くことになるけど……」


「不毛だ、ということに、ランバードの奴が気づいてくれればそれでよし。


　自分の方にも被ひ害がいが出れば、向こうも、こんなことが不毛だと気づくだろう。


　そうなればあとは交こう渉しよう次し第だい、舌した先さき三さん寸ずんの政治的決着、という奴で、なんとかことをおさめてみせるつもりだ」


「──なるほど──


　そーゆーことならこのしごと、引き受けさせてもらいますっ！」





　……がらごろがらごろがらごろ……


　ぬけるような蒼そう穹きゆうに、轍わだちの音が吸い込まれてゆく。


　緑なす木々。小鳥のさえずり。


　お尻しりが痛い。


「あああああ。


　……ったく……こんなことなら、クッションでも用意して来りゃよかった……」


　ふるえる声で、あたしは不ふ機き嫌げんにつぶやいた。


　声がふるえるのは、むろん、感情がたかぶっているからではない。


　ゆれるのだ。馬車が。やたらと。


　街かい道どうが整備されている──といっても、みがき上げられた床ゆか板いたのようにつるつるなわけではない。砂利じやりを敷しいたり、小さな石を敷いたりしただけのものである。


　そこを馬車が通ればどれほどゆれるか。


　なおかつ、乗合馬車の座席というのは、木箱の上に藁わらを敷いて、布で覆おおっただけのようなシロモノである。当然クッションなどほとんど効きいていない。


　結果──どういうことになるか。


　乗ったことのあるひとならば、考えるまでもないだろう。


　まともにしゃべれず、お尻も痛くなる。乗り物に弱いひとなら一発で酔よう。


　よく考えてみれば、あたしがあんまし馬車を利用しないのも、路ろ銀ぎん惜おしさも半分ながら、そこいらへんの理由もあったっけ……


「……これで、相手が出て来ないまま、無事にザニールの町についたりしたらグレるわよ。あたしは」


「心配するな！　奴らは必ずやってくる！」


　あたしの声が聞こえたのか、馬車のゆれなどものともせずに、大きな声をはり上げたのは、御ぎよ者しやをやっているロバーツさんだった。


「準備は万ばん端たん！　これで連中がひっかからんはずはない！」


　たしかに、彼の言う通り準備は万端。元締になってからは、ほとんど手た綱づなを握にぎったこともなかったロバーツさんが御者をやり、あたしも、ワインレッドのシルクのドレスに、金ピカアクセサリーという、成なり金きんお嬢じよう様さまふうの格かつ好こうに変へん装そうしていたりする。
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　……もちろん、いつもの魔道士姿のまんまで乗るわけにはいかなかった、というのはあるが。


　ンなことすれば、罠がバレバレ。近づいてくるものも近づいてはこない。


　しかしこれなら相手の目には、大事な客を、ロバーツさん自らが送り届とどけている、というふうに見えるかもしれない。


　ランバードたちが、万一罠を疑うたがったとしても、ロバーツさん潰つぶしをもくろむ連中にとっては見み逃のがせない標的。


　となれば、これを逃のがさず攻撃してくるはずである。


　あとは、一体いつ襲って来るかだが、あたしとしては、とっとと襲って来てくれて、さっさと終わりに──


「──！」


　ぴくんっ、と、あたしは小さく眉まゆをはね上げた。


　あたしたちのゆく馬車の後ろ──


　一台の馬車が、だんだんと、こちらとの間を詰つめつつあった。


　──なるほど──あれが──


　あたしはさりげなく視線だけを動かし、その馬車を観察する。


　御者台に座った男は、大きな帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、顔がよく見えないようにしている。


　馬車には、開閉式の幌ほろが取り付けられており、乗っているのが人間なのか、荷物なのかも見えないが、おおよそ中身の見当はつく。


　馬車は、森の中の街道を進んでいる。


　あたりにはほかに人の気け配はいもない。


　……なるほど……襲しゆう撃げきの場所にはぴったし、というわけか。


　しかし……！


　後ろの馬車は、だんだんと、こちらとの間を詰めてきて──


　こちらの横に並んだ、そのとたん！


「火炎球フアイアー・ボール！」





　がばごぉぉぉぉんっ！





　一いち撃げき必殺！　問もん答どう無む用よう！　あたしの呪じゆ文もんが、相手の馬車を、森の奥へと吹ふっ飛ばす！


「ふっ！　どぉぉぉんなもんよっ！　油ゆ断だんしてのこのこ近づいてくるからよっ！」


　ゆれまくる馬車の上で、ガッツポーズを取るあたし。


「──とまあ、ざっとこんなもんよ、ロバーツさんっ！


　相手の馬車が何台いるのか知んないけど、この調子で、どんどんびしばしどつき倒たおしてみるわっ！」


「……今の……うちの馬車……」


　……がらごろがらごろがらごろ……


　ふり向かぬまま、泣きそうな声で答えたロバーツさんのことばに、あたしはしばし硬こう直ちよくしたのだった。





「……ま……まあ……人生にあやまちはつきもんよね……」


　口々に言いながら、ちらりっ、と、ロバーツさんの背中に視線を走らせるあたし。


　うあ。背中が悲しそう。


「ほ……ほらほら、ロバーツさん。むかしのとある有名人なんかも、『自分以外はみんな敵、近づくものには死を』とかって言ってることだし……」


「……どーゆーふーに有名だったんだ……？


　そいつは……？」


　背を向けたままつぶやくロバーツさん。


「まーまー。


　それに、考えてみればあたし、相手の馬車の特とく徴ちようとか聞いてないし……」


「……見ればわかる……」


「見ればわかる……ったって……」


　つぶやいたあたしの耳に、それは届とどいて来たのだった。





「ふはははははははは！」


　いきなり聞こえてきたものは、朗ろう々ろうたる、男の高笑いだった。


　声の方──後ろに目をやって──


「──なるほど……」


　あたしは思わず納なつ得とくしていた。


　馬用の甲かつ冑ちゆうをつけた馬二頭。馬車の表面はすべて金属で覆われており、操あやつる御者は全身鎧よろい。車輪にトゲまでついていたりする。


「あれが、なんとかいう連中の馬車？」


「そうだ」


　あたしの問いにうなずくロバーツさん。


　……しかし……あれを『馬車』と言い切るか？　ふつー。予備知識なしに見れば、立りつ派ぱな戦車チヤリオツトである。


　……まあ、たしかにロバーツさんの言った通り、見ればわかるわな……


　そしてその戦車チヤリオツト──もとい、馬車の客席のところには、全身くまなくびっしりと、紋もん様ようのようなイレズミを入れた半はん裸らの男が一人、仁に王おう立だちになって高笑いを上げていたりするのだ。


　はっきし言って、あんましかかわりあいになりたくないタイプの人間だが、この場合、逃げ出すわけにもいかないのが困こまったところである。


「おお。あんなところに馬車がおるわ。めざわりだなあ。攻撃してやろう」


「お客さん、めんどうごとはごめんですぜ」


　ほとんど棒ぼう読よみの口く調ちようで、しらじらしい会話をかわす、イレズミ男と鎧御者。


　しかし、相手はまだ知らない。


　こちらの客が、魔道士だということを。


　馬車の上でも、なんとか呪じゆ文もんが使えることは実証済みである。イレズミ男がどれほどのウデかは知らないが、近づいてきたら呪文一発でジ・エンド。


　イレズミ男は、まるで、拳けん法ぽうの構かまえのように、すぅっ、と右手を目の高さに上げて構える。


　──まさか、こっちへ飛び移るつもりか？


　相手の馬車は、だんだんと、こちらとの間を詰めてくる。


　あたしは舌を嚙かまないように、口の中で小さく呪文を唱となえ──


「魔風デイム・ウイン！」


　最初に一撃を解き放ったのは、こちらではなく、相手の馬車のイレズミ男！


　こいつ！　魔道士か!?


　がぐんっ！


　強風にあおられ、馬車が大きくゆれる。


「────！」


　振しん動どうで一いつ瞬しゆん、息が詰まる。


　唱えかけていた呪文がとぎれる。


　──しまった！


　あわててもう一度、呪文を唱えはじめるあたし。


　その間に、相手の馬車は、こちらのま横へと並ぶ。


「くははははは！　景気はどうだ!?　ロバーツ！」


「その声は……！　貴き様さま、ランバード！」


　声をかけてきた鎧御者のことばに、驚きよう愕がくの声を上げるロバーツさん。


　こいつが相手の元締か！


「貴様、なにゆえこんな真ま似ねを！　文句があるなら正面きって言えばいいではないかっ！」


「あー？　なんのことかな？　俺おれはあくまで馬車を進めているだけ。お客様が勝手にやったことに文句をつけられても困るなぁ」


　あざけりを、たっぷり含ふくんだ口調で言うランバード。


　しかしっ！　ンな口をきけるのも今のうちっ！　あたしの呪文はもうすぐ完成──


　っぎゃりぎゃりぎゃりっ！


　耳ざわりな音とともに、馬車の下から火花が飛び散り、ふたたびゆれが馬車を襲う！


　あああああっ！　またまた呪文がとぎれたっ！


　イレズミ男のしわざではない。彼は怪あやしい拳法家よろしく、右足を高々と上げたポーズでかたまったままである。


　身を乗り出して、下をのぞいてみれば、そこには──


　一本の、腕が見える。


　その腕が握にぎった金のこぎりが、こちらの馬車の車しや軸じくにおしつけられている。


　つまり、ランバードの馬車の下にへばりついた誰だれかが、金のこで、こちらの車軸を切断しようとしているのだ！


「ここまでするかぁっ!?　お前は!?」


「客のやったことだっ！」


「どこの世界に、馬車の下にへばりついてる客がいるっ!?」


　声を上げるロバーツさんとランバード。


　そして──


「火炎球フアイアー・ボール」


　イレズミ男が呪文を放はなつ！


　まずいっ！


　がぐんっ！


　瞬しゆん間かん、馬車が大きくゆれた。


　イレズミ男の放った光球は、馬車の上を飛び越え、反対側の木こ立だちに当たって炸さく裂れつする！





　ごがぁぁぁんっ！





　あたしたちの乗った馬車は、爆風にあおられ、まともに横転した！





「……あだだだだだ……」


　あちこちの体の痛みをこらえつつ、あたしはなんとか身を起こした。


　どーやら、しばらく気を失っていたらしく、もはやランバードの馬車の姿はどこにもない。


　──たぶん、イレズミ男が火炎球フアイアー・ボールを放った、ちょうどその時に、金のこで傷つけられた車軸が折れたのではないだろうか。


　それで馬車がバランスを崩くずし、火炎球フアイアー・ボールの直撃は避さけられたようだが……


「……う……ぐ……」


　聞こえたうめき声に、そちらの方に目をやれば、頭を振り振り、ロバーツさんが身を起こすところだった。


　見たところ、たいしたケガはしていないようだが……


「……くっ……結局また負けたか……」


「今は、ね」


　歯がみするロバーツさんに、あたしは静かな声で言った。


「けど、連中のやり口がわかった以上、次は絶対こっちが勝つっ！」


　意味なく空など見上げながら、あたしは、次の勝利を、かたく心に誓ちかったのだった。





　……がらごろがらごろ……


「聞くが……本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？　今度は？」


「もちろんよっ！」


　手綱を操あやつりながら、不安な声で問うロバーツさんに、あたしは自信たっぷり言い切った。


　ちなみに今回、あたしの服装は、白いレースのドレスである。
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「前回は、あのイレズミ男が魔道士だ、ってことを知らずに不ふ覚かく取ったけど、そうとわかればコワいものなしっ！　連中がしかけて来る前に、問答無用で吹っ飛ばすのよっ！」


　例のイレズミ魔道士に、まんまとしてやられてから二日後。


　今度こそ、万ばん全ぜん、必殺の態たい勢せいで、あたしは罠わなを用意したのだった。


　前回の敗因は二つ。


　一つ。あのイレズミ男が、魔道士だとは思わずに、不ふ意いを食らったということ。


　これに関しては、そうとわかった今となっては問題ない。


　そしてもう一つ、最大の原因がこの馬車のゆれ。


　ただでさえ、呪文が唱えにくくなり、これに何かのゆれがくわわれば、まず呪文は中断させられる。


　そこでっ！　その振動をやわらげるためっ！　今回は、荷台に、埋うまるほどの羽う毛もうクッションを用意したのだっ！


　これで振動対策は万全っ！　ふかふかクッションに埋もれながら、あたしはただ、敵が来るのを待ちうける。


　そして──


「ふはははははははは！」


　後ろから、例の高笑いが聞こえてきたのは、やはり馬車が、人通りのない森の中に入った頃ころのことだった。


　ふり向けば、やはりそこには、戦車チヤリオツトまがいの馬車一台！


　今回も御者は全身鎧。客（？）は例のイレズミ魔道士である。


　二台の馬車が、ある程度近づくのを待って、前の時と同じように、イレズミ魔道士が右手を上げる。


　何の意味があるのかは知らないが、前回はこのあと魔風デイム・ウインが来たはず。


　ならば──


　あたしはいそぎ、呪文を唱えはじめる。


　そしてほどなく。


「魔風デイム・ウイン！」


　呪文を放つイレズミ魔道士！


　やっぱしかっ！


　しかしこちらも、呪文は完成した！


「魔風デイム・ウイン！」


　ごうっ！


　二つの風が、まっ向からぶつかり合って渦うずを巻く。


「なにいっ!?　魔道士だと!?　卑ひ怯きようだぞ！　ロバーツ！」


「ひとのことが言えるかぁぁぁぁっ！」


　抗こう議ぎの声を上げるランバードに、思わず絶ぜつ叫きようするロバーツさん。


「うちのは客だからいーんだっ！」


「なにおぅっ！　うちのだって客だぞっ！」


「はんっ！　しょせんこっちの猿さるマネか！　芸のないマネを！」


「猿たぁ何だ猿あぁ！　顔だけ見りゃあそっちの方がよっぽど猿だぞ！」


「なんだとっ！」


　ロバーツさんとランバード、二人が不毛な言い争いをしている最中にも、例のイレズミ魔道士は、右足を上げた構かまえを取っている。
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　……なんの意味があってのポーズなのかは知らないが……


　どーせおそらく、『地方の風習』だの、『自分ではかっこいいと思ってる』とかいう、つまんない理由だろーけど……


　しかし相手がどうあれ、こちらはこちらで、やることやるのみっ！


　あたしは口の中で呪文を唱え──


　同時だった。


「氷フリーズの・矢アロー！」


　あたしが呪文を発動させるのと、


「火炎球フアイアー・ボール！」


　イレズミ魔道士が、呪文を発動させたのは。


　虚こ空くうに生まれた、十数本の冷気の矢のうち一本が、男の放った光球とまともに衝しよう突とつする！





　ごぅんっ！





「──っ！」


　炎ほのおがはじけ、熱風が舞う。


　消えやらぬ煙けむりを裂さいて、ランバードの馬車が追いすがって来る。


　──こっちにもダメージはなかったが、どうやら向こうも無傷のようである。


　このままでは、不毛な呪文合戦が続く可能性がある。こうなったら、大おお技わざ一発ぶちかまして、とっとと勝負を決めるか。


　……ンな小こ者もの相手に、大技ぶちかますのは、なんか気に入んないけど……


　実際、イレズミ魔道士の使う術は、それほどたいしたものでもない。今のところ、使って来たのは魔風デイム・ウインと火炎球フアイアー・ボールのみ。


　しかし問題なのは、この二つの技、炎の矢フレア・アローや氷フリーズの・矢アローなんぞの小技では、あっさり吹き散らされる、ということである。


　相手のクセまではっきりわかっているとゆーのに。


　右手を上げれば魔風デイム・ウインで、右足を……


　………………


　と……待てよ……まさか……


　一瞬、とある考えがあたしの頭をよぎる。


　もしこの想像が正しければ──


　思いついたら即そく実験！　あたしはいそぎ、ある呪文を唱えはじめた。


　ごく簡単な呪文である。イレズミ魔道士が次の術を放つより早く、あたしの術は完成した。


　ひとかかえほどの球を持つようなイメージで、両手を前に伸のばし──


「浄結水アクア・クリエイト！」


　そして、術が発動する。


　ばぢゃっ！


「うわっ!?」


　後ろの馬車のランバードが悲ひ鳴めいを上げたのは、一瞬あとのことだった。


「──なんだ!?　水か!?」


　そう。ただの水である。


　今の術は、単に水をすこし出現させるだけの術。


　本来は、旅先などで、飲み水を調達するためのもので、普通は両手に壺つぼか何かをかかえて術を唱えるのだが──


「──し、しまった！」


　イレズミ魔道士の悲鳴が聞こえたのは、一瞬の間まを置いてからのことだった。


　目をやれば、魔道士の全身のイレズミが、ぼやけ、にじんでいるように見える。


「どうした!?」


「術が……私の紋様法術が使えんっ！」


「なにぃぃぃぃっ！」


　魔道士のことばに声を上げるランバード。


　……なぁぁにが紋様法術だか……


　魔道士は、魔風デイム・ウインを唱える時には右手を、火炎球フアイアー・ボールを唱える時には右足を上げていた。


　その理由を、あたしはこう想像したのだ。


　──ひょっとして──そこに、呪文の唱え方が書いてあるだけなんじゃあないだろーかと。


　それならば、あのおかしな行動も説明がつく。


　──そこまで考えて、あたしはあることに思い至いたったのだった。


　魔風デイム・ウイン程度の呪文覚えられない根性なしが、はたして全身イレズミなどとゆーイタいことに耐たえられるだろーか、と。


　そして、あたしは想像した。


　あのイレズミに見えるもの、ひょっとして、ただ単にスミかなんかで書いてあるだけなんじゃあないだろーか、と。


　それを確かめるために、水をぶちかけてみたのだが──どーやら大当たりだったようである。


　…………はっ！　そーすると、そんな情けないのに一回負けたあたしって一体……？


　……ま……まあ、そーゆーことはさておいて。


　ともあれっ！　これで相手に、攻撃魔法を使える奴はいなくなった！　となればもう勝ったも同然っ！


　となればあとはとどめの一発！　あたしは、火炎球フアイアー・ボールの呪文を唱えはじめる。


　が──


「──ちぃっ！　こうなればっ！」


　舌打ちとともに、ランバードは、馬に、ぴしりっ！　とムチを入れる。


　いなないて、さらに速度を上げる馬たち。


　なにっ!?


　馬一頭立てと二頭立ての違ちがい、とゆーやつか。ランバードの馬車は、あたしの予想外の速度で追いつくと、呪文が完成する前に、あっさりこっちの右横へと並ぶ。


　ちちぃっ！　例の、金のこ車軸切断攻撃をしかけるつもりかっ!?


　吹っ飛ばしてやりたいところだが、ここで火炎球フアイアー・ボールなんぞぶっ放ぱなせば、こっちもいっしょに吹っ飛ぶことになる。


　しかたなく、あたしは唱えかけの火炎球フアイアー・ボールを中断し、氷フリーズの・矢アローの呪文詠えい唱しようにとりかかる。


　相手が呪文を使えなくなった今、魔風デイム・ウインで吹き散らす、という返し技は使えなくなったはず。


　こっちの車軸を切られるより早く、攻撃呪文で撃げき破はするっ！


「……ふっ」


　ランバードが、小さく笑ったのは、呪文を唱えはじめてすぐのことだった。


　口の端はしに、笑えみを刻きざんだそのままで、御者台の左がわにレバーを、がこっ！　と倒たおす。


　その瞬間。


　がぎんっ！


　向こうの客席の横から飛び出した、ロープつきのフックが、こちらの車体につき刺ささる！


　なっ……!?


　続いてランバードは、右にあるレバーを、がこんっ、と倒す。


　がちっ、と小さな音がして、ランバードを乗せたまま、御者台の部分だけが、一人乗りの小さな馬車となって、客席部分と分ぶん離りした。


「ま、待ってくれ！」


　置いていかれてはたまらん、と、あわててそちらに飛び乗る魔道士。


　二頭の馬と小型馬車はそのままダッシュで、こちらを追い越し、遠ざかってゆく。


　切り離された客席部分は、アンカーフックでこちらにくっついたままである。


　……って……まさかこれって、ひょっとして……


　悪役定番、自じ爆ばく装置とゆーやつではっ!?


「ロバーツさん！　飛び降りてっ！」


　叫さけぶと同時に、あたしは馬車の左がわへと飛び降りる！





　ごがぁぁぁぁんっ！





　爆ばつ光こうが閃ひらめいたのは、まさに、その瞬間だった。





「おにょれっ！　一度ならず二度までもっ！　けどっ！


　次こそ絶対どつき倒すっ！


　──と、ゆーわけで。


　次、いつ行きます？　ロバーツさん？」


　……はぅぅぅぅぅぅ……


　いきおい込んだあたしのことばに、しかしロバーツさんは、ゆううつなため息で応こたえた。


　──ランバードの自爆装置で馬車を吹っ飛ばされ、ロバーツさんと二人で、馬を連れて、町まで戻もどったあとのことである。


　……うっ！　ひょっとして、あたしがいても、二回ともしてやられたのが気に入らないとか!?


　まさか、契けい約やく解かい除じよ、依頼料なしとか!?


　いかんっ！　ここはなんとかフォローしなければっ！


「……ふっ。心配いりませんよ。ロバーツさん。


　今までの二回は、あくまで相手の様よう子すを見るためのもの。こっちの本格的な反撃はこれからよ」


「……そー言うわりには、あんたも盛大に吹っ飛ばされてたが……」
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「あれは演技です」


　内心の動どう揺ようを隠かくしたままで、平へい静せいを装よそおい、あたしは言った。


「──心配するな。リナ殿どの。


　たしかに、くそ高い金払って、あなたを用よう心じん棒ぼうに雇ったものの、二回とも吹っ飛ばされるわ馬車壊されるわ。これじゃあ用心棒として雇った意味ないだろーが、ドロボー、ドロボー、金返せ、とか思うが、そのことを責めるつもりは毛もう頭とうない」


「……………………」


「私がため息をついていたのは、そろそろ馬がいなくなる、ということなのだよ」


「馬が──いなくなる？」


　ロバーツさんのことばの意味がわからずに、あたしは思わず眉まゆをひそめた。


　たしかに──今までのごたごたで、馬車を引いていた馬がケガしたりすることもあったが、たとえば今回ケガをした馬の傷などは、あたしが治癒リカバリイで治したし……


　実際、この建物の厩きゆう舎しやには、何頭もの馬が並んでいる。


「それって一体……？」


「……一度ああいうふうに攻撃されるとな、馬が怖こわがるんだ」


　あたしの問いに、ロバーツさんは、ゆううつな口調で言った。


「普通に走るぶんにはかまわんが、ランバードたちの馬車が追いかけてくると、襲われた時の恐きよう怖ふを思い出して、暴走するおそれがある。


　──実際、以前に襲われたことのある馬が、それで暴走したこともある。


　となれば、この計画にそんな馬を使うわけにはいかん。


　そして、被害に遭あっていない、使える馬は、せいぜい残りあと一、二頭、


　──ということだ」


　言ってふたたびため息ひとつ。


　なるほど。そーゆーことか。


「──なら全然心配いらないわよ」


「心配いらない？」


　自信たっぷりのあたしのことばに、いぶかしげな表情を浮かべるロバーツさん。


「そーゆーこと。


　なぜならっ！


　向こうの手口もわかって、あたしが本気になった以上、次からは、被害が出るのはあっちの方だけだからよっ！」


　そして、三たび──


　あたしは、馬車にゆられて街道をゆく。


　変装の必要はもはやないかもしれないが、それでも一応、ということで、今度はあたしは、ふつーの町まち娘むすめふうの簡かん素そな麻あさの服。


　今まで二度も襲撃にあうと、相手が大体、どういった場所で襲ってくるか、おおよその想像はつくようになる。


　今、馬車が進んでいるのは、ちょうどそういった場所だった。


　あたりに人の姿はない。


　単調な轍わだちの音。


　木々を渡わたる鳥たちのさえずり。


　──唐とう突とつに──


　ざぁっ！


　森から、鳥の群むれが飛び立つ！


　来るっ！


　思ったその瞬間！


「ほーっほっほっほ！」


　木々の間にこだましたのは、あたしが一番聞きたくない声だった！







（激走！乗合馬車！：つづくっ！）
























　次回予告！





　リナの前に現れた、正体バレバレの声の主とは一体誰だれか!?（こたえ・ナーガ）


　馬車の上という不利な条件で、どのような戦いを見せる!?　リナ＝インバース！


　ロバーツとランバード、二人の不毛な争いに、果たしていかなる決着がつくのか!?


　次回、「激走！乗合馬車！」後編、作者が逃げなきゃまた次回っ！









激走！乗合馬車！［後編］
















　あらすじ





　リナ＝インバースが今回引き受けたのは、一見じみちな乗合馬車の護ご衛えい。


　しかし、依い頼らい人にん、ロバーツの組合を潰つぶそうと目もく論ろむライバル組合のランバードは、ロコツに妨ぼう害がいをしかけてくる！


　揺ゆれに揺れまくる馬車の上、という、呪じゆ文もんを唱となえるにはとことん不利な状じよう況きようの中、苦労の末に、なんとか第一の刺し客かくを撃げき退たいしたリナ。


　しかし、次の刺客が、どこかで聞いたことのあるよーな高笑いを上げながら、今、リナたちに迫せまる！















「ほーっほっほっほっほ！」


　がらごろがらごろがらごろ。


　迫り来る、車輪の音と高笑い。


「──!?」


　あわてて後ろに目をやれば、こちらに向かって激走してくる二頭立ての馬車一台。


　御ぎよ者しや台だいには、例によって例のごとく、全身を鎧よろいに包んだランバード。


　そしてその座席には──


　あたしの予想した通り、馬車の揺れをもものともせずに、マントと黒くろ髪かみなびかせて、すっくと立った影かげひとつ！


　ご近所からの苦く情じよう殺さつ到とう！　歩くめーわく！　金魚のうんち！　言わずと知れた白蛇サーペントのナーガ！


「ほーっほっほっほ！　誰だれかと思えばリナじゃない！


　どうやら敵同士、というわけね！


　──けど、一体何のつもりなの!?　そのおかしな格かつ好こうは？」


「やかましーわねっ！　変へん装そうよ変装っ！


　あんたこそ何よ!?　その、いつもとぜんっぜん変わんない格好は!?」


「わかってないわね、リナ＝インバース！


　状況に流されることなく自みずからのポリシーを貫つらぬく！　それが本当のオトナ、っていうものなのよっ！


　まあ、あなたみたいな子供に、こんなこと言ってもしかたないとは思うけど。ほーっほっほっほ！」


「またそーゆーわけのわかんないりくつをっ！


　いずれにしてもっ！


　手かげんしないわよっ！　ナーガっ！」


「のぞむところよっ！」


　言って、同時に呪文を唱えはじめる二人。


　先に完成したのはあたしの呪文！


「炎の矢フレア・アロー！」


　追い上げる馬車に向かって、十数本の炎ほのおの矢を解とき放はなつ！


　しかし──


「魔風デイム・ウイン！」


　ごうっ！


「──なっ……!?」


　強風の術の一いち撃げきで、あたしの術を吹ふき散らしたのは、ナーガではなく、御者台に座したランバード！


　こいつっ！　術が使えるのか!?


　ならば、別の攻こう撃げき方法を──


　しかし、あたしが次の呪文を唱えはじめるより早く、ナーガの呪文が完成する！


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　石人形ゴーレム作製!?


　ぼぐっ！


　行ゆく手の道の脇わきの地面が盛り上がり、ねじれ、形を整ととのえて、巨きよ大だいな人の形をつくり出す！


　うごぉぉぉぉぉぉんっ！


　石のきしみか吠ほえ声か。石人形ゴーレムの咆ほう吼こうが、木々の間にこだまする！


　……だが……


　がらごろがらごろがらごろ！


　二台の馬車は疾しつ走そう中。術の発動から石人形ゴーレム完成までのタイム・ラグの間に、二台の馬車は、あっさり石人形ゴーレムのいる場所を通り過ぎていたりする。


「………………」


「………………」


　全員無言で見送る中、あわててこちらに向かって走りはじめる石人形ゴーレム。


　ちょっぴりぷりてぃかもしんない……


　しかし、いくら必死に走ったところで、重量級の悲しさゆえか、こちらの馬車との距きよ離りは、縮ちぢまるどころか開くばかり。


　やがてほどなく、必死で走る石人形ゴーレムの姿は、木々に隠かくれて見えなくなった。


「……おい……」


　ぎろりっ、とにらんだランバードから、ナーガは、ついっ、と視線をそらし、


「──ふっ。ざっとこんなもんよ」


「どんなもんだ。一体」


　おしっ！　今がチャンスっ！


　あたしは、床ゆかのクッションを一つひっ摑つかみ、そばに迫ったナーガたちの馬車に目がけて投げつける！


　ぼすっ！


「[image: ]っ!?」


　狙ねらい違たがわずクッションは、ナーガの顔面を直ちよく撃げき！


　もちろんクッション一つが顔に当たったくらいでは、痛くもかゆくもない。ただし──普ふ通つうの状況でなら、だが。


　揺れまくってる馬車の上、仁に王おう立だちになったナーガのバランスを崩くずすのにはこれで十分だった。


「のあひぃぃぃぃぃっ!?」


　たたらを踏ふんで足踏みはずし、馬車から転がり落ちるナーガ。
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「うあああっ!?　役に立たねーっ！」


　悲ひ嘆たんの声を上げるランバード。


　……ナーガのあの格好見れば、役に立つかどーかわかるだろーが……


　などと頭の隅すみで思いつつ、唱えていたあたしの呪文が完成する！


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　ナーガが使ったのと同じ術。しかし、活用方法が違ちがうっ！


　石人形ゴーレムの出現場所は、道のすこし先、ランバードの馬車のコース上！


「うっわわわわわわわっ!?」


　あわててたづなをさばくランバード。しかしわずかに間に合わず、馬車の片輪が、いまだ形も定まらず、地面から盛り上がりかけた石人形ゴーレムに乗り上げる！





　ずがしゃぁぁぁぁっ！





　ド派は手でな音を響ひびかせて、ランバードの馬車はまともに横転した！


「おっしゃぁぁぁぁっ！」


「やったな！　リナさん！」


　ガッツポーズを取るあたしに、興こう奮ふんぎみの声をかけ、ロバーツさんは、たづなを操あやつり、馬を止める。


「？　どーするの？」


「決まっているっ！　ランバードの奴やつを馬ば鹿かにしに行くのだっ！」


　嬉き々きとした表情できっぱり答え、馬車から降りるロバーツさん。


　うーん。今までの恨うらみつらみが重なってるからなー。


「そーゆーことなら、あたしも行くわ」


　続いてあたしも馬車から降りる。


　実じつ際さいのところ、相手が反はん撃げきしてくる可能性も残っているのだから、こーいう行動はあんまし賢けん明めいではないが、ロバーツさんの顔見るかぎり、止めてもムダみたいだったし。


　となればあたしもついてゆき、万一の場合のフォローをするしかない。


　全身鎧フル・プレートを着たままで地面に転がり、ぴくぴくしているランバードのそばに、ロバーツさんは、ざしゃあっ！　と仁王立ちになり──


「──お……おのれ、卑ひ怯きようなっ……！」


　しかし、ロバーツさんが口を開くより早く、そう言い放はなったのは、倒たおれたままのランバードだった。


「何だとぅっ!?」


　先手を取られ、しかもいきなりの卑怯者呼ばわりに、怒いかりの声を上げるロバーツさん。


「私のどこが卑怯だっ!?　どこがっ!?」


「……魔ま道どう士しを馬車に乗せて、何の落ち度もないこちらを攻撃するなど、言ごん語ご道どう断だん、卑怯の極きわみ……」


「寝ね言ごと言うなぁぁぁっ！　そもそもお前らが先にやったことだろうがぁぁぁっ！」


　ぜんぜん自じ覚かくのないランバードのことばに、ロバーツさんは声を荒あらげる。


「ふっ……こっちは、客が勝手にやったこと。


　それを誤解して、こっちを悪人呼ばわりとは……いやあ、たいした図ずう々ずうしさだ。


　本業の乗合馬車屋でこちらに勝てないからといって、逆さか恨うらみもはなはだしいな……」


「誰が本業でお前らなんかに負けるかっ！　うちの乗合馬車は世界一だっ！」


「ならば……馬車屋のいざこざは、馬車で決着、ということでどうだ……？」


「おうっ！　面おも白しろいっ！　その勝負、受けて立ってやるっ！」


　言って、びしぃっ！　と、倒れたままのランバードを指さすロバーツさん。


　あ。やっぱしノッちゃった。


　どーやら、役者、という点では、ランバードの方が、ロバーツさんより、一、二枚上のようである。


　今、ランバードがやったこと──相手のことばを無視し、受け流し、わざと相手の神経を逆ナデするようなセリフを吐はく。相手がこっちのペースに乗れば、そこで、自分にとって有利な挑ちよう戦せんをたたきつける──


　これは、ごく典型的な挑ちよう発はつの方法である。


　なら、ランバードがなぜそんな挑発をする必要があったのか──


　おそらく、ランバードの方も、財政面か何かの関係で、追いつめられているのではないだろうか。


　それゆえに、いちかばちかの早期決着をもくろんだ。


　──挑発と知りつつ、あたしがそれを口に出さなかった理由は簡単。その方が、早く決け着りがつくからである。


　でないと、ランバード側が財政破は綻たんするまで、えんえんと馬車に乗り続ける、などというハメにもなりかねないではないか。


　かくて──


　話は、不ふ毛もうなつぶし合いから、一発決着、激走レースへと移っていったのだった。





　その日──


　デラザック・シティの中央広場には、黒山のひとだかりができていた。


　それはそうだろう。


　なにしろ今日は、この町にある乗合馬車の組合二つが、馬車のレースで雌し雄ゆうを決する、その日なのだから、


　こんなイベントを見み逃のがすテはない。


　通りには、むやみに屋台が立ち並び、旗はたやのぼりや垂たれ幕まくが、やたらとあたりを彩いろどっていたりする。


　そして広場の中央には、ロバーツさんの乗る、二頭立ての馬車。


「で……？　聞きたいんだが？


　ロバーツ、お前が横に乗せてる女、一体どーいうつもりだ？　御者はお前一人で十分だと思うが？」


「そっちこそ、御者台の隣となりに座すわってるのは何者だ？」


　──そう。


　ロバーツさんの座る御者台の右隣にはあたし、ランバードの右隣にはナーガが座っていたりする。


　ちなみに今回あたしは、変装はもはや無意味なこと、と、いつもの魔道士スタイルである。


　ロバーツさんとランバード、二人はしばしにらみ合い、やがて異い口く同どう音おんにこう言った。


『走行指示係ナビゲーターだ』


　……うーむ。思考パターンいっしょかも……ひょっとして、この二人の対立してる最大の原因って、近きん親しん憎ぞう悪おとゆー奴やつじゃあ……？


　そうこうしているそのうちに、


「……あー。そろそろかのぅ」


　大きな旗を片手に、てふてふと、頼たよりない足取りで、広場のまん中に歩あゆみ出てきたのは、年の頃ころなら五、六十の白髪しらがのじーさん──ほかでもない、この町の町長さんである。


「それではまず、お客さんがた、それぞれの馬車に乗り込んでくだされ」


　町長さんのことばに従って、馬車のそばにいた人たちが、二台の馬車に乗り込んだ。


　人数はそれぞれ十人ずつ。


「……あー……」


　町長さんは、ふところから、メモらしきものを取り出して、


「それではあらためて……ルールの説明をしておこうかのぅ……


　この馬車競走は、このデラザック・シティにある、二つの乗合馬車組合……ロバーツ協会とランバード協会の統合、を目的としたものじゃ……


　勝者はこのデラザックの馬車組合の組合長となり、勝負に負けた方の組合は、吸収・合がつ併ぺいされるものとする……」


　ふたたび互たがいににらみ合い、視線の火花を散らすロバーツさんとランバード。


　そんなことなどおかまいなしに、ことばを続ける町長さん。


「……方法は、有志の、何の罪もない一いつ般ぱん市民十人を乗せてこの町を出発……乗客を生きたまま、人数欠落なしで、先にザニールの町の中央広場に着いた方が勝ち、と……


　……わしの息子むすこたちをあらかじめ、ザニールに送っておいたので、判定はあやつらにやってもらう。


　なお、判定への抗こう議ぎは受け付けん……


　……と、いうことじゃ。双そう方ほうよろしいか？」


　無言のまま、こっくりうなずくロバーツさんとランバード。


　しかし──


「ちょっと待てぇぃっ！」


　抗議の声は、乗客たちの間から起こった。


　発言者は、こっちの馬車に乗った、やせた中年のおっちゃん。


「話聞いてると、『何の罪もない一般市民』とか『生きたまま』とか……


　なんかその言い方だと、わしら今から、思いッきりヒドい目にあうように聞こえるんだが!?」


　……ちっ。カンのいい奴。


　いくら表向きは『馬車勝負』などと、きれいごとを言ってみたところで、あのランバードやナーガが、『せいせいどーどーの勝負』なんぞという、殊しゆ勝しような真ま似ねをするだろうか？


　答えはもちろんノーである。


　本気で正々堂々勝負するつもりがあるのなら、ランバードがいつも通りに全身鎧フル・プレートを身に着けていたり、走行指示係ナビゲーター、なんぞというしらじらしい名めい目もくで、ナーガを乗っける必要などはないのだから。


　……ってまあ、そのあたりはこっちもいっしょと言えばいっしょなのだが……


　しかしっ！　こちらはあくまで自じ衛えいのためっ！　相手がしかけてきたならば、こっちとしても、正せい当とう防ぼう衛えい、とゆーことで、手かげんなしにやるしかない。


　とまあ、そーゆーことで。


　あたしとナーガが戦やりあえば、まあ、乗り合わせたひとたちの運命は推おして知るべし、である。


　……ま、乗客たちは、カルい気持ちでこのイベントに参加したんだろーが、人生、時として、カルい気持ちでやらかしたことが運命を左右することもある。ここは一発、これも人生勉強、とでも思ってあきらめてもらうしかない。


　──とはいえここで、そーいったことを、思ったまんま正直にしゃべれば、協力者全員ダッシュで逃にげる。


「だいじょーぶよ」


　ほかの誰かが口を開くより早く、あたしは自信たっぷりの口く調ちようで、びっ！　と、ランバード側の馬車を指さし、


「向こうの客の方が、もっとヒドい目にあうんだから」


「こらぁぁぁぁっ！


　向こうも、ってことは、こっちも多少はヒドい目見る、ってことじゃねーかっ！」


　くっ。バレたか。


　おーし。こうなれば。


「冗じよう談だんじゃねーぞ！　タダでザニールの町に行ける、って聞いたから来たけど……ヤバい話だってぇならお断りだ！」


「そ、そういうことなら、俺おれ、降ろしてもらうぜ！」


「あたしも！」


　言って客たちは、腰こしを浮うかしかけ──


　あたしの呪文が完成したのはその時だった。


　たむっ！　と、馬車の床に手をついて──


「氷窟蔦ヴアン・レイル！」


　こかきききぃぃんっ！


　床を這はった氷の螺ら旋せんが、客たちの足に接せつ触しよくするなり、全員の靴くつと床とを凍こおりつなげる。


　──本来ならこの術、相手を氷の彫像と化す程度の力はあるのだが、そこはそれ、いくらなんでも、そこまでやっちゃあマズいだろーと、呪文を少々アレンジして、威い力りよくをおさえたわけである。


「ちょっと待てっ！」


「何する気だぁぁぁぁっ!?」


「いやー。馬車から急に降りちゃああぶないな～、と思って。


　安全のためよ。安全のため」


「どこが安全だぁぁぁぁっ!?」


「あっちの馬車より安全よっ！」


　言って、ランバード・ナーガ組の馬車を指さすあたし。


　そこにはすでに、ナーガの術で、こちかちに凍らされた乗客のみなさんの姿。


「ね。人間、あーはなりたくないでしょ？」


　あたしのことばに、乗客たちは、恐きよう怖ふのまなざしをこちらに向けて、


「お……おれたちがああならない、って保証はあるのか!?」


「未来は誰にもわかんないわ」


「ひぃぃぃぃぃぃっ！」


「降ろせぇぇぇぇぇっ！」


「──大だい丈じよう夫ぶですよ。みなさん」


　わめき立てる乗客たちに、ロバーツさんは、肩かた越ごしに視線を送り、落ち着いた声で、


「死なばもろとも、ですから」


「やっぱり降ろせぇぇぇぇぇっ！」


「死にたくないぃぃぃぃっ！」


　ふっ。往おう生じようぎわの悪い連中である。


「……さて……どうやら双方準備が整ったようですので……」


　乗客の抗議・悲ひ鳴めいはどこふく風で、淡たん々たんと言う町長さん。


「そろそろスタートの合あい図ずをさせていただきます。


　……こほん……


　それではっ！　デラザック乗合馬車組合統合カップ、出発準備、よろしいですな？」


　無言のまま、こっくりうなずくロバーツさんとランバード。


「それでは……


　準備レデイ──


　スタート！」


　ぶぁさっ！


　町長さんの手にした旗がひるがえる。


『はいっ！』


　ぴしぃっ！


　二人の御者のかけ声と同時に、鋭するどいムチの音。


　がっ！　がらがらがらがらっ！


　ひづめが地を蹴けり、車輪がきしむ。


　今。


　デラザック・シティ乗合馬車組合の未来をかけた戦いの火ぶたは切って落とされたのだった！





　ひづめと車輪の音も高らかに、二台の馬車は激走する！


　抜ぬきつ抜かれつ、抜かれつ抜きつ。ロバーツさんとランバード、たづなを操あやつり、ムチふるい、土つち煙けむりを立て、街かい道どうをゆく！


「──リナさん！　そろそろ！」


　ロバーツさんが言ったのは、デラザックの町が見えなくなった頃ころのこと。


　──そろそろしかけるか──


　あたしは小さくうなずいて、口の中で呪文を唱え──


　しかし、それが完成するよりも早く。


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ひしゅんっ！


　右隣を走る馬車から、ナーガの放った冷気の矢が、あたしのすぐそばを薙なぎ、過すぎる！


「どあああああああっ！」


　悲鳴は、後ろの座席から聞こえた。


　そちらの方に目をやれば、運悪く、今のに当たったか、凍りついてる客二人。


「冗談じゃねーぞっ！　降ろせっ！」


「だいじょーぶよっ！　心配しないでっ！」


　血けつ相そう変えて叫さけぶ乗客に、なんとかパニックを起こさせまいと、あたしは呪文を中断して声をかける。


「心配するわっ！　こいつを見ろっ！」


　言って、そばで凍った乗客の一人を指さす。


「だいじょーぶだって！　単に凍ってるだけだからっ！」


「大丈夫じゃねーだろうがっ！　すでに十分っ！」


「あとで溶とかせば元通りよっ！」


「そーいう問題かっ!?」


「細こまかいこと気にしてるとモテないわよっ！」


「オレは嫁よめサンいるからもーいーんだっ！」


　えーい。あー言えばこう言う。


　ならばっ！


「いきなり眠りスリーピング！」


　ぱたぱたっ。くー。くー。


　かくて、乗客たちはおとなしくなった。


　あたしはナーガの方に目をやって、


「ナーガっ！　いきなりどーいうつもりよっ！


　正々堂々勝負じゃなかったのっ!?」


「ほーっほっほっほ！　笑わせてくれるわね、リナ＝インバース！　今のは立りつ派ぱな正当防衛に決まってるじゃない！」


「どこが!?」


「あのままおとなしくしていれば、いずれあなたが攻撃をしかけてきたはずっ！　となれば反撃は正当防衛っ！　今のは単に、反撃の方を先にやっただけよっ！」


「ンな反撃があるかぁぁぁっ！」


　こっ……このアマぁぁぁぁっ！


　けどまあともかく、これでこっちにも、あっちを攻撃する、立派な口こう実じつができたとゆーもの。


　……さっき、口実なしに攻撃しようとしたじゃねーか、とゆー説もなきにしもあらずだが、あくまでそれはそれである。


　しかし問題は、攻撃手段。


　一番楽に勝つ方法は、言うまでもなく、馬を狙ねらうか、乗客を狙うかすればいいのだが、いくらなんでも、そんな極ごく悪あく非ひ道どうな真似はできない。


　……ま、ちょっと凍らせるくらいならいいかなー、とか思ったりもするのだが、ここで問題となるのがランバード。


　もともと術が使えるのか、それとも単に、他人に教えてもらった呪文を丸暗記しているだけなのかは知らないが、この男が、少なくとも魔風デイム・ウインの術を使えることは、前回証明済みである。


　ハンパな氷の呪文なぞぶっ放したところで、吹き散らされるのが関せきの山。


　となると──こーいうテはどうだっ!?


　あたしは呪文を唱えつつ、こっそりと、ふところからサイフを取り出して、銅どう貨か一枚だけを中に残して、コインをポケットに入れる。


　そして、呪文が完成し──


「氷フリーズの・矢アロー！」


「甘あまいっ！　魔風デイム・ウインっ！」


　やはりこちらの思った通り、あたしの放った氷の矢フリーズ・アローは、ランバードの術に吹き散らされる。


　今だっ！


　あたしは手にしたサイフを、ランバード目がけて投げつけた。


　サイフには、スリ防止用に、細いヒモが結びつけてある。銅貨入りのサイフがおもりとなって、ヒモがランバードの全身鎧フル・プレートにからみついた。


　そして、糸のもう一いつ端たんは、あたしの手の中。


　同時に、呪文を唱えはじめるあたし。


「──なんだっ!?」


　こちらの意い図とがわからずに、あわててもがくランバード。


　しかしンな程度で、からまった糸がはずれるわけもなく、あっさり切れることもない。


　なにしろこの糸、金属製なのである。


　そしてあたしの呪文が完成した！


「雷っモノヴオルト！」





　ぴばしぃっ！





「ぎぇをっ!?」


　金属糸と全身鎧フル・プレートを伝わって、雷らい撃げきがランバードの全身を駆かけめぐる！
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　これにはさすがにひとたまりもなく、たづなを放し、御者台から転がり落ちるランバード。


　おっしゃぁぁぁっ！


　糸を手放し、これでジ・エンド！


　サイフと銅貨一枚はもったいないが、これはもちろん、あとで必要経費で請せい求きゆう、である。


「決まったわね！　ナーガっ！　御者なしじゃあ馬車も走んないわよっ！」


　実際、御者を失って、あちらの馬車は、すこしずつそのペースを落とし、だんだんと遅おくれてゆく。


　しかし、勝ちほこったあたしのことばに、一体どういうつもりか、ナーガは不敵な笑えみを浮うかべ──


「──な──!?」


　おもむろに御者台につき、たづなを取る！


「無む駄だだ！　シロウトに扱あつかえるもんじゃない！」


「はいっ！」


　ロバーツさんの声を無視して、ナーガはたづなを操った。


　二頭の馬が加速する。


「なにぃっ!?」


　驚きよう愕がくの声を上げるロバーツさん。


　ナーガの操る馬車は、以前と変わらぬ勢いで街道を駆け抜ける！


「何者だ!?　あの女!?　あのたづなさばき、へたをすると──いや、間ま違ちがいなくランバードより上だぞ!?」


　な……なにぃぃぃっ!?


「ほーっほっほっほ！　甘いわね、リナ！


　御者を倒たおせばそれで勝ち、とか思ったみたいだけど……


　馬車を操ることくらい、この白蛇のサーペントナーガにとっては、ほんのたしなみ程度のものよっ！」


　こいつっ！　時々おかしな技わざ使うけど、まさか、こんな隠かくし芸まで持ってたとはっ!?


「ど……どうする!?　リナさん」


「落ち着いて！　ロバーツさん！　倒す相手がナーガ一人になっただけの話よっ！」


　うろたえるロバーツさんを叱しつ咤たして、あたしは呪文を──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　唱えはじめるより早く、馬車を操りながらのナーガから、攻撃呪文が飛んで来る！


「くっ!?」


　あわてて上体を振ふり、飛んできたうちの一撃をかわす。


　おにょれっ！　ならば目には目を、氷フリーズの・矢アローには氷フリーズの・矢アロー──


　どがし。


　何やら重い音が聞こえたのは、その時だった。


「？」


　そちらの方に目を転じれば──


「うあああああああっ！」


　そこには、誰もいない御者台がっ！


　まさかロバーツさん、今のナーガの氷フリーズの・矢アローでやられて転落したとか!?


「ほーっほっほっほ！　どうやら、御者を失って負けるのは、そっちの方だったようね！　リナ！」


「な……なんのぉぉぉっ！」


　あたしは御者台へと移り、主あるじを失ったたづなを取る。


「はいっ！」


　かけ声一発、たづなをひと振り！


　……がらごろごろ……


　馬のペースが落ちてゆく。


　………………あれ？


「ほーっほっほっほ！　そっちの御者が言ってたでしょ、素人しろうとにどうにかできるものじゃない、って！」


　おにょれっ！　ナーガにできて、あたしにできないはずがっ！


「はいっ！　うりゃっ！　とうっ！」


　たづなを振り回してみても、落ちてきた馬のペースは戻もどらない。


　一時はこちらがリードしていたが、ほどなくナーガの馬車は、こちらに追いつき──あっさり追い抜く。


　くくぅっ！　こーなれば最後の手段っ！


　あたしは口の中で呪文を唱え──


「炎フレアの・槍ランスっ！」


　ぼひゅっ！


　あたしの放った炎フレアの・槍ランスは、馬車を引く、二頭の馬の間を貫く。


　びくんっ！


　馬の体が、一いつ瞬しゆん、たしかに震ふるえて見えた。


　その背に向かって、あたしは静かな口く調ちようで、


「走って。お願い」


　ぱからっ！　ぱからっ！　ぱからっ！　ぱからっ！


　同時に馬たちが、全速力でダッシュをはじめる！


「ふっ！　どーよナーガっ！　これぞ、どこぞの平和主義者直じき伝でん、『誠せい意いのこもった話し合い』よっ！」


「……どこぞの平和主義者……って……」


「これからが本当の勝負よっ！　ナーガっ！」


「ふっ！　のぞむところよっ！　リナっ！」


　同時に呪文を唱えはじめる二人。


　そして。


　抜きつ抜かれつの激走と、呪文の応おう酬しゆうがはじまった。





　西の山の端はに陽ひが沈しずむ。


　一日が終わりを告げようとする、その頃。


　がらごろがらごろがらごろ！


『氷フリーズの・矢アロー！』


　かきこきかきこきぃぃぃんっ！


　攻撃呪文の応酬を続けつつ、あたしとナーガ、二人の馬車は、ザニールの町のすぐ近くまでやって来ていた。


　……あらかじめ、ロバーツさんといっしょにコースの下見をしていなければ、目的地への道もわからず、無意味につっ走るハメになってたかもしれないが。


　どわぁぁぁぁっ！


　遠い歓かん声せいがわき起こる。


　見れば、ザニールの町の端はしに、遠目にもわかる黒山の人だかり。


　──こっちの町でもお祭りさわぎになってるのか、色とりどりの旗やら何やらも見て取れる。


「──はぁっ！」


　ぴしぃっ！


　馬にムチを入れ、ラスト・スパートに出るナーガ！


　なんのっ！　こっちもっ！


「がんばって！　でないとあんたら、不幸になるわよっ！」


　あたしのまごころが、乙女おとめの祈いのりが通じてか、こちらの馬もペースを上げる！


　鼻の差でリードしていたナーガの馬車を、半馬身ぶん追い抜いて、それをまたまた向こうの馬車が抜き返す。


　二台の馬車は、歓声の中、ザニールの町に突とつ入にゆうした！


　あとは、中央広場までの一直線！


　こーなったらもはや互いに、攻撃呪文を唱えて、などと言っている場合ではない。


「はっ！　はっ！」


「ほらほらっ！　何ちんたら走ってんのよっ！


　みんなに馬ばサシごちそうしたいわけっ!?」


　四頭の馬は、全力で通りを駆け抜ける。


　ゆく手に中央広場の噴ふん水すい。その手前には、張られた一本のテープ。


　あそこが──ゴール！


　ひづめが地を蹴けり、車輪がきしみ──


　そして。


　張られたテープが──切れる。


「ゴォォォォォォォォォォォル！」


　男の声が広場に響ひびいた。


　夕ゆう陽ひを浴あびて、旗がひるがえる。


　あたしから見て、着いたのは、ほとんど全く同時だったはず。


　判定は──!?


「勝者──」


　男の旗がふり上げられた。











[image: ]








　その先で、御者台の上のナーガを指して。


　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！


「ほーっほっほっほっほっほ！」


「……くっ……！」


　人々のどよめきを圧して、ナーガの高笑いが響く中、あたしは御者台の上で、がっくりうなだれたのだった。


　──かくて──


　デラザック・シティの乗合馬車組合は、一つに統合されたのだった。


　ロバーツさんは、気落ちしながらも、『あんたはよくやってくれた』と、約束の依い頼らい料りようよりはいくぶん少なめながらも礼金を払はらってくれた。


　一方ランバードの方は、いまだ放心状態から抜け出せずにいるらしい。


　……まあ……放心もするわな……


　なにしろ、自分が狙っていた組合長の座に、いきなりナーガが座っているのだから。


　組合長はナーガに決定。


　そんな、寝言以下の発表があったその時、もちろんロバーツさんもランバードも、むろんあたしも文句をつけた。


　しかし大会を仕切った町長さんは、よぽよぽとした見かけによらず、とにかくひたすらガンコだった。


　──いーや！　わしはルール説明の時、たしかに『勝者が組合長』と言った！　ロバーツかランバードのどちらか、などとは言っておらんっ！　馬車がゴールに着いた時、二人とも乗っておらんかった以上、勝った方の馬車を操っておったナーガ殿どのが勝者じゃっ！


　それにっ！　判定への抗こう議ぎは受け付けん、ということで、全員同意したはずじゃっ！


　文句がある奴ぁ町から出てゆけっ！


　──とまあ、この調子だったのである。


　というわけで。


　経営破は綻たん起こして組合解散し、社員にフクロにされるまでの十日間、ナーガは、デラザック・シティ乗合馬車組合の組合長をつとめ上げたのだった。







（激走！乗合馬車！：おわり）












スレイヤーズすぺりおぉる



　牛乳哀歌えれじい














「ちょっと待てぃ」


　ある日の午後のカフェテラスで。


　相手のことばをさえぎって、あたしはいすから腰こしを浮うかした。


「どうした？」


　テーブルの向こうから、平へい然ぜんとそう問いかけてくる相手の顔を、ひた、と見すえて、


「それってつまり……ひょっとして……


　あたしに、牛乳ドロボーをつかまえろ、って言ってんの？」


「早い話がそういうことだが」


「………………………………」


　あっさりとそう言い放はなたれて。


　あたしはしばし、ことばを失なくして立ちつくしたのだった。





　今からひと月ほど前にも──


　あたしは一度、このデラザック・シティを訪おとずれていた。


　二つの乗合馬車組合の抗こう争そうにまき込こまれ、あれやこれやとあったあげく──


　結局、あたしの知ってる女魔ま道どう士しのせいで乗合馬車組合は破は綻たん。彼女は組合のみなさんに、きっちしフクロにされたわけだが……


　今回、ちょっとした事じ情じようでその女魔道士をふりきるために、彼女が苦にが手てとしているだろう、この町に立ち寄った。


　そしてそこで出会ったのが──前回の事件で、片方の乗合馬車組合の責せき任にん者しやをしていたひと──今あたしの目の前にいる、ロバーツ＝ディンボルトさんだった。


「たしかに──」


　テーブルの向かいで、ロバーツさんは小さくため息をつき、


「前回の依い頼らいであんたがちゃんとやってくれていれば、組合も潰つぶれず、私も路ろ頭とうに迷まようこともなく、こんな依頼をしなくてもよかった。早い話があんたにも責せき任にんあるんだから、これくらいの頼たのみ聞いてくれたってバチは当たらんだろう、とか心の中でひっそり思ったりもするが、とりあえずそれはあえて口にしないことにして──」


「………………………………」


　……そーいえば、こーゆーひとだったな……ロバーツさんって……


「組合も発ほつ足そくしたてで、資し金きんも決して豊ほう富ふとはいえん。


　正直言って、それほど多た額がくの謝しや礼れいができるわけでもない。


　しかし、そこをまげて、頼むっ！」


　言って頭を下げるロバーツさん。


　うーむ……そうまっすぐに来られると……


「……け……けど、牛乳ドロボーって、別にわざわざあたしに頼まなくても、役人にでも訴うつたえりゃあいーじゃない」


「もちろん訴えた。


　しかしやっぱり、対たい応おうは、『たかが牛乳ドロボウ』だ。『なるべく警けい戒かいする』とか口先で言われておしまい、だ。任まかしておいたら、一体いつになったら解かい決けつ……どころか、捜そう査さをはじめるかもわからない。


　冗じよう談だんじゃない。こちらは生活がかかっているんだからな。


　だからこそ、あんたに頼むんだ。


　な。この通りっ！」


「……うーむ……」


　言われてあたしはしばし考え──


「ともかく……


　まずは、くわしい話を聞かせてもらいましょーか」


「そうだな。なら、組合まで来てもらおうか」


「わかったわ」


　言ってあたしはうなずくと、テーブルの上の伝でん票ぴようを、静しずかにロバーツさんに向かってさし出したのだった。





　乗合馬車組合が、経けい営えい破は綻たんを起こしてしばらくの後──


　途と方ほうに暮くれまくっていたロバーツさんのもとを訪おとずれたのは、もと職しよく員いんの、カイトという若者だった。


　なんでも、カイトさんの実家とやらは、すこし離はなれた町で牧ぼく場じようをやっているとのこと。


　そこで彼が思いついたのが、そこから牛乳を仕込れて、この町で売りさばこうという計画だった。


　むろんこの町にも、牛乳を売る店はほかにもある。しかし、彼が考えたのは、契けい約やくをした家とか店とかに、毎朝、牛乳を廉れん価かで配はい達たつする、というものだった。


　それにあたって、配達のルート調ちよう整せいなど、馬車組合の時代につちかったノウハウを豊富に持つロバーツさんに、力を貸してほしい、ということで声をかけてきたのだ。


　ロバーツさんは、この話を快こころよく引き受け、かくて、デラザック・シティ牛乳配達組合が無事に発ほつ足そくしたのだった。


　組合──といっても、なにしろ発足したばかり。それほど潤じゆん沢たくな資金があるわけでもない。社員の数もわずかに三人。ロバーツさんも、配送計画を練ねるかたわら、毎朝牛乳の配送に、荷馬車を走らせていた。


　──ところが──


　ある程度の固定客もつき、組合の運営も軌き道どうに乗りはじめたある朝のこと。


　まだ立ちこめる朝あさ霧ぎりの中、いつもと同じように、荷馬車を走らせていたロバーツさんは、いきなり強きよう烈れつな睡すい魔まに襲おそわれたのだった。


　抵てい抗こうもむなしく彼は眠ねむりに落ち──


　目が覚さめた時には、すでに陽ひは昇のぼりきり、荷台に積んだ牛乳の一缶がなくなっていたという──


「一缶？」


　ロバーツさんのことばをさえぎり、思わずあたしは問いかける。


「ええ。注文の量がそれぞれ違いますから、必要に応じて、最初から、大・中・小の缶に牛乳を入れて、入れ物ごと配達。翌朝カラの容器を回収、という段取りになっています。


　盗ぬすまれたのはそのうちの一つ、中缶入りのものでした。


　あとで現物をお見せしますが……ちょっとした鞄かばんくらいの大きさはあります」


　町の端にある小さな建て物──牛乳配達組合本部の応接室で。


　ロバーツさんにかわって答えたのは、この組合の発足人のカイトさんだった。


　二は十た歳ちくらいの、黒くろ髪かみ・細身で、物腰の柔やわらかそうなハンサムである。


「ふぅむ……なら、ちょっと飲むために盗んだ、ってセンは消えるわね……」


　あたしのことばにロバーツさんはうなずいて、


「まあな。一人で飲むには多すぎる量だ。


　無理すれば飲めないこともないだろうが、無理して飲むために盗む奴やつはいないだろう。


　ともあれその日からだ。


　同じことが、毎日続くようになったのは」


「毎日？」


「ああ。


　次の日も同じように眠り込んで、目が覚めてから荷台を調べてみると……」


「またひと缶、なくなってた、と……？」


　あたしのことばに、彼は左右に首を振ふり、


「いや。缶は全部揃そろってた。


　安心して配達を続けたんだが……


　しばらくして気づいたんだ。一つだけ、缶が妙に軽い、ってことに」


「それってまさか……」


　あたしのことばに、ロバーツさんはこっくりうなずいて、


「ああ。牛乳の入った缶がひとつ、カラになってた。


　中身だけ抜き取られたんじゃない。缶の中は、洗ったみたいにきれいになってたからな。


　前の日に盗とられたぶんの空き缶と、すり替えられたんだ」


「なるほど……」


　おそらく『眠りスリーピング』の術を使った、計画的犯行、というところか……


「それがここのところ毎日……しかも、だ。


　配達員は三人──早い話が組合員全員でやっているわけだが、決まって盗ぬすまれるのは私の荷馬車からだ」


「ですから僕は、今回のことは、ロバーツさんへの個人的ないやがらせではないかとも思っているんですが……」


　と、今度はカイトさん。


「たしかに一回一回盗まれる量は、たいしたものではありません。けれど、だからといってほうっておいていいわけでもありませんし、こう毎日続いては、薄はく利り多た売ばいでやっている以上、決して馬ば鹿かにはなりません。


　……正直申し上げまして、それほど多額のお礼ができるわけではないのですが……成功報ほう酬しゆうで金貨五枚……といったところで、いかがなものでしょうか？」


「ふぅむ……」


　ドロボー捕つかまえて金貨五枚か……相場からすると、たしかに決していい報酬とはいえないけど……相手はたかがドロボー。どつき倒して捕まえるのに、それほど苦労はしないだろうし、たしかに前回の件では、あたしも引け目を感じないわけではないし……


「わかったわ。この件、引き受けさせてもらうわ」


「おお！　そうか！」


「ありがとうございます！」


「それじゃあ早さつ速そく……」


　カイトさんのことばを遮さえぎって、がちゃりっ、と部屋の扉とびらが開く。


　ティーカップを載のせたトレイを手に持って、ややおずおずとした態度で、頭だけぺこりと下げたのは、としの頃、十七、八の銀髪プラチナブロンドの女性。


「………………」


　彼女はしばし、何やらもの言いたげなまなざしで、あたしの方を眺ながめていたが、あたしと視し線せんが合うと、あわてて目をそらし、テーブルの上に香こう茶ちやのカップを並べはじめる。


「リナさん。一応正式に紹しよう介かいしておきます。


　彼女がうちのもう一人の組合員のメローネです」


「……よ……よろしくお願いします」


　彼女はぺこりと礼をすると、あわててそそくさ部屋を出てゆく。


　うーむ。どーやら人見知りするタイプの人のよーである。


「……いや……実を言うと、僕は彼女にプロポーズしていましてね……」


　彼女が出ていったそのあとに、やや照れくさそうに言うカイトさん。


「返事は……まだですけどね」


「心配するな組合長。メローネもお前に気があるよ。態度を見ていればわかる」


「か……からかわないでくださいよロバーツさん……


　きっと、こんな事件が起こったから、彼女も落ち着いて考えることができなくなってるんだと思うんですけどね……


　あ……ともかく……


　ま、そんな個人的な事情もあったりするんですが……そういうことで、なるべく早く事件を解決したいんです。


　よろしくお願いしますよ。リナさん」


「わかったわ。


　それじゃあさっそく！


　明日の朝から活動開始よっ！」





　町の中には、薄うすい朝あさ霧ぎりが立ちこめていた。


　空の色が、黒から白へとようやく変わりはじめた頃。


　あたしとロバーツさんの二人は、牛乳ドロボー逮たい捕ほに向かって、本格的に活動を開始したのだった！


　方法はいたって簡単。


　ロバーツさんが配達にまわる馬車のすこしあとを、あたしが尾び行こうし、犯人がちょっかいをかけてきたなら、その現場を押さえる、という寸法である。


　こんな時間でも、もう働きはじめているひとたちはいる。朝霧を透すかしたその向こう、町の通りの端々にも、ぽつり、ぽつりと佇たたずむ人ひと影かげが見える。


　問題なのはこの朝霧。犯人から、あたしの姿を隠かくしてくれる役には立つが、逆に犯人が逃げ出した時、見失いやすくもなるのがネック。はたしてこの霧が、吉きちと出るか凶きようと出るか……？


　ロバーツさんの乗った荷馬車は、あちこちの家で集配を行いつつ、どんどん通りを進んでゆく。


　やがて大通りを抜けて、今はまだ人通りのない、住宅街へとさしかかる。


　……犯人がしかけて来るのなら、このあたりだろうか……


　などと思いつつ、荷馬車を尾つけるそのうちに──


　──がくんっ。


　小さな音を立てて揺ゆれ、荷馬車がいきなり停止する。


　集配場所の一つ──ではない。


　霧を透かせた向こうに見える、御ぎよ者しや席せきのロバーツさんは、かすかに首をうなだれたまま、動く様子を見せようともしない。


　──眠らされたか!?


　となれば犯人は近くにいるはず！


『眠りスリーピング』の術が使える、ということは、犯人はほかにも術を使える可能性が高い。相手が現れるのを待って一撃必殺でしとめるっ！


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ、犯人が姿を見せるのを静かに待った。


　──しかし──


　しばらく待っても、誰だれも出てくる様子はない。


　まさか──勘かんづかれたか？


　それとも単に、警けい戒かいして様子をうかがっているだけなのか……


　などとあたしが思っていると──


　……ひた……ひた……


　うすぼんやりとした霧の中、足音を殺しつつ、わき出る人影がひとつ。


　人影はまっすぐに、ロバーツさんの荷馬車に向かって歩み寄る。


　──来たっ！


　霧を通して見えるその姿は、黒い髪かみの、がっしりとした体格の三十男。


　もう少し引きつけてから──


　思ったその時。


　かたりっ。


　近くで小さな音がした。


　とたんに、男は、びくんっ！　と体をふるわせて、きびすを返してダッシュする！


　まずいっ！


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ひゅかかかかかかっ！


　あわててあたしの放った術は、しかし半ばは荷馬車にさえぎられ、残る半分も全部がはずれ。


　えぇいっ！　こうなったらしかたないっ！


「待ちなさいっ！　牛乳ドロボーっ！」


「!?」


　ダッシュで駆かけ出し、追うあたしに、相手も一いつ層そう足を早める。


　おにょれ逃がさんっ！


　あたしは口の中でまたまた呪じゆ文もんを唱となえ──


　放とうとした、まさにその瞬しゆん間かん。


　男はいきなし進路を変えて、横の路ろ地じへと飛び込んだ。


　追いついて路地をのぞき込めば、ちょうど、ぐねぐね曲がった路地の向こうに、男の背中が消えてゆくところだった。


　えーいっ！　めんどーなっ！


　これでは攻こう撃げき呪文も放てない。飛行の術で上から追う、という案もちらりと頭をよぎったが、並ならんだ家のつき出たひさしに視界を邪じや魔まされて、相手を追うのは不可能である。


　早い話が、じみちに走って追うしかないっ！


　ともあれあたしは、男を追って路地に駆け込む。


　時々思い出したように、男の背中がちらりと見えるが、すぐにまたまた見えなくなり、その差が縮ちぢまる様子もない。


　うにゅうっ！　地の利は相手にあるかっ！


　しかしあきらめるわけにもいかない。あたしは路地を、走って走ってひた走り──


　ふと、あたしは気がついた。


　しばらく前から、男の背中が全く見えなくなった、ということに。


　──見失ったか──


　そうも思うが、ひょっとしたらただ単に、差をひろげられただけかもしれない。


　ともあれもう少し進んで──


　などと思って駆けてゆくと──


　唐とう突とつに、視界がひらけた。


　出たのは、住宅街の表通りだった。


　あたりに歩あゆむ人の姿はなく、見えるのは一台の荷馬車のみ。


　一瞬、ぐるりと路地をまわって、もとの通りに出たのか、などとも思ったが、どうやら違うようである。


　荷馬車の上でごそごそとやっているのは──


「カイトさん！」


「ああ。リナさん。どうしました？


　……って、あなたたしか、ロバーツさんといっしょに牛乳泥棒追ってるんじゃあありませんでしたっけ？」


　牛乳缶を持ったまま、のんきな口く調ちようで問うカイトさん。


「出たのよっ！　そのドロボーがっ！」


「なんですって!?」


　あたしは、今しがた出てきた路地を、びっ！　と指さし、


「犯人追いかけてて、その路地から今出てきたのよっ！


　こっちに誰か怪あやしい奴やつ、逃げて来なかった!?」


「いえ、気がつきませんでしたけど……犯人は、たしかにそこから出てきたんですか？」


「……それは……


　犯人追っかけて路地に入って、そのまま追いかけたんだけど……途と中ちゆうから見えなくなって……とりあえず、そのまま路地をまっすぐ進んでここに来たんだけど……」


「ふぅん……」


　カイトさんはしばらく考えて、


「──とにかく、いそいでロバーツさんのところに戻ってください！　ひょっとしたら犯人が、リナさんをやりすごしてから、現場に戻ってるかもしれませんっ！」


「！　そ……そうねっ！」


　言ってあたしはきびすを返し──





　──しかし。


　あたしがロバーツさんの眠ねむりこける現場に戻ったその時には。


　すでに牛乳のひと缶は、カラの缶とすり替えられたあとだった──





「これが、集配のルートです」


　言って、カイトさんがテーブルにひろげた町の地図の上には、三本の赤いラインが書き込まれていた。


　組合の本部に戻ったそのあとで。


　あたしと組合員一同は、一室に会して対たい策さくを練ねっていた。


　カイトさんは、並んで走る三本の赤いラインを順に指さしながら、


「このラインが、メローネ担当で、まん中のこれが、ロバーツさんの集配コース。そしてもう一本が、僕の集配コース、となっています。


　今け朝さ、襲しゆう撃げきがあったのが、大体このあたりで──」


　と、ロバーツさんのコース上、地図の一点を指さして、


「犯人が逃げてった路地がこのあたりよ」


　今度はあたしが地図を指さす。


　カイトさんは小さくうなずいて、指先で地図をなぞりつつ、


「リナさんと僕が出会ったのがこのあたりですから……リナさんは、こういうルートを通ってきたんだと思います。


　……この地図で見ればわかると思いますけど、ここの路地は、実は結構横道があったりします」


「……あたしもそれは、帰りに気がついた……」


　苦にがい口調でつぶやくあたし。


　追っている時には気がつかなかったのだが、あの路地には、あちこちに、さらに細い裏路地が、何本も分ぶん岐きしていたのだ。


　ノラ猫ねこよけかなんなのか、カギのかかっていない扉とびらがついていたり、粗そ大だいゴミだか荷物だかで半ばふさがっているようなものばかりだったが、そこに路地があると知っていて、通ろうと思えば通れないこともない。


　おそらく犯人は、そのうちのどれかに身をひそめ、あたしをやりすごしてから、ロバーツさんの荷馬車のところに戻って、犯行に及およんだのだろう。


「ということは、犯人はかなり、この町にくわしいひとですね」


　カイトさんのことばにうなずくあたし。


「……ま、今回は取り逃がしちゃったけど、犯人の顔も見たし、次回は絶対つかまえるわよっ！」


「見たのか!?　犯人の顔を!?」


　ロバーツさんのことばにあたしはこっくりうなずき、


「たぶん三十過ぎ、くらいね。


　ロバーツさんと同じくらいの背で、わりとがっしりした男よ。


　黒い髪の毛を肩まで伸のばして、口ヒゲなんぞ生はやしてたわ」


『……………………！』


　あたしが言ったそのとたん。


　ロバーツさんと、カイトさんとメローネ。三人は、顔を見合わせ、一瞬沈ちん黙もく。


「口ひげ……って……」


「まさか……」


　メローネとカイトさんが何やら言いよどみ、


「なあ……


　まさかとは思うけど……


　それって、ランバードじゃあなかっただろうな？」


「……へ……？」


　ロバーツさんの問いかけに、あたしは思わず、間の抜ぬけた声を上げていた。


　ランバードというのはほかでもない、前の乗合馬車組合抗こう争そう事件で、ロバーツさんの組合と対立していた組合の、ボスをやっていた男の名である。


「……って言われても……


　よく考えたらあたし、全身鎧フル・プレート姿のランバードしか見てないから、素す顔がおって知んないんだけど……」


「右頰ほおに、うっすらと傷きず跡あととかなかったか!?」


「いや……『うっすらと』とか言われると……霧がかかってたし、距きよ離りもあったから、さすがにそこまでは……


　けどそー言えば、目もとの印いん象しようとか似てたかも……」


「なるほど！　そうか！」


　カイトさんは興こう奮ふんした口調で、ぽんっ！　と膝ひざを叩たたき、


「実はこの組合が発足してから、ちょくちょく、この建物を覗のぞいているランバードの姿を、みんな見ているんですよ！」


「あいつの仕し業わざかっ！」


　吐はき捨すてるように言い放つロバーツさん。


　なるほど。前回、馬車組合がポシャったのを、『もともとはロバーツさんのせい』なんぞと逆さか恨うらみして、牛乳配達組合員として再スタートしたロバーツさんに、いやがらせをしかけてきた、というわけか。


「それなら話のつじつまは合いますね。


　前の、馬車組合同士で抗争をしてた時、みんな、簡単な呪じゆ文もんを覚おぼえてたりしていますから……」


　カイトさんのつぶやきに、ロバーツさんはうなずいて、


「ランバードの奴やつが、『眠りスリーピング』を使えても不思議じゃあない。


　実際奴は、あの時に、いくつか術を操あやつっていたからな」


「……け……けど、いやがらせをしたいのなら、毎日ひと缶ずつ、などと面倒なことをしなくても、荷台の牛乳を全部こぼす、とかしてもよさそうなもんですけど……」


　いまいち自信なさげな口調で、疑ぎ念ねんをはさむメローネに、あたしは、ちっちっちっ、と指を振ふり、


「甘いわね。


　今のままなら、お役人は、『たかが牛乳をすこし盗ぬすまれたくらい』とか思って動かないけど、大々的にやったなら、さすがに本腰入れて動き出すわ。


　純じゆん粋すいにいやがらせを続けたいなら、むしろ、こんなふうにした方が効果的なのよ」


「……そういうもんですか……」


「そーゆーもんよ。


　ともあれまずはっ！


　あたしが見たのが、ほんとーにランバード本人なのか、確かめる必要はあるわね。


　ランバードの家って、どこにあるか知ってる？」


　あたしの問いに、またもや三人は顔を見合わせて──


　口を開いたのはカイトさんだった。


「それはもちろん。


　引っ越していなければ──の話ですが」


「そう言えば、あんたが奴を見失ったあたりの近くだな」


　ロバーツさんが口をはさむ。


　カイトさんは大きくうなずいて、


「──よし。わかった。


　メローネ、ランバードの家の場所は知ってるね。すまないけれどリナさんを案内してくれるか」


「はい。わかりました。


　……それじゃあ……」


「そうね。


　早速に出かけるとしましょーか」


　こーゆー場合、善ぜんは急いそげ。こっくりひとつうなずいて、あたしは席を立ったのだった。





「……あの……リナさん……」


　ランバードの家へと向かう道すがら。


　メローネは、やはりおずおずとした口調で、


「……その……リナさんって……胸が小さいですよね……」





　どがしゃぁっ！





　いきなりなその攻こう撃げきに、ひとたまりもなくひっくりこけるあたし。


「ああっ！　だいじょうぶですかっ!?」


「どやかましぃぃぃっ！　おずおずした口調で、何言い出すかと思ったらっ！　いきなしなんつー失礼なことをっ！」


「そんな……失礼だなんて……


　わたしはただ、リナさんって、胸が小さいせいで、ヒサンな人生送っているんじゃないかな、と思ってお聞きしただけで……」


「ケンカ売っとんのか。あんたは」


「とんでもありません！　わたしはその……胸がないから、って男性にふられた経験とかないかな、ってお聞きしようと思っただけで……」


　殺スぞ。あんた。


　道案内の途中でなければ、問答無用で攻撃呪文の二、三発もぶちかましているところである。マジで。


「ほら、道すがらの、ただのちょっとした話題ですよ」


「……ならお願いだから、もーちょっとほかの話題をお願い。


　たとえば……そーね。


　そーいえばあなた、カイトさんにプロポーズされてる、って話だけど、そのへんどーなの？」


　あたしのからかい返しに、彼女は、ぽっ、と頰ほおを赤らめて、


「そ……それは……組合長はお優やさしくて、すてきなかたですし……」


「ひゅーひゅー[image: ]　なら、とっとと『はい』って言っちゃいなさいよ」


「……でも……」


　メローネは、いきなし、ふっ、と淋さびしげな瞳ひとみをして、


「わたしなんか……あのかたには、とっても釣つり合いません……」


「なぁぁぁに言ってんのよっ！」


　あたしは彼女の背中を、ばべしっ！　と叩たたいて、


「相手はあなたのことが好き。あなたも相手のことが好き。


　ンなら、なーんの問題もないじゃない！」


「……そういうもんでしょうか……？」


「そーゆーもんよ。


　もっと自信を持ちなさい。


　だいたい……」


　言いかけたことばをとぎれさせ。


　あたしはひたりっ、と、その場に立ち止まる。


　通りを隔へだてたその向こう──


　てふてふ歩くその人ひと影かげは──


「どうしました？　リナさん？」


　言ってメローネは、あたしの視線が向いたその先に目をやって──


「──ランバードさん！」


　──そう。


　二人の視線のその先にいたのは、間違いなく──


　今朝、犯行の現場で見かけた、あの男だった。





「──くっ！」


　二人が声を上げた刹せつ那な。


　向こうもこちらに気づいたか、きびすを返していきなり逃げ出す！


「追うわよっ！」


「はいっ！」


　言って駆かけ出すあたしとメローネ。


「やっぱしあいつがランバードなの!?」


「はい！　そうです！」


「おっしゃぁっ！　とっとととっ捕つかまえてとっとと事件解決よっ！」


　あたしは口の中で呪文を唱え──


　しかし、こちらが術を放つより早く！


「魔風デイム・ウイン！」





　ぶぉうっ！





「!?」


　ランバードの放った強風があたしを襲おそう！


　たたらを踏ふんでバランスを崩くずし、メローネにぶつかり、倒れ込む！


「……たたたたた……」


「つー……ごめん、メローネ、だいじょう……ぶ……？」


　言ってから──


　あたしはふと、あることに気がついた。


　しかし今は、ランバードを追いかけることの方が先決っ！


「だ……大丈夫です」


「おしっ！　なら追うわよっ！」


「はいっ！」


　言ってふたたび走り出す。


　追いつ追われつ通りを駆け抜け、ほどなく一同は表通りに。


　さすがにこの時間となると、表通りには露ろ店てんも並ならび、そこそこの人出もあったりする。


　かててくわえてこの状じよう況きようでは、うかつに呪じゆ文もんもぶっ放せない。


　さては、人ひと混ごみにまぎれて逃げるつもりかっ!?


　しかし、そーは問とん屋やがおろさないっ！


　あたしは口の中で呪文を唱となえ──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　風の結界を身に纏まとい、高速飛行の術で、地を這はうようにかっ飛ばす！


　高度と運うん搬ぱん重量と、スピードの総和が術者の力量に比例するこの術、あたしくらいの魔道士が、低空飛行でかっ飛ばすと、本気でかなりのスピードが出る。


　みるみるうちにランバードとの差が縮まって──





　こぱぁぁぁぁぁっ！





　いきなり景けい気きのいい音とともに、視界がくりょくりょ回転する！


　なんぢゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?


　衝しよう撃げきに、多少ふらふらしながらも、なんとか体勢をたてなおし、術を解かい除じよして地面に降り立つ。


「大丈夫ですか!?　リナさん!?」


　追いつき駆け寄り言うメローネに、あたしは目をぱちくりさせて、


「……な……何？　何があったの今!?」


「横から来た馬車にはねられたんですよっ！　左右もよく見ずに進むからっ！


　はたで見ていてユカイなくらい景気よくすっ飛んでましたよっ！」
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　ほっとけっ！


　……まあ……たしかに今は、左右のことは気にしてなかったけど……


「──そうだ！　それよりあいつは──!?」


　言って顔を上げた視線のむこう──


　一つ先の通りの角に、立ち止まり、こちらを向いたランバードの姿。


　見下しきったその視線が、『けっ。何やってやがるんだこのバカアマ』などと如によ実じつに物語っていたりする。


　……お……おにょれ許ゆるさんランバードっ！　あたしが必ずはり倒すっ！


　かたく誓ちかってにらみすえ──


　しかし、あたしがその誓いを実行するより早く。





　すぱかぁぁぁぁん！





　向こうの通りのランバードは、横手から出てきた馬車に、やっぱしはね飛ばされたのだった。





「……く……う……？」


　縛り倒したランバードが、ようやく意識を取り戻したのは、彼を組合本部に運び込んで、しばらく経たってのことだった。


　まわりには、あたしとロバーツさん、それにカイトさんとメローネの姿。


「──っ!?」


　あわてて立ち上がろうとして、ようやっと、自分が縛しばられていることに気づく。


「な……何のつもりだ!?　貴様ら！」


「何のつもりだ、だと？


　笑わせるな！　それはこっちの台詞せりふだ！」


　言って、ずいっ、と詰つめ寄るロバーツさん。


「ま、とりあえず、役人につき出す前に、あんたの寝ね言ごとでも聞いて笑ってやろーかなー、って趣しゆ向こうよ。


　……しっかし……


　前はサクラの客を使ってのいやがらせ。ンで今回は牛乳ドロボーでいやがらせ。


　つくづくスケール小さいわねー」


　完かん璧ぺき無む比ひにバカにしまくったあたしのセリフに、ランバードは、きっ！　とあたしをにらみすえ、


「黙だまれ小こ娘むすめ！


　この際はっきり言っておくがな、今回の事件では俺は無実だっ！」


「うそつけぇぇぇぇぇっ！」





　どがしゃぁぁぁっ！





　ことばと同時に放った蹴けりが、ランバードのどたまを直撃する。


「ほっ……本当だっ！　信じろっ！」


「一体なぁぁぁぁにを根こん拠きよに信じるっつーのよっ！


　あんたがここの建物のまわり、うろちょろしてたのは、みんなが見てるし！　今朝だって、あたしはあんたの顔、はっきし見てんのよっ！


　それにさっきもっ！


　こっちに見つかるなりダッシュで逃げ出してっ！


　この状じよう況きようでどーやったら、『犯人じゃない』なんつー寝ねボケた言い分が通るのよっ!?」


「け……！　今朝のことはっ……！


　いきなりお前がこっちのことを、盗ぬすつ人と呼ばわりして追いかけてきたから逃げたまでのこと！　犯人に仕立て上げられてはたまらんからな！


　さきほど逃げ出したのも同じ理由だ！」


「ほほーう。


　そいじゃあこの建物のまわりをうろついてたのは？　今朝、寝こけたロバーツさんの馬車に近づいていったのは？


　まさか『たまたま』なんてことはないでしょーが？」


「……あ……あれは……その……」


　ランバードは、口ごもりつつ視し線せんをそらし、


「……こいつらが……新しく事業をはじめて、いろいろと苦労しているみたいだったからな……就しゆう職しよくでもして手つだってやってもいいかな、と思ってな……」


「……はぁ……？」


　くそ恩おん着せがましい言いように、眉まゆをひそめるあたしにかまわず、ことばを続けるランバード。


「で、だ。


　誰かに牛乳盗ぬすまれてる、って聞いて、まあ、犯人でも捕つかまえてやってもいいかな、と思って、今朝は通りで見張っていてやったんだよ。


　そうすると、いきなりロバーツの野郎が動かなくなりやがるから……


　近づいて行ってみると、なんか変な物音がしてよ。


　こんなとこ誰かに見られて、変に感ぐられてもいやだからよ。行こうと思ったら、いきなり盗ぬすっ人と呼ばわりされたんじゃねえか」


「なるほど。つまりこういうことですね」


　カイトさんはこっくりうなずいて、


「うちに就職したかったけど、馬車組合時代、ロバーツさんとの折り合いも悪かったこともあるし、今さら頭を下げて『就職させてくれ』とは言いにくい。それでどうしようかとうちのまわりをうろうろしていた。


　今回の牛乳ドロボーの件を耳にして、この事件を解決すれば、頭を下げずに恩を着せ、就職することもできる、と考えた──」


「……就職『したい』んじゃねえ……『してやってもかまわねえ』って言ってるんだ」


　やはりそっぽを向いたまま、カイトさんのことばを訂てい正せいするランバード。


　……まあ……たしかに世の中によくいるけど……恩着せがましいものの言い方しかできなくて、あちこちで嫌きらわれまくるタイプの奴やつ……


　早い話がこのランバードも、そういうタイプの人間、というわけである。


「なるほど。そーゆーことなら確かに、話のつじつまは合うわね」


「だろーが」


　ほら見ろ、と、言わんばかりの態度を取るランバードの頭を、ふたたびげしっ！　と蹴けりつけて、


「いばんないよーに。


　話のつじつま合わせたからって、無実だ、なんつー証明にはなんないでしょーが」


「違うぅぅぅぅっ！　無実だぁぁぁっ！　第一、俺はなんのためにそんなことをやらなくちゃならないんだっ!?」


『いやがらせ』


　速そつ攻こうでハモって答えるあたしとロバーツさん。


「違うと言ってるだろーがっ！　第一お前ら！　俺が牛乳飲んでるところとか缶持って逃げてるところとか見たのか!?」


「そんなもん見てなくったって──


　……缶!?」


　言われてはじめて。


　はた、とあたしは気づいていた。


　たしかに今朝、ランバードは、缶など持っていなかった、ということに。


　そう言えば、いつも盗まれている中缶という奴は、巨大とは言わないが、こっそり隠かくして持ち運べるほど小さいものでもない。


　犯人は、それを毎朝どうやって、誰にも見とがめられずにすり替えることができたのか。


　一人で飲むには多すぎるほどの牛乳を、犯人は一体どうしているのか。


　なぜ狙ねらわれるのがロバーツさんばかりなのか。


　そして──


　そこに、もう一つの要よう素そが加わったその瞬間。


　あたしの頭の中で、ひとつのパズルが完成する！


　謎なぞはすべて解けたっ！


「──おい、どうしたんだ？」


　横からロバーツさんに声をかけられ、あたしはふと我に返る。


「……わかったのよ……」


「わかった……って、何がだよ」


　あたしは、ぐるり、と一同を見回すと、


「犯人は、この中にいるのよっ！」


　あたしのことばに、一同は一瞬沈ちん黙もくし──


「……知ってる……こいつが犯人だろ？」


　言ってロバーツさんが、がいんっ、とランバードの頭をはり飛ばす。


　──たしかに──


　ランバードが犯人だ、とゆーことにしておけば、すべてのことは丸くおさまる。


　──いや──おさまるのだろうか──？


「……違うわね……」


「違う？」


　あたしの漏もらしたつぶやきに、眉まゆをひそめて問うロバーツさん。


「違うって……何がだ？」


「つまり──


　ランバードは犯人じゃない、ってことよ」


『な……!?』


　一同の驚きよう愕がくの声が、さして広くもない部屋の中にこだまする。


「おい！　そりゃあどういうことだ!?」


「どーもこーも。そーゆーことよ。


　……で……」


　あたしは視線を、ひた、とメローネに向けて、


「何か言うことはないの？　メローネ」


　部屋の空気が凍こおりつく。


　はじかれたようにメローネを見たカイトさんは、こちらをふり向いて、


「あなた、まさか、メローネが……！」


　そのことばが終わるより早く。


　ばたんっ！


　扉を開け放ち、駆かけ出すメローネ。


「メローネ！」


「追っかけるわよっ！」


「わかったっ！」


「あっ！　おいっ！」


　しばられて動けないランバード一人を残して、追って走り出すあたしたち。


「待って！　メローネ！」


「来ないでっ！」


　あたしの制止のことばに、裏庭の端で立ち止まり、ふり向くメローネ。


　彼女の思い詰めた気き迫はくに圧おされて、あたしたち三人は、思わずその場で足を止める。


　メローネは、ひた、とあたしを見て、


「……なんで……わかったんですか……？」


「メローネ！　それじゃあまさかきみが……！」


　カイトさんの呼びかけに、彼女はただ、辛つらそうに視線をそらすだけ。


　あたしは静かに語りはじめる。


「……犯人は牛乳の缶を入れ替えている……そこがポイントだったのよ……


　今朝ロバーツさんといっしょに行って、気がついたんだけど、あの時間でも、場所によっては人通りがある。


　そんな中を、犯人は、決して小さくはない缶を持ってうろうろしていたわけよ。


　にもかかわらず、誰も犯人を怪あやしいと思わなかった……


　つまりそれは、犯人が、牛乳缶を持っているのが当然の人物──つまり、牛乳配達人だったからよっ！」


「……そんな……」


「彼女なら、自分の荷馬車に、缶をひとつくらい多く積つんでいたって、たぶん誰にも気づかれないわ。


　配送ルートの途と中ちゆうで、自分の家かどこかに立ち寄って、盗ぬすんだ缶を隠かくしておくのは、簡単なはずよ」


「馬ば鹿かな！　第一、彼女には動機がない！」


「──動機は──」


　抗こう議ぎの声を上げるカイトさんに、あたしは静かなまなざしを向け、


「あなたよ」


「僕が!?」


「そう──


　あなたは彼女に求婚プロポーズした──


　彼女も、あなたのことを気に入っている──


　それが、彼女の動機なのよ──」


「……何を言っているのか、よくわからないんだが……？」


「彼女は悩んだ。あなたの申し出は嬉うれしい。けれどそれを受け入れれば、あなたに自分の秘密を知られてしまう。


　はたして秘密を知られたあとでも、あなたは自分を愛してくれるだろうか──？」


「……秘密……？」


「そして彼女は、急いで対処することを選び──事件を起こした。


　自分の荷馬車から牛乳を取れば、まず自分が疑われる危険もある。


　かといって、好きなカイトさんの馬車から盗むわけにもいかないし、ルートも遠い。


　となると、位置的に見ても、ロバーツさんのから取ってゆくしかない。


　事件が発生すれば、答えを先さき延のばしにしても不自然さはない。


　それに何より──彼女には牛乳が必要だったのよ！」


「……やっぱり……いまいち話が見えんのだが……？


　それに彼女は一人暮らし。一人で飲むには、あの牛乳の量は多すぎるぞ」


　おとめ心のわかんないロバーツさんのセリフに、あたしは小さくため息ついて、視線をメローネへと向けて、


「……どうする……？


　さっき、ランバードを追ってて、あなたにぶつかった時、はじめて気がついたんだけど……あたしの口から説明する？　それとも……」


　あたしのことばに、彼女は瞳ひとみに涙なみだを浮かべつつ、きっ！　とカイトさんの方を見すえて、右手を自分のふところに突っ込む。


　とさとさっ。


　抜ぬき出したその手から、布の塊かたまりが地面に落ちた。


　思わず視線をそらせるあたし。


「──そうよ──」


　彼女は言った。決然と。


「本当は、わたしの胸はパッドなのよ！　本当は胸がないのよっ！」


　血を吐はくような彼女の叫びに、ロバーツさんとカイトさん、二人の目が点になる。


「………………えーっと……」


「……まだよくわからんのだが……」


「だからぁっ！


　胸がない、ってことが知られたくないからっ！


　がんばって牛乳飲んで胸大きくしようとしてたのよっ！　それで、あの分量の牛乳なのよっ！」


「……はあ……」


　あたしの解説に、呆ほうけた返事をするロバーツさん。


「事務所で飲むこともできたかもしれないけれど、それで万が一、胸のことがバレたら、と思うと怖こわくて……


　それで彼女は思いつめて、ああいう手段に出たのよっ！」


「……いや……しかし……そんなことくらいで……」


「そんなこととはなんですかっ!?」


　無神経なロバーツさんのことばに、メローネは悲ひ痛つうな声を上げ、


「胸のない女の子の気持ちが、あなたに……リナさん以外にわかるんですかっ!?」


　……いや……そこであたしを引きあいに出されると、ちょっと殺さつ意い沸わくんですけど……


「……わたしはっ……わたしはっ！」


「もういいのよメローネ！」


　激げつ昂こうする彼女の叫びを、あたしの声がおしとどめる。


「……リナさん……」


「……もういいのよ……


　それに……よく聞いて、メローネ。


　牛乳飲むと胸が大きくなる、っていう、あれは、しょせん迷めい信しんなのよ……


　その証しよう拠こに……あたしも……さんざん飲んだけど……」


　後半はことばにならず、あたしはただ、静かに左右に首を振ふる。


　そして──


「うわぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　メローネは、がっくりとその場に泣きくずれたのだった──


　悲しい──


　いろんな意味で、あまりにも悲しすぎる事件の、それが、結末だった──












　エピローグ







「……メローネ……」


　ゆっくりと──


　カイトさんが彼女に歩み寄よる。


「来ないでっ！」


「なぜ……話してくれなかったんだ……」


　彼女の制止を無視して彼は歩みを続ける。


「実は僕も……きみに言っておかなくちゃあならないことがあったんだ……」


「来ないでって言ってるのにっ！」


「──僕は──」


　カイトさんは、彼女の肩に、そっと手を伸ばし、


「僕は実は……どっちかというと胸の小さい方が好みだったんだ……」


　──はっ──！　とメローネは顔を上げ──


「カイトさんっ！」


「メローネっ！」


　言って抱だきあうカイトさんとメローネ！


「……けど……カイト……わたしは罪つみを犯おかしたわ……」


「大丈夫だよ。メローネ。


『犯人はランバードでした』ってデッチ上げてしまえば万事解決。きみが困こまることじゃあない」


「それもそうねっ！　ああ！　ありがとうカイト！」


　けっこーヒドいことをさらりと言いながら、二人は、かたくかたく抱きしめあうのだった。


　感動の涙にむせぶあたしと、目を点にしたままのロバーツさんのその前で──





（ランバード以外は）めでたしめでたし。







（牛乳哀歌えれじい：おわり）















　あとがき



作者＋Ｌ＋Ｓ　　









作：夏だ花火だ眼球だ！


Ｌ：と、ゆーことでスレイヤーズすぺしゃる『激走！乗合馬車！』をお送りしますっ！……って……今、さらっと言った『眼球』って一体……？


作：気にするなっ！『夏』の枕まくら詞ことばみたいなもんだと思ってくれぃっ！


Ｌ：どんな夏だ。それは。


作：そんなことよりっ！　ＴＶに映画にエトセトラ！　さらに言うならミニ文庫！　ゲームも出るぞ同時期にっ！　語るべきことは多々あるはずっ！


Ｌ：うむぅっ！　たしかにっ！


　　ちなみにあとがき後半からは、スレイヤーズ人気投票の中間報告を、大増四百ページでお送りしますっ！　（うそつき。）


作：さて、この本の初版が本屋さんに並ぶ頃には、たぶんミニ文庫の二巻目やゲームも出回りはじめて、映画も公開直前っ！　ＴＶも佳か境きように入っている、とゆーところでしょーかっ！


Ｌ：あ。ＴＶっていえば、ＯＰオープニングでゼロスの後ろにいる女のひとって、あれ、あたしじゃなくって、獣王ゼラスグレーター・ビースト＝メタリオムの人間バージョン、とゆーことなので。


　　てことは、ＴトＲラＹイであたしの出番って……？


作：そーいえば、噂うわさで、アイ・キャッチに出るとか出んとかゆー話も聞くけど、少なくともこのあとがき書いてる時点では、まだ見んなー。


Ｓ：ま、ＴＶやラジオとかで出てくるのとそうでないのとでは、モロに得票数が変わってきますからねぇ。


Ｌ：えぇいまたいきなり……って、得票数!?　ちょっと、その話、くわしく聞かせなさいよっ！


Ｓ：わっかりましたっ！


　　ま、このあたりの話題は人気投票関係ですから……


　　それでは、Ｌ様のご要望に応こたえて……


　　早さつ速そくではありますがっ！　ただいまよりっ！


　　『空が青いぞセニョリータ！　愛と友情の第三回スレイヤーズ人気投票！』第二次中間報告を行いますっ！


作：……Ｌの要望に……って……単にとっととはじめて自分の出番増やしたいだけなんじゃあ……？





　ごずんっ。





Ｓ：さあっ！　百科事典のカドのおかげで、作者も沈ちん黙もくしたところでっ！


Ｌ：……人間ってモロい生き物……


Ｓ：それではまずはっ！


　　第一次、二月ぶんまでの集計の、はっきりとした順位発表からまいりますっ！


Ｌ：そーいえば前は、わざと順位ぼかしてたわねー。


Ｓ：はいっ！


　　前回は、トップ・スリーにＬ様がお入りになる、という、大番狂……もとい、非常識……いえ、本来あるべき結果となっていたわけですが……


Ｌ：上がってるといーなー[image: ]　わくわく[image: ]


Ｓ：前回はっ！　十位が魔竜王カオスドラゴンガーヴ、九位が不ふ肖しようわたくし、部下Ｓ！　八位が郷く里にの姉ねえちゃんで、七位がナーガ、六位アメリア、五位ガウリイ、四位ゼルガディス、三位がＬ様、二位がゼロスで一位がリナ、となっていました！


Ｌ：うーむ。このあたりで、前回の報告読んで、『ガウリイはゼルの上にいる』とか思ってたガウリイファンとかが、『なにぃぃぃぃっ!?」とか言ってんでしょーねー。


Ｓ：あと、『Ｓさまはきっと七位くらいよ[image: ]』とか信じていたファンの子とかが……


Ｌ：おらんおらん。そんなもん。


Ｓ：……しくしくしくしく……


Ｌ：さーて。それで、問題は、第二回の集計ぶんをそれに足したらどーなったか、よね。


Ｓ：そーなんですよっ！


　　五月ぶんまでの集計のトータル、とゆーことになるんですが……


　　第十位っ！


　　なんといきなり大だい躍やく進しんっ！　覇王将軍ジエネラルシェーラっ！


Ｌ：っなんとをををををををっ!?


Ｓ：いやぁ。これにはさすがに私もびっくりしましたけれど。


Ｌ：……シェーラって……前回は魔王手て縫ぬいの金ラメタキシードとか、ニャラニャラの鍋なべとかと覇は権けんを競きそってた、あのシェーラ!?


Ｓ：そです。


Ｌ：むかしのアニメ、「シンドバッドの冒ぼう険けん」に出てきてた九官鳥とかじゃなくて!?


Ｓ：誰だれが知ってんですか。それ……第一スレイヤーズ・キャラじゃありませんし……


Ｌ：……うぅむ……ほんっきで大躍進したわねー。


Ｓ：でしょ？


　　でもって九位が私こと部下Ｓ！


　　八位が白蛇サーペントのナーガ！


　　七位が郷く里にの姉ねえちゃん！　となっています！


Ｌ：……てことは、ガーヴが転落？


Ｓ：そーゆーことになりますね。


　　ただしこれは、ガーヴの票が伸びなかったんではなくて、ほかのキャラクターの票が伸びた、ということでしょうか。


Ｌ：特にシェーラ、ね。


Ｓ：はい。


　　そしてっ！


　　六位が正義のアメリアで、五位ガウリイ、四位ゼルガディス、と、このあたりは変わらずです！


Ｌ：……ちょっと待って……


　　このあたりは変わらず……ってことはっ！　あたしが一気に大躍進っ!?


Ｓ：いえ。三位。


Ｌ：……………………あ……そう……


　　………………


　　──ってことはっ!?


Ｓ：はいっ！　その通りっ！


　　二位！　主人公、リナ＝インバースっ！


　　そして僅きん差さでリナを破って、トップに躍おどり出たのはっ！


作：俺かっ!?


Ｌ＆Ｓ：違うわぁぁぁぁぁぁぁっ！





　どぐしっ！





Ｌ：……むうっ……一発ギャグをかますためだけに復活するとは……！　作者、あなどりがたしッ！


Ｓ：……ま……まあ……それはともかく……


　　気を取り直して発表をっ！


　　栄はえある一位はっ！


　　もうここまで言ったらモロわかりっ！


　　我ら魔族の人気者っ！


　　お役所仕事の獣神官プリーストゼロス！


Ｌ：なんとぉぉぉぉぉぉぉっ！


　　うむぅっ！　とゆーことはついに、時代は魔族、ってことねっ！


Ｓ：たしかにそんな感じもっ！


　　で、この得票パターンなんですが、「最近何かで活躍したキャラクター」に、票が集まる傾けい向こうが多いみたいですねー。


Ｌ：……ってぇと、小説とかＴＶとか、ラジオドラマのＣＤとか？


Ｓ：はい。第一次集計ではあまり票の集まらなかったシェーラとかウィニーに、一次から二次の集計の間に、結構票が集まっていたり、ＴＶがはじまって、「ＯＰの悪玉ゼロスがめちゃめちゃかっこええ」とゆー女性票がバカ増えして、結果、一次ではかなり差をつけられていたリナを僅差で抜くことになりましたから。


Ｌ：うーみゅ。なりゅほど。


　　で、ちなみに十位から下ってどーなってんの？


Ｓ：はい。十一位以下は順に、ガーヴ、フィブリゾ、レミー、シルフィール、フィリア、サリーナ、ヴァルガーヴ、作者、ナタリー、ルーク、といったふうになっています。


　　このあたりは、結構ダンゴになっていますので、今後の票の集まりかたいかんによっては、ここらへんのキャラがトップテン入りする可能性も十分にあります。


Ｌ：けど、リナとゼロスとが僅差だ、ってことは……


Ｓ：はい。みんなに気を持たせるため、何票の差かは、あえて公表しませんけれど、今後の得票いかんによっては、逆転、また逆転、などという展開も十分に考えられます。


Ｌ：で、あたしは[image: ]


Ｓ：…………………………


Ｌ：……で……？　なにゆえそこで無言で目をそらす……？


Ｓ：と……ともあれっ！


　　今後の、各メディアでのキャラクターたちの活躍いかんでは、この差がどう変わるかは、まだまだ未知数っ！


Ｌ：ちょっと！　ごまかさないで答えなさいよっ！　あたしのランク・アップの可能性はっ!?


Ｓ：はたして夏の映画のキャラたちが、どーいうふうにかかわってくるのかっ!?


　　今後の中間報告を期待してお待ちくださいっ！


Ｌ：……いや……だからあたしの……


Ｓ：それではっ！


　　紙面の都つ合ごうもありますしっ！　このあたりで、『第三回スレイヤーズ人気投票・第二次中間報告』を……


Ｌ：……ほほぉぉぉ……つまり、いつの間にやら、あたしを無視できるほどエラくなったと。あんたは。


Ｓ：……はっ！　いやそういう……って！　Ｌ様っ！　その逆手に持った２リットル入り烏龍ウーロン茶ちやのボトルは……!?





　ぽごんっ。





Ｌ：──とまあ、自然にやさしい攻撃方法で、部下Ｓも昏こん倒とうしたところで。


　　これからも、どしどし投票お願いします[image: ]


　　けど。『飼かい猫ねこからの同情票です[image: ]　Ｌ様に一点[image: ]』って猫の足形つけてくるのはやめてね[image: ]　さすがにあたしも、ちょっぴし悲しくなってくるから[image: ]


　　何はともあれ、それではみなさん、またの機会に。


　　ごきげんよー。





　──そして静かに幕まくが閉じ、倒れた作者と部下Ｓに、夏の陽ひざしが降りそそぐ……







あとがき：おしまい　　
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